
UGS002科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
日本国憲法科目名：
金子　匡良(KANEKO　Masayoshi)担当教員：

この授業では、日本国憲法の土台をなす立憲主義およびそれを生み出した歴史的背景について理解した上
で、日本国憲法の構造および主要な規定内容について学んでいく。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  １．豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ２．課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ①　豊かな人間性や主体的に生きる
力

【学修成果との関連】

この授業は、以下の事項を修得することを目標とする。
①憲法の土台をなす立憲主義の内容について理解し、それを説明することができる。
②立憲主義が誕生した歴史的背景と立憲主義の変遷について理解し、それを説明することができる。
③日本国憲法の制定経緯について理解し、それを説明することができる。
④日本国憲法の構造および主要な規定内容について理解し、それを説明することができる。
⑤憲法の知識を通じて現代社会の諸問題を分析することができる。

【到達目標】

成績評価は、授業最終回に行う試験の点数に基づいて行う（100％）。試験後に試験内容についてフィー
ドバックを行う。

【成績の評価】

なし。毎回の授業時に配布するプリントに基づいて授業を進める。
【使用テキスト】

長谷部恭男(解説)『日本国憲法』（岩波文庫、2019年）
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【憲法の意義と機能】
立憲主義の意義と憲法の規範構造について学
ぶ。1

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【憲法の歴史①：近代憲法の成立】
近代憲法が成立した経緯について学ぶ。2

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【憲法の歴史②：近代憲法の変遷と現代憲法
の成立】
近代憲法の変遷と現代憲法の成立について学
ぶ。

3

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【日本国憲法の概要】
日本国憲法の全体構造と特徴について学ぶ。4

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【国民主権】
国民主権の意義、およびその規範的意味につ
いて学ぶ。5

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【天皇制】
象徴天皇制の概要と天皇の国事行為について
学ぶ。6

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【平和主義】
平和主義の意義と憲法9条に関する解釈・判例
について学ぶ。7

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【平等権】
平等権の意義と保障範囲、およびそれに関す
る判例について学ぶ。8

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【表現の自由】
表現の自由の意義と保障範囲、およびそれに
関する判例について学ぶ。9

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【参政権】
参政権の意義と保障範囲、およびそれに関す
る判例について学ぶ。10

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【社会権】
社会権の意義と保障範囲、およびそれに関す
る判例について学ぶ。11

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【権力分立】
権力分立の意義およびその現代的変容につい
て学ぶ。12

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【違憲審査制】
違憲審査制の意義とその限界について学ぶ。13

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）

【司法権の独立】
司法権の独立の意義とそれを脅かす要因につ14



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

いて学ぶ。

予習：プリントを読んでおく。（2時間程度
）
復習：プリントを読み直し、問題点や疑問点
を確認する。（2時間程度）

【授業のまとめ】
授業内容を振り返るとともに、試験を行った
上でフィードバックを行う。15

定期試験(実施しない)



UCI102科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
情報基礎演習【発】科目名：
林　敏浩(HAYASHI　Toshihiro)担当教員：

この授業は、情報リテラシーの知識・技能を修得するために、開講される授業科目で、座学・演習を組み
合わせた授業形式になっています。情報リテラシーとは、単にコンピュータや特定のソフトウェアが使え
るというだけではなく、その技術を利用して、さまざまな情報を収集・分析し、適切に判断する能力、そ
れらをモラルに則って活用する能力のことです。特に、この授業では、文書作成のためのワープロ
（Microsoft Word）の機能について学習し、さらにその間に「情報と社会」というテーマを挿入する形で
、情報化社会で適切に行動するために必要な知識について学習します。また、毎回、学習した内容をワー
プロを用いてレポート（課題）作成しながら、ワープロに関するスキルアップを図ります。また、「数理
・データサイエンス」の基礎知識についても併せて学習します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  ２．課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ３．学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ②　課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ③　学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【学修成果との関連】

1. パソコンの代表的な基本ソフトであるWindowsの基本操作ができる。
2. Microsoft Wordを対象としてワープロの主要な機能が使える。
3. ワープロを用いて指定された形式で文書が作成・編集できる。
4. 個人情報保護、情報倫理・情報モラル、知的財産権、ネット犯罪について説明できる。
5. 数理・データサイエンスの基礎知識について説明できる。

【到達目標】

成績は必須課題（75%）と追加課題（25%）により評価します。また、優良な授業態度（演習時の他の学生
サポートなど）に対しては加点する場合があります。毎回の課題については受理時に個々に一次講評し、
さらに次の授業時間で総評することによりフィードバックを行います。希望者には電子メールで詳細な講
評をして、フィードバックを行います。

【成績の評価】

杉本くみ子，大澤栄子著『30時間アカデミック　office2021版』（実教出版株式会社
，2022）ISBN:9784407359435
※テキストに沿って説明したり、テキスト内の実習問題を課題とする場合がありますので必ず授業に持参
ください。

【使用テキスト】

なし
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】



有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は当該回の予習
などです（第１回目は高校まででどんな情報
の学びをしたかまとめておいてください）。
事後学習は自分のその回の復習をしたり、自
分のPCを用いてその回の内容を再度行ってみ
ることが挙げられます。

受講ガイダンス、Windowsの基本操作と日本語
入力

1

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

文書作成（１）　基本操作と印刷

2

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、インタネットでその回に
関係する情報を調べ学習することが挙げられ
ます。

情報と社会（１）　電子メールによるコミュ
ニケーション

3

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

文書作成（２）　表の作

4

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

文書作成（３）　書式の設定

5

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、インタネットでその回に
関係する情報を調べ学習することが挙げられ
ます。

情報と社会（２）　個人情報保護

6

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

文書作成（４）　図・画像などの挿入

7

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

文書作成（５）　Webブラウザとの連携

8

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、インタネットでその回に
関係する情報を調べ学習することが挙げられ
ます。

数理・データサイエンス（１）　数理・デー
タサイエンスとは何か？

9

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、インタネットでその回に

情報と社会（３）　情報倫理・情報モラル

10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

関係する情報を調べ学習することが挙げられ
ます。

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、インタネットでその回に
関係する情報を調べ学習することが挙げられ
ます。

情報と社会（４）　知的財産権

11

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

文書作成（６）　図の作成と編集

12

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

文書作成（７）　縦書き、PDF変換

13

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、インタネットでその回に
関係する情報を調べ学習することが挙げられ
ます。

情報と社会（５）　ネット犯罪

14

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、インタネットでその回に
関係する情報を調べ学習することが挙げられ
ます。

数理・データサイエンス（２）　身の周りの
数理・データサイエンス

15

定期試験(実施しない)



UCI103科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
情報応用演習【発】科目名：
林　敏浩(HAYASHI　Toshihiro)担当教員：

この授業は、情報リテラシーの知識・技能を修得するために、開講される授業科目で、座学・演習を組み
合わせた授業形式になっています。情報リテラシーとは、単にコンピュータや特定のソフトウェアが使え
るというだけではなく、その技術を利用して、さまざまな情報を収集・分析し、適切に判断する能力、そ
れらをモラルに則って活用する能力のことです。特に、この授業の前半で、表計算のためのソフトウェア
（Microsoft Excel）の機能について学習し、さらに後半で、プレゼンテーションのためのソフトウェア
（Microsoft PowerPoint）の機能について学習します。また、「数理・データサイエンス」の基礎知識に
ついても併せて学習します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  ２．課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ３．学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ②　課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ③　学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【学修成果との関連】

1. Microsoft Excelを対象として表計算ソフトの主要な機能が使える。
2. 表計算ソフトを用いて指定された形式でデータを加工できる。
3. Microsoft PowerPointを対象としてプレゼンテーションソフトの主要な機能が使える。
4. プレゼンテーションソフトを用いて種々のプレゼンテーション資料を作成できる。
5. 数理・データサイエンスの基礎知識について説明できる。

【到達目標】

成績は必須課題（75%）と追加課題（25%）により評価します。また、優良な授業態度（演習時の他の学生
サポートなど）に対しては加点する場合があります。毎回の課題については受理時に個々に一次講評し、
さらに次の授業時間で総評することによりフィードバックを行います。希望者には電子メールで詳細な講
評をして、フィードバックを行います。

【成績の評価】

杉本くみ子，大澤栄子著『30時間アカデミック　office2021版』（実教出版株式会社
，2022）ISBN:9784407359435
※テキストに沿って説明したり、テキスト内の実習問題を課題とする場合がありますので必ず授業に持参
ください。

【使用テキスト】

なし
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】



有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は当該回の予習
などです（第１回目は前期の情報基礎演習で
どのような情報の学びをしたかまとめておい
てください）。事後学習は自分のその回の復
習をしたり、自分のPCを用いてその回の内容
を再度行ってみることが挙げられます。

受講ガイダンス、表計算（１）　基本操作と
印刷

1

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

表計算（２）　表の作成

2

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

表計算（３）　基本編集

3

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

表計算（４）　表の書式設定と印刷

4

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

表計算（５）　数式（１）　絶対参照と相対
参照、基本関数

5

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

表計算（６）　数式（２）　順位取得、条件
判断

6

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

表計算（７）　数式（３）　表参照によるデ
ータ取得、端数処理

7

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

表計算（８）　数式（４）　エラー回避、文
字列操作

8

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

数理・データサイエンス（１）　データは人
を騙す　

9

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回

数理・データサイエンス（２）　Excelを使っ
たデータ処理の基礎10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

プレゼンテーション（１）　基本操作と印刷

11

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

プレゼンテーション（２）　図やオブジェク
トの挿入

12

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

プレゼンテーション（３）　SmartArt、グラ
フ、表の挿入

13

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

プレゼンテーション（４）　作図機能を用い
た複雑な図の作成

14

準備学習１時間、事後学習１時間程度の自学
自習を推奨します。準備学習は前回の振り返
りや当該回の予習などです。事後学習はその
回の復習をしたり、自分のPCを用いてその回
の内容を再度行ってみることが挙げられます
。

プレゼンテーション（５）　特殊効果と自動
実行

15

定期試験(実施しない)



UHH001科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
健康とスポーツ【発】科目名：
宮本　賢作(MIYAMOTO　Kensaku)担当教員：

成長期から成人期に移行するこの時期に，正しいヘルスリテラシーを身につけるとともに，今後起こりう
る健康問題について理解することで，その予防としての運動，食事，休養の重要性と，それをサポートす
る社会的なシステムについて理解する。またこれらを主体的かつ科学的に捉え，行動変容を意識した実践
力と，その基盤となるエビデンスに基づいた健康づくりについて考察する。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  １．豊かな人間性や主体的に生きる
力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ①　豊かな人間性や主体的に生きる
力

【学修成果との関連】

健康な生活を営む上で必要な基礎知識の理解を深めることができる。
ヒトの生涯のさまざまな場面で生じる疾病の予防および健康の維持と生体機能の関係について理解を深め
ることができる。

【到達目標】

成績の評価は学期末試験（６０％）、レポート・ミニテスト（３０％）、学習態度（１０％）によって行
い、総計６０％以上を合格とします。なお、レポートについては講評や添削を行い返却（フィードバック
）します。

【成績の評価】

なし
【使用テキスト】

シンプル衛生公衆衛生学2025（南江堂）
これからの健康とスポーツの科学 第5版（講談社）

【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

オリエンテーション・健康（及び疾病）の概
念とヘルスプロモーション

1

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

健康を取り巻く環境についての理解

2

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

健康情報とヘルスリテラシー

3

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

幼少期～成長期の健康問題

4

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

成人期の健康問題

5

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

高齢期の健康問題

6

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

死生観と生命倫理

7

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す

健康と運動・労働

8



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

健康と食事・栄養

9

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

健康と休養・睡眠

10

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

喫煙，飲酒，薬物乱用，メディアリテラシー
と健康

11

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

運動の科学と健康

12

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

体力の評価と分析

13

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

エビデンスに基づいた医療と健康づくり&持続
可能な健康づくり

14

毎回，授業の概要を紹介したレジュメを配布
します。レジュメをよく読み授業に主体的に
取り組めるよう準備して下さい（毎回2時間
程度）。また授業で学習した知識を活用し健
康や運動に関するレポート作成や筆記試験を
行います。授業で学んだ知識や技能が定着す
るよう復習を十分行って下さい（毎回2時間
程度）。

まとめ（生涯にわたる健康増進とスポーツラ
イフの継続を目指して）

15

定期試験(実施する)



UHH002科目ナンバリング：
実習授業形態：

単位数： 1
健康とスポーツ実習科目名：
田中　美季(TANAKA  Miki)担当教員：

　この授業の目的は，生涯にわたってスポーツを楽しむ知識・態度・技能を養うことです。そのため，授
業のはじめには，文化としてスポーツを捉えることの必要性を説明あるいは表現するとともに，新スポー
ツの創造活動におけるグループワークやプレゼンテーションを通して，スポーツの文化性についての理解
を深めます。次に，ゴール型スポーツ（サッカー，バスケットボールなど），ネット型スポーツ（バドミ
ントン，インディアカ，バレーボールなど）といった様々なスポーツを題材として，スポーツの楽しさを
理解し，より深くその楽しさを味わう技能を学びます。そして，これらスポーツ活動を通して，他者と協
力しながらスポーツを楽しむ態度を身につけます。
Google Classroom：クラスコード  cujxea5

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  １．豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ３．学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ①　豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ③　学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【学修成果との関連】

１．文化としてのスポーツの捉え方を理解できる
２．新スポーツを企画・実行できる
３．スポーツの楽しさを理解し表現できる
４．他者と協力しスポーツを楽しむことができる

【到達目標】

運動の実践能力：50％
授業内に作成する小レポート：30％
授業態度：20％
※ 全体の60％以上の得点で合格とします。
※ 期末試験の成績および小レポートの評価については，オフィスアワーにてフィードバックします。
※ 原則として，対面授業で行います。また，単位認定には，授業の2/3以上の出席が必要です。

【成績の評価】

なし
【使用テキスト】

森田恭光，島﨑あかね『スポーツ・健康科学概論テキスト』（杏林書院，2020年）
九州大学健康・スポーツ科学研究会『実習で学ぶ健康・運動・スポーツ科学 三訂版』（大修館書店
，2024年）
他，その都度紹介する

【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】



有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

オリエンテーション

1

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

健康とスポーツの関係

2

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

ネット型競技（１）：インディアカ基礎

3

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

ネット型競技（２）：インディアカ応用

4

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

ネット型競技（３）：バドミントン基礎

5

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

ネット型競技（４）：バドミントン応用

6

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

ゴール型競技（１）：サッカー基礎

7

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

ゴール型競技（２）：サッカー応用

8

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3

ゴール型競技（３）：バスケットボール基礎

9



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

回，ジョギング程度の運動強度で，自身が好
きな運動を1時間程度以上行ってください。

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

ゴール型競技（４）：バスケットボール応用

10

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

ネット型競技（５）：バレーボール基礎

11

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

ネット型競技（６）：バレーボール応用

12

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

ニュースポーツを考える（１）：ソフトバレ
ーボールの簡易ルール

13

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

ニュースポーツを考える（２）：新スポーツ
を考える

14

授業内容を復習し，A４１枚程度の内容要約
を行って記録しておいてください（30分）。
授業は実技形式で行いますので，普段から運
動に親しみ，授業で体を動かせる程度の体力
を維持しておいてください。できれば週3回
，ジョギング程度の運動強度で，自身が好き
な運動を1時間程度以上行ってください。

総括：全体の振り返り

15

定期試験(実施しない)



UCE101科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
英語Ⅰ【発】科目名：
竹田　忠弘(TAKEDA　Tadahiro)担当教員：

　日本人の英語学習者によくみられる英語表現の間違いをテーマに取り上げ、会話文、読解、リスニング
などバラエティーに富んだ設問を繰り返し解くことで英語の定着力を高めていくことを目指します。学習
者の多くがつまずきやすい間違いは母語干渉の影響があるため、これらを正しく認識することは英語と日
本語の違いを学ぶことにもつながり、言語の独自性に興味を持つきっかけにもなります。扱う表現は、ア
ルバイト、足の指、青りんご、教える、hardなどです。
  受講生には、授業中の言語活動に積極的に参加するために、テキストの予習・復習を欠かさず、英文を
何度も音読しながら、継続的に学ぶ姿勢が必須です。 Google Classroom Code: bylhprhr

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  １．豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ２．課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ３．学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ①　豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ②　課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ③　学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【学修成果との関連】

１．まとまった英文を聴いたり読んだりして内容を理解するとともに、概要を伝えることができる。
２．本文を音読することで英語に慣れ、覚えた英文を用いてコミュニケーションを図ることができる。
３．自分の意見や感想を英語で発表したり、書いたりすることができる。

【到達目標】

　「授業への関心・意欲・態度」１０％、「提出物等授業時間外に課す課題」１５％、「小テスト」
２０％、「音読テスト」１５％、「定期試験」４０％の５項目を総合的に評価します。小テスト及び授業
時間外に課す課題については、その都度評価及びフィードバックを行います。
　なお、３０分以上の遅刻は欠席とみなし、また、遅刻３回で欠席１回とみなします。

【成績の評価】

Time to Start Learn from Your Errors! （樋口千春　村田倫子 著、南雲堂、2020年）
【使用テキスト】

なし
【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。高校現場での英語指導の経験を活かして授業を行
います。

【実務経験と授業科目の関係性】



無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

オリエンテーション

1

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 1 え！「アルバイト」って英語じゃなか
ったの？（よく見られる英語表現の間違い）

2

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 1 え！「アルバイト」って英語じゃなか
ったの？（会話文、読解、リスニング）

3

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 2 「足の指」は"foot finger"だよね
？（よく見られる英語表現の間違い）

4

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 2 「足の指」は"foot finger"だよね
？（会話文、読解、リスニング）

5

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 3 「青リンゴ」は"A blue apple"でいい
の？（よく見られる英語表現の間違い）

6

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 3 「青リンゴ」は"A blue apple"でいい
の？（会話文、読解、リスニング）

7

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 4 「道を教えて」の「教えて」は、
"teach"だよね？（よく見られる英語表現の間
違い）8

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 4 「道を教えて」の「教えて」は、
"teach"だよね？（会話文、読解、リスニング
）9

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 5 「このスープ、いい匂い」は"This
soup is a good smell."でいいの？（よく見
られる英語表現の間違い）10

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 5 「このスープ、いい匂い」は"This
soup is a good smell."でいいの？（会話文
、読解、リスニング）11



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 6 "hard"はどの語を修飾するの？（よく
見られる英語表現の間違い）

12

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 6 "hard"はどの語を修飾するの？（会話
文、読解、リスニング）

13

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 7 「昨夜、怖い夢を見た」って"I saw a
bad dream last night."でいいよね？（よく
見られる英語表現の間違い）14

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 7 「昨夜、怖い夢を見た」って"I saw a
bad dream last night."でいいよね？（会話
文、読解、リスニング）15

定期試験(実施する)



UCE102科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
英語Ⅱ【発】科目名：
竹田　忠弘(TAKEDA　Tadahiro)担当教員：

　英語Ⅰに引き続き、日本人の英語学習者によくみられる英語表現の間違いをテーマに取り上げ、会話文
、読解、リスニングなどバラエティーに富んだ設問を繰り返し解くことで英語の定着力を高めていくこと
を目指します。学習者の多くがつまずきやすい間違いは母語干渉の影響があるため、これらを正しく認識
することは英語と日本語の違いを学ぶことにもつながり、言語の独自性に興味を持つきっかけにもなりま
す。扱う内容は、否定語の位置、too、either、
neither、似たような単語、疑問文、主語などです。
  受講生には、授業中の言語活動に積極的に参加するために、テキストの予習・復習を欠かさず、英文を
何度も音読しながら、継続的に学ぶ姿勢が必須です。Google Classroom Codeは、第一回の授業で知らせ
る。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  １．豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ２．課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ３．学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ①　豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ②　課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ③　学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【学修成果との関連】

１．まとまった英文を聴いたり読んだりして内容を理解するとともに、概要を伝えることができる。
２．本文を音読することで英語に慣れ、覚えた英文を用いてコミュニケーションを図ることができる。
３．自分の意見や感想を英語で発表したり、書いたりすることができる。

【到達目標】

　「授業への関心・意欲・態度」１０％、「提出物等授業時間外に課す課題」１５％、「小テスト」
２０％、「音読テスト」１５％、「定期試験」４０％の５項目を総合的に評価します。小テスト及び授業
時間外に課す課題については、その都度評価及びフィードバックを行います。
　なお、３０分以上の遅刻は欠席とみなし、また、遅刻３回で欠席１回とみなします。

【成績の評価】

Time to Start Learn from Your Errors! （樋口千春　村田倫子 著、南雲堂、2020年）
【使用テキスト】

なし
【参考文献】

有り
【実務経験】



この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。高校現場での英語指導の経験を活かして授業を行
います。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

オリエンテーション

1

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 8 否定語をどこに置くの？（よくみられ
る英語表現の間違い）

2

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 8 否定語をどこに置くの？（会話文、読
解、リスニング）

3

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 9 「私もよ！」は"too", "either"それ
とも"neither"？（よくみられる英語表現の間
違い）4

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 9 「私もよ！」は"too", "either"それ
とも"neither"？（（会話文、読解、リスニン
グ）5

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 10 「～がある・いる」英語でどう表現
するの？（よくみられる英語表現の間違い）

6

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 10 「～がある・いる」英語でどう表現
するの？（会話文、読解、リスニング）

7

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 11 「私は自転車を盗まれた」は"I was
stolen my bike."でいいの？（よくみられる
英語表現の間違い）8

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 11 「私は自転車を盗まれた」は"I was
stolen my bike."でいいの？（会話文、読解
、リスニング）9

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 12 似たような単語ばかり......
いったいどれを選べばいいの？（よくみられ
る英語表現の間違い）10

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 12 似たような単語ばかり......
いったいどれを選べばいいの？（会話文、読
解、リスニング）11

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）

Unit 13 いろいろなタイプの疑問文にどう答
える？―Yes-No疑問文なのに　Yes/No で答え12



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

ないの？（よくみられる英語表現の間違い）

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 13 いろいろなタイプの疑問文にどう答
える？―Yes-No疑問文なのに　Yes/No で答え
ないの？（会話文、読解、リスニング）13

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 14 日本語の主語をそのまま英語の主語
にしてもいいの？（よくみられる英語表現の
間違い）14

予習として、次回に行うUnitの問題を解いて
くること。（３０分）
復習として、音読テストを３回実施するとと
もに、小テストを５回実施します。そのため
のワークシートを５枚課します。（１時間）

Unit 14 日本語の主語をそのまま英語の主語
にしてもいいの？（会話文、読解、リスニン
グ）15

定期試験(実施する)



UCF101科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
フランス語Ⅰ科目名：
エラリー　ジャンクリストフ(Jean-Christophe Helary)担当教員：

「フランス語が難しければ、フランス人でも話せません！」という出発点から始まります。赤ちゃんは周
りの音から少しずつ意味が取れるようになり、自分から表現できるようになります。このフランス語Ⅰに
参加される皆さんは赤ちゃんではありませんが、同じやり方で少しずつフランス語を自分のものにしてい
きます。ポイントは実際に話される内容を生かせることです。つまり、テキストの登場人物がやっている
ことを学んでいくのではなく、自分について、自分がやっていることについて、自分がやりたいことにつ
いて、そしてそれぞれについて仲間に尋ねる、という覚え方です。

１５回の授業を２つのプロジェクトに分けます。それをさらに３つのテーマに分けて、各テーマに対して
２つの授業をします。1つ目の授業は先生の話しているモデルに従った簡単な会話が中心になり（話す力
）、そして、その会話について簡単な文書を読みます（読む力）。２つ目の授業は身についた内容につい
て簡単な作文をし（書く力）、それを発表して、会話に戻します（一つの「聞く、話す、読む、書く」循
環が完成できました）。テーマを通じて、語彙や使える表現が少しずつ増やしていきます。
プロジェクトごとにまとめ（復習）の授業があります。最後の授業は次のステップにつなげる内容を導入
します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  １．豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ２．課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ３．学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ①　豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ②　課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ③　学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【学修成果との関連】

１．実際の状況に応じて、コミュニケーションを図ることができる。
２．総合的なフランス語能力を身につけるため、「聞く、話す、読む、書く」の循環を展開できる。

【到達目標】

授業中の積極的な参加の評価　　　　８０％
テーマの復習　　　　　　　　　　　２０％　　　総合合格点は６０点以上です。
授業時間内に随時コメントを行うことでフィードバックを行います。

【成績の評価】

必要な場合はプリント
【使用テキスト】

https://ja.wikipedia.org/wiki/神経言語学的アプローチ
【参考文献】

無し
【実務経験】



【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）自分について、話す（読む）

1

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）自分について、書く（発表）

2

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）家族、親戚について、話す（読む）

3

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）家族、親戚について、書く（発表）

4

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）友達、先生、バイト先の仲間につい
て、話す（読む）

5

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）友達、先生、バイト先の仲間につい
て、書く（発表）

6

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）テーマの復習

7

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必

（中級）自分について、話す（読む）

8



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

ず返事がきます。（必要な時間は１日１５分
程度）

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級）自分について、書く（発表）

9

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級）家族、親戚について、話す（読む）

10

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級）家族、親戚について、書く（発表）

11

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級）友達、先生、バイト先の仲間につい
て、話す（読む）

12

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級）友達、先生、バイト先の仲間につい
て、書く（発表）

13

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級）テーマの復習

14

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）日常生活について、話す（読む）

15

定期試験(実施しない)



UCF102科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
フランス語Ⅱ科目名：
エラリー　ジャンクリストフ(Jean-Christophe Helary)担当教員：

フランス語Ⅰを参照。
フランス語Ⅱは、同じ方法で、別のプロジェクトを通じてフランス語能力を高めていきます。フランス語
検定５級を受けたい生徒に対して独学で受けられるようにヒントを提示します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  １．豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ２．課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ３．学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ①　豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ②　課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ③　学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【学修成果との関連】

１．実際の状況に応じて、コミュニケーションを図ることができる。
２．総合的なフランス語能力を身につけるため、「聞く、話す、読む、書く」の循環を展開できる。
３．独学でフランス語検定５級を受けられる力を身につけることができる。

【到達目標】

授業中の積極的な参加の評価　　　　８０％
テーマの復習　　　　　　　　　　　２０％　　　総合合格点は６０点以上です。
授業時間内に随時コメントを行うことでフィードバックを行います。

【成績の評価】

必要な場合はプリント
【使用テキスト】

https://ja.wikipedia.org/wiki/神経言語学的アプローチ
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）日常生活について、話す（読む）

1

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）日常生活について、書く（発表）

2

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級１）日常生活について、話す（読む）

3

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級１）日常生活について、書く（発表）

4

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級２）日常生活について、話す（読む）

5

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級２）日常生活について、書く（発表）

6

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

テーマの復習（第１回～第６回）

7

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必

（初級）最近あったことについて、話す（読
む）

8



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

ず返事がきます。（必要な時間は１日１５分
程度）

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）最近あったことについて、書く（発
表）

9

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）これからあることについて、話す（
読む）

10

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）これからあることについて、書く（
発表）

11

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級）最近あったこと、これからあること
について、話す（読む）

12

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（中級）最近あったこと、これからあること
について、書く（発表）

13

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

テーマの復習（第８回～第１３回）

14

授業中の録音は可能なので、それを使って、
音を忘れないように聞くことができます。ス
マホを使ってフランス語関連のサイトやアプ
リ、自動翻訳などを通じて、話したい内容や
、フランスやフランス語について調べたり、
それについて先生にメールで尋ねれば必ず返
事がきます。（必要な時間は１日１５分程度
）

（初級）自分の好みとその理由について、話
す（読む）

15

定期試験(実施しない)



UCC101科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
中国語Ⅰ科目名：
李　佳坤(Li  JiaKun)担当教員：

この授業では、中国語を話し読むための発音記号（ピンイン）や中国語の基本文型を学習し、そのうえ、
漢字を読み、単語を覚え、簡単な会話や挨拶を練習していきます。発音の練習は通信媒体の機能を利用し
て楽しく学習していきます。また、中国社会や中国文化についても紹介し、グローバルな思考を養います
。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  １．豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ２．課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ３．学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ①　豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ②　課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ③　学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【学修成果との関連】

１．中国語の発音記号（ピンイン）を学習することによって中国語の漢字をすべて読むことができる。
２．中国語での挨拶や簡単な会話ができるようになる。
３．中国語の基本文型を学習して応用できる。

【到達目標】

授業中の各活動（30％）、授業時間外の学習ための問題（10％）、小テスト（20％）、期末テスト
（40％）
作文や小テストについては、その都度、結果を授業時に講評し、フィードバックを行う。

【成績の評価】

小林和代・韓軍　著　　新版「始めよ楽々中国語」　白水社
【使用テキスト】

日中・中日辞書
自編教材『ピンインをマスターできる』

【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習：教科書の7ページの単母音(30分）

復習：学習内容をノートにまとめ。(60分）

オリエンテーションと単母音

1

予習：教科書の8ページの子音(30分）

復習：配ったプリントで復習する。(60分）

子音と単母音
2

予習：教科書の11ページの複合母音(30分）

復習：配ったプリントで復習する。(60分）

子音と複合母音
3

予習：教科書の13ページの鼻音(30分）

復習：配ったプリントで復習する。(60分）

子音と鼻音
4

予習：教科書15ページまで(30分）

復習：配ったプリントで復習する。(60分）

ピンインの復習と簡単な挨拶
5

予習：教科書16ページまで(30分）

復習：配ったプリントで復習する。(60分）

ピンインテスト
6

予習：自分の名前を中国語で読めるようにピ
ンインを付ける。(30分）

復習：自己紹介の練習(60分）

名前の言い方　

7

予習：教科書の２７ページの内容(30分）

復習：学習内容をノートにまとめ、配ったプ
リントで復習する。(60分）

「是」の使い方

8

予習：教科書２８ページの内容(30分）

復習：学習内容をノートにまとめ、配ったプ
リントで復習する。(60分）

動詞述語

9

予習：教科書の32ページの内容(30分）

復習：学習内容をノートにまとめ、配ったプ
リントで復習する。(60分）

動詞「有」の使い方　

10

予習：教科書の８課の内容(30分）

復習：学習内容をノートにまとめ、配ったプ
リントで復習する。(60分）

前置詞「离」「从」の使い方

11

予習：教科書の内容(30分）

復習：学習内容をノートにまとめ、配ったプ
リントで復習する。(60分）

時間名詞と使い方

12

予習：教科書38ページの内容(30分）

復習：学習内容をノートにまとめ、配ったプ
リントで復習する。(60分）

「在」

13

予習：教科書42ページの内容(30分）

復習：学習内容をノートにまとめ、配ったプ
リントで復習する。(60分）

形容詞述語

14

予習：教科書の内容(30分）復習15



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

復習：学習内容をノートにまとめ、配ったプ
リントで復習する。(60分）

定期試験(実施する)



UCC102科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
中国語Ⅱ科目名：
李　佳坤(Li  JiaKun)担当教員：

 この授業では、中国語Ⅰを学習した学生を対象にさらに語彙を増やし、基本文型を学習し、それを使っ
て会話をしたり、中国語の文章を読んだり、書いたりします。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  １．豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ２．課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ３．学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ①　豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ②　課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ③　学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【学修成果との関連】

１．簡単な会話ができる。
２．簡単な中国語を読んだり、書くことができる。

【到達目標】

小テスト（プリント）（２５％）、中間テスト（２５％）、期末テスト（５０％）
作文や小テストについては、その都度、結果を授業時に講評し、フィードバックを行う。

【成績の評価】

小林和代・韓軍著　　新版「はじめよ宇楽々中国語」　白水社
【使用テキスト】

『中日・日中辞典』
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習：教科書の４５・４６ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

買い物時の表現　
手段・方法・値段の尋ね方

1

予習：教科書の４７ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

比較文の表現

2

予習：教科書の５１ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

動詞「了」の置く位置

3

予習：教科書の５３ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

前置詞「在」の表現

4

予習：教科書の５２ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

助動詞「想」

5

予習：教科書の５７ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

助動詞「会」

6

予習：教科書の５８ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

助動詞「能」

7

予習：教科書の５９ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

助動詞「可以」

8

予習：教科書の５９ページと６０ページ（30
分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

前置詞「給」　　

9

予習：教科書の５２～６０ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。

助動詞の復習

10

予習：教科書の６１ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

進行形

11

予習：教科書の６２ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

禁止の表現

12

予習：教科書の６３ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

経験を表す「過」

13



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習：教科書の６４ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

「是…的」構文

14

予習：教科書の６１～６５ページ（30分）

復習：学習した内容をノートにまとめ、単語
と文型を応用して作文する。（60分）

復習

15

定期試験(実施する)



UCK101科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
韓国語Ⅰ【発】科目名：
朴　英信(PARK　Yeong Shin)担当教員：

　この授業は、実務経験のある教員が担当しています。授業では、韓国語を読む・書くための文字である
ハングルの基本文字（24字）と基本文法を学習します。日本語の文法と似ているので、単語を覚えていく
と会話がより豊かになります。多くの学習者が苦手とする、発音は日本語の単語から分かりやすく説明し
練習して綺麗な発音が習得できます。また、韓国の文化・社会などについても紹介し理解を深め、グロー
バルな思考力も養います。楽しく学んで韓国語でのコミュニケーションを楽しみましょう。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  １．豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ２．課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ３．学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ①　豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ②　課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ③　学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【学修成果との関連】

１．�韓国語の固有文字であるハングルの読み書きを正確な発音として習得できる。
２．�韓国語での基本的な挨拶や簡単な会話が出来きることでコミュニケーションの楽しさを経験できる
。
３．�韓国語の語順や文型は、日本語と同様な部分が多く日本語ベースで構造を理解することができる。
４．�韓国語だけではなく、社会・文化・経済・政治・歴史などにも理解を深めることができる。

【到達目標】

授業への取り組みや各活動（20％）、小テスト・課題・レポート（50％）、試験（30%）
小テスト、レポートについては、その都度、結果を授業時に講評します。定期試験については、教務課窓
口で模範解答を閲覧できるようにします。

【成績の評価】

韓国語コミュニケーションレシピ（初級）　金秀晶・朴鍾厚　著　（博英社）　ISBN　978-4-910132-43-
3

【使用テキスト】

なし
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】



有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ーハングルの歴史と構成（30分）
・復習内容ー基礎母音の形と音及び基本挨拶
表現（３０分）

・基礎母音ー�,�,�,�,�,�
・基本挨拶表現ー�����, ��� ���
, ��� ���.1

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー基礎子音と基本挨拶表現（30分
）
・復習内容ー基礎子音と母音を合わせた文字
の構成及び音/挨拶表現（３０分）

・基礎子音（14個）ー�,�,�,�,�,�,�,
�,�,�,�,�,�,�
・基本挨拶表現ー�����, ����./�
����. ����./�����.

2

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー二重母音とUNIT１の語彙（30分
）
・復習内容ー二重母音と子音を合わせた文字
の構成と音/UNIT１で使われる語彙の読み方
を練習（３０分）

・二重母音ー�,�,�,�,�,�,�,��,�,
�,�
・unit１これはなんですか？
ー語彙練習3

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー平音、激音、濃音の違いと種類
およびUNIT１の文章の読み方（３０分）
・復習内容ー激音と子音を合わせた文字の構
成と音/UNIT１で使われた文章の構成とスピ
キング練習（３０分）

・平音・激音・濃音ー�,�,�,�,�,
・unit１これはなんですか？
ー文章スピキング練習4

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ーパッチムについて/UNIT１の文
章の応用文作文（３０分）
・復習内容ーパッチムの練習とUNIT１の文書
の応用文作文（３０分）

・終声とパッチムー�,�,�,�,�,�,�
・unit１これはなんですか？
ー書き取り練習5

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー単語の読み方自主練習/UNIT１
の文章の聞き取りと身の回りの物を使って練
習（３０分）
・復習内容ーUNIT１の内容を使って日常会話
の練習（３０分）

・単語読み練習
・unit１これはなんですか？
ー聞き取り練習、総復習6

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー複数文字で出来ている文章を読
むれ演習/UNIT２使われる語彙の読み方を練
習（３０分）
・復習内容ーUNIT２で使われた語彙の読み方
を練習（３０分）

・短文読む練習
・unit2　砂糖と牛乳はどこにありますか？ー
語彙練習7

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー複数文字で出来ている文章を読
む練習/UNIT２の文章の読み方（３０分）
・復習内容ーUNIT２で使われた文章の構成と
スピキング練習及びUNIT１で使われた語彙を
導入して新たな文章を作る（３０分）

・短文読む練習
・unit2　砂糖と牛乳はどこにありますか？ー
文章スピーキング練習8

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー複数文字で出来ている文章を読
む練習/UNIT２の文章の応用文作文（１時間
３０分）
・復習内容ーUNIT２の文書の応用文作文（１
時間）

・短文読む練習
・unit2　砂糖と牛乳はどこにありますか？ー
書き取り練習9

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー複数文字で出来ている文章を読
む練習/UNIT２の文章の聞き取りと身の回り
の物を使って練習（３０分）
・復習内容ーUNIT２の内容を使って日常会話
の練習（３０分）

・短文読む練習
・unit2　砂糖と牛乳はどこにありますか？ー
聞き取り練習、総復習10

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー複数文字で出来ている文章を読
む/UNIT３で使われる語彙の読み方の練習
（３０分）
・復習内容ーUNIT３で使われた語彙の読み方
を練習（３０分）

・短文読む練習
・unit3　パンを何個買いますか？
ー語彙練習11

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー複数文字で出来ている文章を読
む練習/UNIT３の文章の読み方の練習（３０
分）

・短文読む練習
・unit3　パンを何個買いますか？
ー文章スピーキング練習

12



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

・復習内容ーUNIT３で使われている文章の構
成とスピキング練習及びUNIT２で使われた語
彙を導入して新たな文章を作る（３０分）

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー複数文字で出来ている文章を読
む練習/UNIT３の文章の応用文作文（３０分
）
・復習内容ーUNIT３の文書の応用文作文
（３０分）

・短文読む練習
・unit3　パンを何個買いますか？
ー書き取り練習13

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー複数文字で出来ている文章を読
む練習/UNIT３の文章の聞き取りと身の回り
の物を使って練習（３０分）
・復習内容ーUNIT３の内容を使って日常会話
の練習（３０分）

・短文読む練習
・unit3　パンを何個買いますか？
ー聞き取り練習、総復習14

エッセイを提出・予習内容ーUNIT１－３の語彙や文章の読む
練習及び意味を再び把握する（１時間３０分
）
・復習内容ー自分が作成したエッセイを元に
新たな文章を作って練習（１時間）

・UNIT１－３の総復習
・UNIT１－３の内容を使ったインタビュー練
習15

定期試験(実施する)



UCK102科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
韓国語Ⅱ【発】科目名：
朴　英信(PARK　Yeong Shin)担当教員：

この授業は、実務経験のある教員が担当しています。授業では、韓国語を読む・書くための文字であるハ
ングルの基本文字（24字）と基本文法をを基に日常生活によく使う表現を学びます。このテキストではス
ピーキング、書き取り、聞き取りの問題も充実しているので韓国語が優しく楽しく身に付くと思います。
また、ハングルだけでなく、韓国の文化・社会などについても紹介し意見を交わることで異文化について
の理解を深め、グローバルな思考力も養います。楽しく学んで韓国語でのコミュニケーションを楽しみま
しょう。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 大学  １．豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ２．課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ３．学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 大学  ①　豊かな人間性や主体的に生きる
力

 ②　課題に気づいて解決する力や社
会に貢献できる力

 ③　学部が示す専門的知識や技能お
よび実践的能力

【学修成果との関連】

１．�韓国語の固有文字であるハングルの読み書きを正確な発音として習得できる。
２．�韓国語での基本的な挨拶や簡単な会話が出来きることでコミュニケーションの楽しさを経験できる
。
３．�韓国語の語順や文型は、日本語と同様な部分が多く日本語ベースで構造を理解することができる。
４．�韓国語だけではなく、社会・文化・経済・政治・歴史などにも理解を深めることができる。

【到達目標】

授業への取り組みや各活動（20％）、小テスト・課題・レポート（50％）、試験（30%）
小テスト、レポートについては、その都度、結果を授業時に講評します。定期試験については、教務課窓
口で模範解答を閲覧できるようにします。

【成績の評価】

韓国語コミュニケーションレシピ（初級）　金秀晶・朴鍾厚　著　（博英社）　ISBN　978-4-910132-43-
3

【使用テキスト】

なし
【参考文献】

無し
【実務経験】



【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/日本と韓国
のサークルについて/UNIT４の語彙と文章の
読み方及び意味を把握（３０分）
・復習内容ーUNIT４の語彙、文章を練習（30
分）

・中文読む練習
・unit４何のサークルにはいりますか？
ー語彙練習、サークルについて、文章スピー
キング練習

1

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/世界ののサ
ークルについて/UNIT４の語彙と文章の読み
方及び意味を理解（３０分）
・復習内容ーUNIT４の書き取り、聞き取り練
習（30分）

・中文読む練習
・unit４　何のサークルにはいりますか？
ー書き取り練習、聞き取り練習とエッセイ作
成

2

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/UNIT４の語
彙と文章の読み方及び意味を理解（３０分）
・復習内容ーUNIT４で習った語彙と表現を使
って会話練習（30分）

・中文読む練習
・unit４　何のサークルにはいりますか？
ーエッセイ発表、文化トーク3

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/動詞につい
て/UNIT５の語彙と文章の読み方及び意味を
把握（１時間３０分）
・復習内容ーUNIT５の語彙、文章を練習（１
時間）

・中文読む練習
・unit５　昨日何をしましたか。
ー書き取り練習、聞き取り練習とエッセイ作
成

4

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/世界ののサ
ークルについて/UNIT５の語彙と文章の読み
方及び意味を理解（３０分）
・復習内容ーUNIT５の書き取り、聞き取り練
習（30分）

・中文読む練習
・unit５　昨日何をしましたか。
ー語彙練習、文章スピーキング練習5

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/UNIT５の語
彙と文章の読み方及び意味を理解（３０分）
・復習内容ーUNIT５で習った語彙と表現を使
って会話練習（30分）

・中文読む練習
・unit５　昨日何をしましたか。
ーエッセイ発表、文化トーク6

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/お天気につ
いて/UNIT６の語彙と文章の読み方及び意味
を把握（３０分）
・復習内容ーUNIT６の語彙、文章を練習（30
分）

・中文読む練習
・unit６　明日から梅雨に入るでしょう。
ー語彙練習、文章スピーキング練習7

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/世界のお天
気について/UNIT６の語彙と文章の読み方及
び意味を理解（３０分）
・復習内容ーUNIT６の書き取り、聞き取り練
習（30分）

・中文読む練習
・unit６　明日から梅雨に入るでしょう。
ー書き取り練習、聞き取り練習とエッセイ作
成

8

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/UNIT６の語
彙と文章の読み方及び意味を理解（１時間
３０分）
・復習内容ーUNIT６で習った語彙と表現を使
って会話練習（１時間）

・中文読む練習
・unit６　明日から梅雨に入るでしょう。
ーエッセイ発表、文化トーク9

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/電話の表現
/UNIT７の語彙と文章の読み方及び意味を把
握（１時間３０分）
・復習内容ーUNIT７の語彙、文章を練習（１
時間

・中文読む練習
・unit７　もしもし、私ミカですけど。
ー語彙練習、文章スピーキング練習10

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/電話マナー
について/UNIT７の語彙と文章の読み方及び
意味を理解（３０分）
・復習内容ーUNIT７書き取り、聞き取り練習
（30分）

・中文読む練習
・unit７　もしもし、私ミカですけど。
ー書き取り練習、聞き取り練習とロールプレ
イ作成

11

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/UNIT７の語
彙と文章の読み方及び意味を理解（３０分）
・復習内容ーUNIT７で習った語彙と表現を

・中文読む練習
・unit７　もしもし、私ミカですけど。
ーロールプレイ発表、文化トーク

12



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

使って会話練習（30分）

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/UNIT４－５
の語彙と文章の読み方及び意味を再び理解
（３０分）
・復習内容ーUNIT４－５で習った語彙と表現
を使って会話練習（30分）

・中文読む練習
・unit４－５　復習
・unit４－５　ミニインタビュー文作成及び
発表

13

QR CODE 利用して予
習復習

・予習内容ー中文章を読む練習/UNIT６－７
の語彙と文章の読み方及び意味を再び理解
（３０分）
・復習内容ーUNIT６－７で習った語彙と表現
を使って会話練習（30分）

・中文読む練習
・unit６－７　復習
・unit６－７　ミニインタビュー文作成及び
発表

14

エッセイを提出・予習内容ーUNIT１－７の語彙や文章の読む
練習及び意味を再び理解する（３０分）
・復習内容ー自分が作成したエッセイを元に
新たな文章を作って練習（30分）

・中文読む練習
・UNIT４－７の総復習
・UNIT１－７の内容を使ったインタビュー及
び会話練習

15

定期試験(実施する)



TISE5科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
国語（書写を含む）科目名：
澤田　文男(SAWADA　Fumio)担当教員：

　〇小学校や幼稚園などで国語教育に従事するための理論や表現力を身に付けることをねらいとした授業
です。
　〇ディスカッションやプレゼンテーションなどの手法を取り入れた授業活動の中で、テキストの詳細な
読解を通じて「国語」の指導力を高めます。
　〇また、書写については、毎授業冒頭で平仮名・片仮名の実践的な練習をします。
　〇なお、この授業は自らの思考を確実にし、表現するための習慣を重要視し、パソコンやタブレット、
スマホの使用を一切禁じます。テストに際しては自らの手書きノート(コピー・印刷物不可)のみ持ち込み
可とします。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ④　思考力・判断力・表現力 6

 ⑥　専門的知識と実践力 4

【学修成果との関連】

　この授業の到達目標は、発達科学部の教育課程編成・実施の方針の「教育に関する研究能力を涵養」す
るとともに「主体的な学びの姿勢を形成」し、「論理的に判断し、それを適切な方法で表現する能力の獲
得を図るため、以下のように設定しています。
　①学生が、幼稚園・小学校教育に携わる教員として必要な国語を適切に表現し、理解する力をつけるこ
とができます。
　②学生が、授業を通じて思考力や想像力、言語感覚を養い、国語を尊重する態度を育てる力をつけるこ
とができます。
　③学生が、主体的に取り組むアクティブラーニングを通じ、自らの意見を表現する力を身につけること
ができます。

【到達目標】

　①ノートの評価…ノートができていない場合はテストを受ける資格がありません。
　②授業に取り組む姿勢(30%)
　③定期試験の成績(70%)
　※①、②、③の合計点で総合的に評価します。
　※フィードバック
　　定期試験の結果については、試験終了後、正答例を研究室前に掲示します。

【成績の評価】

　〇ひらがな練習帳(子どものひらがな練習帳　桂聖　実務教育出版　2012年)
　〇自作資料集
　〇『やまなし』・『よだかの星』・『注文の多い料理店』・『なめとこ山の熊』（筑摩書房　宮沢賢治
全集　1980年）

【使用テキスト】

　〇保育所保育指針（平成２９年３月告示　厚生労働省）
　〇幼稚園教育要領（平成２９年３月告示　文部科学省）
　〇小学校学習指導要領（平成２９年３月告示　文部科学省）
　〇関連する参考図書については、授業の中で適宜紹介します。

【参考文献】



有り
【実務経験】

　この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。教育現場での授業経験を活かし、具体的な事例
を示しながら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習
〇『やまなし』全篇を読む。(30分)
〇第一章を、語句などに注意して調べる。
(30分)
〇その疑問・感想・意見を書く。(60分)
〇他の作品を読む。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇授業のオリエンテーション
〇書写練習①く～つ
〇読み合わせ『やまなし』
〇『やまなし』の読解①
　・第一章の内容について1

予習
〇第二章を、語句などに注意して調べる。
(60分)
〇その疑問・感想・意見を書く。(60分)
〇他の作品を読む。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習②し～の
〇『やまなし』の読解②
　・第二章の内容について
　・第一章と第二章の関連2

予習
〇全編について疑問・感想・意見を書く。
(60分)
〇作者のメッセージについて考える。(60分)
〇他の作品を読む。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習③こ～に
〇『やまなし』の読解③
　・『やまなし』の全体像
　・作者のメッセージについて3

予習
〇「リフレイン」の例文を収集する。(60分)
〇「直喩・隠喩」の例文を収集する。(60分)
〇「体言止め」の例文を収集する。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習④け～ひ
〇文章表現の様々な技法について①
　・リフレイン
　・直喩・隠喩
　・体言止め

4

予習
〇「誇張」の例文を収集する。(60分)
〇「押韻」①「頭韻」・「中間韻」の例文を
収集　
　する。(60分)
〇「押韻」②「脚韻」の例文を収集する。
(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習⑤さ～ち
〇文章表現の様々な技法について②
　・誇張
　・押韻①頭韻・中間韻
　・押韻②脚韻5

予習
〇擬音語の例文を収集する。(60分)
〇擬声語の例文を収集する。(60分)
〇擬態語の例文を収集する。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習⑥ら～め
〇文章表現の様々な技法について③
　・擬音語
　・擬声語
　・擬態語
　

6

予習
〇擬人法の例文を収集する。(60分)
〇偽物法の例文を収集する。(60分)
〇対句法の例文を収集する。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習⑦す～ね
〇文章表現の様々な技法について④
　・擬人法
　・擬物法
　・対句法

7

予習
〇倒置法の例文を収集する。(60分)
〇リズム①五七調の例文を収集する。(60分)
〇リズム②七五調の例文を収集する。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習⑧ぬ～な
〇文章表現の様々な技法について⑤
　・倒置法
　・リズム①五七調
　・リズム②七五調

8

予習
〇様々な技法を用いて短文を作る。(180分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習⑨え～を
〇表現技法に関する練習
　・これまでの整理
　・問題演習

9



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　・技法を使用して表現する

予習
〇『注文の多い料理店』全篇を読む。(40分)
〇登場人物の像について考える。(40分)
〇構成について考える(40分)
〇他の作品を読む。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習⑩フ～マ
〇『注文の多い料理店』読み合わせ
〇『注文の多い料理店』読解①
　・登場人物について
　・構成について
　

10

予習
〇印象的な表現について考える。(40分)
〇虚構の役割について考える。(40分)
〇作者のメッセージについて考える。(40分)
〇他の作品を読む。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習⑪ヌ～ナ
〇『注文の多い料理店』読解②
　・印象的な表現
  ・虚構の役割について
　・作者のメッセージ

11

予習
〇『よだかの星』全篇を読む。(40分)
〇「よだか」について考える。(40分)
〇構成について考える。(40分)
〇他の作品を読む。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習⑫チ～カ
〇『よだかの星』読み合わせ
〇『よだかの星』読解①
　・よだかについて
　・構成について

12

予習
〇印象的な表現について考える。(40分)
〇風景と感情表現の関係につい考える。(40
分)
〇作者のメッセージについて考える。(40分)
〇他の作品を読む。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習⑬テ～リ
〇『よだかの星』読解②
　・印象的な表現
　・風景と感情表現の関係
　・作者のメッセージ13

予習
〇『なめとこ山の熊』全篇を読む。(40分)
〇登場人物について考える。(40分)
〇作者のメッセージについて考える。(40分)
〇他の作品を読む。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習⑭サ～ツ
〇『なめとこ山の熊』読み合わせ
〇『なめとこ山の熊』読解
　・登場人物の像
　・作者のメッセージ

14

予習
〇これまでの書写・技法を整理する。(60分)
〇宮沢賢治の考えたことをまとめる。(60分)
〇他の作品を読む。(60分)
復習
〇書写練習(60分)

〇書写練習⑮ン～コ
〇これまでの書写・技法の整理
〇宮沢賢治の考えたことについて
〇定期試験予告15

定期試験(実施する)



TISE6科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
社会科目名：
野村　一夫(NOMURA　Kazuo),高倉　和弘(TAKAKURA　Kazuhiro)担当教員：

　学習指導要領の分析を通して社会の変化と社会科の果たす役割や小学校社会科の内容構成や目標、内容
、教材、評価などの基本的な考え方、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた社会科授業の在り方
を追究していきます。　　
　また本授業は２名の教員によりティーム・ティーチングで実施し、ディスカッションやグループワーク
、プレゼンテーションなどを通して、社会的な事象に対する興味・関心を高めるとともに社会的な見方と
社会的な意味について考え、社会科教育の在り方を追究します。
　この授業ではClassroom(クラスコード：4xwtl6yを使用し、資料配付や課題「授業リフレクション」の
提示などを行います。　

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ５．子どもの教育・保育にかかる諸
問題を自ら発見し、その問題を解決す
ることができる。

 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１．社会の変化と学校教育における社会科の役割を考え、自分の言葉で社会科の本質を述べることができ
る。
２．社会科、地理歴史科、公民科の関連を理解し、小学校社会科の内容構成の特色を述べることができる
。

【到達目標】

学修内容の理解度はもとより、学修に対する意欲と態度を評価します。
「今日の？」の作成及び発表（40％）、「授業リフレクション」の提出（20％）、定期試験（40％）とし
ます。
「授業リフレクション」は、Clssroomを用いて提出し、返却時にコメントを記述します。
定期試験は、採点基準を説明します。

【成績の評価】

小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　社会編　平成30年　文部科学省
小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　総則編　平成30年　文部科学省
小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　総合的な学習の時間編　平成30年　文部科学省
小学校教科書「新しい社会」３年、４年、５年上・下、６年上・下　令和2年　東京書籍　
小学校教科書「楽しく学ぶ小学生の地図帳」　令和2年　帝国書院

【使用テキスト】

日本社会科教育学会編　新版　社会科教育事典　2012年　ぎょうせい
全国社会科教育学会　新　社会科授業づくりハンドブック　小学校編　2015年　明治図書
その他、授業中に随時紹介する。

【参考文献】



有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。教育行政と小学校教員の経験を活かし、社会科指
導のポイント及び留意事項等について解説します。

小学校教諭及び香川県教育委員会指導主事として社会科を担当していました。
香川県小学校教育研究会社会科部会会長として、社会科指導の改善を指導していました。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、小学校での社会科学習を振り返
り、最も印象に残っている学習内容と学習活
動をノート等にまとめておくこと。（１時間
）
復習として、小学校社会科教育の歴史を整理
し、授業リフレクションに記述すること。
（１時間）

オリエンテーション・社会科の歴史

1

予習として、小学校入学時の社会と現在を比
較し、変化したことを具体的にノート等にま
とめておくこと。（１時間）
復習として、社会の変化と社会科教育の役割
を整理し、授業リフレクションに記述するこ
と。（１時間）

社会の変化と社会科教育

2

予習として、社会科教育の学校教育において
果たす役割を考え、ノート等にまとめておく
こと。（１時間）
復習として、小学校社会科教育の目標を分析
し、授業リフレクションに記述すること。
（１時間）

社会科の本質・目標

3

予習として、小学校の教育課程を調べ、ノー
ト等にまとめておくこと。（１時間）
復習として、社会科教育のスコープとシーケ
ンスを整理し、授業リフレクションに記述す
ること。（１時間）

小学校社会科と中学校社会科、地理歴史科、
公民科との関連

4

予習として、小学校での総合的な学習の時間
と特別活動の目標を整理し、ノート等にまと
めておくこと。（１時間）
復習として、小学校社会科と総合的な学習の
時間及び特別活動との異同関係を整理し、授
業リフレクションに記述すること。（１時間
）

小学校社会科と総合的な学習の時間、特別の
教科道徳等との関連

5

予習として、身近な地域における社会的事象
を複数見つけ、ノート等にまとめておくこと
。（１時間）
復習として、小学校社会科教育における地域
学省・郷土学習の必要性を整理し、授業リフ
レクションに記述すること。（１時間）

小学校社会科における地域学習・郷土学習

6

予習として、地理的な見方について自分なり
の考え方をノート等にまとめておくこと。
（１時間）
復習として、社会的事象の見方・考え方を整
理し、授業リフレクションに記述すること。
（１時間）

小学校社会科における社会的事象の地理的な
見方・考え方

7

予習として、印象に残っている歴史的学習を
振り返り、ノート等にまとめておくこと。
（１時間）
復習として、小学校社会科教育の歴史的学習
の特徴を整理し、授業リフレクションに記述
すること。（１時間）

小学校社会科における歴史的学習

8

予習として、小学校での社会科学習を振り返
り、最も印象に残っている学習内容と学習活
動をノート等にまとめておくこと。（１時間
）
復習として、小学校社会科教育の歴史を整理
し、授業リフレクションに記述すること。
（１時間）

小学校社会科における公民的学習

9

予習として、指導計画の必要性について自分
なりの考えを整理し、ノート等にまとめてお
くこと。（１時間）

小学校社会科指導計画の作成と配慮事項
10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

復習として、指導計画を作成することの必要
性と留意事項等を整理し、授業リフレクショ
ンに記述すること。（１時間）

予習として、小学校での社会科学習を振り返
り、最も印象に残っている学習活動をノート
等にまとめておくこと。（１時間）
復習として、多様な学習形態を整理し、授業
リフレクションに記述すること。（１時間）

小学校社会科の学習過程と学習形態

11

予習として、学習評価の必要性と留意点など
について考えていることをノート等にまとめ
ておくこと。（１時間）
復習として、小学校社会科における学習評価
の在り方を整理し、授業リフレクションに記
述すること。（１時間）

小学校社会科の評価

12

予習として、小学校での社会科学習を振り返
り、最も印象に残っている教材・教具をノー
ト等にまとめておくこと。（１時間）
復習として、学習指導における教材・教具を
開発することの必要性を整理し、授業リフレ
クションに記述すること。（１時間）

小学校社会科における教材・教具の開発と活
用

13

予習として、ICTを用いた社会科学習を振り
返り、最も印象に残っている学習内容と学習
活動をノート等にまとめておくこと。（１時
間）
復習として、指導の個別化と学習の個性化に
果たすICTの役割を整理し、授業リフレクシ
ョンに記述すること。（１時間）

小学校社会科における学習の個別・最適化と
ICT活用

14

予習として、小学校での社会科学習を振り返
り、ゲストティーチャーによる学習経験をノ
ート等にまとめておくこと。（１時間）
復習として、「社会に開かれた教育課程」の
理念を整理し、授業リフレクションに記述す
ること。（１時間）

「社会に開かれた教育課程」における小学校
社会科の在り方

15

定期試験(実施する)



TISE7科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
算数科目名：
土井　理裕(DOI Masahiro)担当教員：

この授業は、算数・数学に関する問題に対し、あなたが考え、あなたが解決する時間です。四則演算など
の原理・原則や指導方法を学ぶことを通して、数学的な見方・考え方を認識し、算数・数学を学ぶ意義を
考え、それを子どもたちに伝えていこうとする力を育てていきます。また、プログラミングを体験しなが
ら，プログラミング的思考を育むための指導方法についても実践します。
この授業ではGoogle Classroom(クラスコード：iitwlpy)を使用し、ICTを活用した双方向型授業を実施し
ます。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・数学的な見方・考え方を認識し、算数・数学を学ぶ意義を理解することができる。
・数と計算（四則演算）及び図形（正多角形）の指導方法を身に付けることができる。
・プログラミング的思考を理解することができる。
・プログラミング教育の指導方法（計画・実施）を身に付けることができる。

【到達目標】

受講態度（10％）　課題レポート（80％）　最終課題レポート（10％）
・毎回の授業の最後に、課題レポートを提出する（コメント等を記入して返却します）
・最終課題（①算数・数学を学ぶ意義　②プログラミング的思考について　のレポート）を作成し、第15
回の最終授業時に提出する。

【成績の評価】

・小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　算数編（文部科学省、日本文教出版、2018年）
・必要に応じて授業プリント及び資料を配付します。

【使用テキスト】

・数学の学び方・教え方（遠山啓、岩波新書、1972年）
・水道方式とはなにか　遠山啓著作集　数学教育論シリーズ3（遠山啓、太郎次郎社、1980年）
・Ｓｃｒａｔｃｈの絵本（株式会社アンク、株式会社アンク、2020年）
・小学校を中心としたプログラミング教育ポータル（https://www.mext.go.jp/miraino_manabi/）

【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。高等学校・特別支援学校での学校現場指導を活か
し、具体的な算数・数学に関する事例を示しながら授業していきます。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

小学校第１学年における「数の数え方や計算
の仕方」について、小学校学習指導要領解説
算数編などで調べ、ノート等にまとめておく
。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

ガイダンス、これまでの算数・数学教育の振
り返り

1

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて、小学校学習指導要領解説算数編などで
調べ、ノート等にまとめておく。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

加法・減法（１）：タイルを使った位取り指
導（位取りの原理と補数）

2

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて、小学校学習指導要領解説算数編などで
調べ、ノート等にまとめておく。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

加法、減法（２）：筆算の指導

3

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて、小学校学習指導要領解説算数編などで
調べ、ノート等にまとめておく。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

乗法

4

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて、小学校学習指導要領解説算数編などで
調べ、ノート等にまとめておく。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

除法（１）：等分除と包含除

5

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて、小学校学習指導要領解説算数編などで
調べ、ノート等にまとめておく。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

除法（２）：除法のアルゴリズムと筆算

6

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて、小学校学習指導要領解説算数編などで
調べ、ノート等にまとめておく。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

平面図形（正多角形）の性質

7

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて、小学校学習指導要領解説算数編などで
調べ、ノート等にまとめておく。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

プログラミング的思考

8

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて調べ、ノート等にまとめておく。（２時
間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

Scratchを用いたプログラミング実習（１）：
基本的な操作、フローチャート作成

9

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて調べ、具体的なプログラムを考察し、ノ
ート等にまとめておく。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

Scratchを用いたプログラミング実習（２）：
正多角形の作図

10

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて調べ、具体的なプログラムを考察し、ノ
ート等にまとめておく。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

Scratchを用いたプログラミング実習（３）：
正多角形の作図についての考察、条件分岐

11



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて「小学校を中心としたプログラミング教
育ポータル」サイト等で調べ、指導案等を考
察し、ノート等にまとめておく。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

Scratchを用いたプログラミング教育実習

12

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて調べ、ノート等にまとめておく。（２時
間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

加法、減法の筆算におけるアルゴリズム
（１）：フローチャート作成

13

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて調べ、ノート等にまとめておく。（２時
間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

加法、減法の筆算におけるアルゴリズム
（２）：授業での指導

14

これまでの授業内容を振り返り、楽しい算数
・数学授業の在り方について考察し、ノート
等にまとめておく。（２時間）
授業内容を振り返り、ノート等にまとめてお
く。（２時間）

楽しい算数・数学授業の在り方

15

定期試験(実施しない)



TISE10科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
理科科目名：
糸目　真也(ITOME　Shinya)担当教員：

この授業科目は、小学校や特別支援学校の教員として必要な理科の資質・能力を身に付けるため、次のア
～ウの学習活動に取り組む。
ア小学校での理科教育や環境教育等に関する内容を、小学校学習指導要領解説理科編及び教科書をもとに
把握する。
イ小学校理科の学習の内容区分である「生命・地球」に関する観察、実験、野外実習などの活動を通して
、観察、実験などについての基本的な技能を身に付け、自然を愛する心情を養う。
ウ小学校理科の学習の内容区分である「物質・エネルギー」関する実験などの活動を通して、器具や機器
などを目的に応じて工夫して扱う技能を身に付け、主体的に問題解決しようとする態度を養う。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・将来、小学校や特別支援学校の教員として必要な素養と幅広い人間性、理科に関する専門的な知識と観
察、実験などに関する基本的な技能を身に付けることができる。
・実物を見る、実物に触れる、実際につくる、実際にやってみることを大切にして、手と目と足と頭を使
って、問題解決の力を伸長することができる。
・レポート作成や学生実験などを通して、文章を組み立てる力、情報を活用する力、プレゼンテーション
する力、コミュニケーションする力を伸長することができる。

【到達目標】

・レポート（課題提出）及び学生実験など授業の成果を７０％、小テストの成績を３０％として評価する
。
・レポートや小テストは評価と解説を行い、授業で返却する。

【成績の評価】

授業で適宜連絡します。以下の内容に関する資料を配布あるいは提示の予定。
文部科学省「小学校学習指導解説　理科編」（平成２９年告示）
小学校理科の教科書　等

【使用テキスト】

授業で適宜連絡します。
【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。担当教員が高等学校で理科の授業をした経験を活
かし、具体的な事例を示しながら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

オリエンテーション

1

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

小学校理科の目標と内容の取り扱い

2

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をパワーポイントで作成して提出する
こと（２時間）

春の自然観察会（学内や春日川の動植物）

3

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

地学野外観察会（屋島）事前学習

4

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として野外観察Ⅰの最後に課す地学巡検
に関する課題をレポートにまとめて提出する
こと（２時間）

地学野外観察Ⅰ：屋島の地形（メサ）と高松
平野の特徴

5

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として野外観察Ⅱの最後に課す地学巡検
に関する課題をレポートにまとめて提出する
こと（２時間）

地学野外観察Ⅱ：瀬戸内火山活動に伴う流紋
岩質凝灰岩（雪の庭）と讃岐岩質安山岩（畳
石）の露頭観察6

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

環境教育の考え方

7

担当：糸目真也予習として、その前の授業で指定する範囲の
教科書を事前に読み、必要に応じて図書館等
で専門用語の意味等を調べ、ノート等にまと
めておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

小学校理科「物質・エネルギー」の学習内容

8

担当：糸目真也予習として、その前の授業で指定する範囲の
教科書を事前に読み、必要に応じて図書館等
で専門用語の意味等を調べ、ノート等にまと
めておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

小学校理科「物質・エネルギー」の教師実験

9

担当：糸目真也予習として、その前の授業で指定する範囲の
教科書を事前に読み、必要に応じて図書館等
で専門用語の意味等を調べ、ノート等にまと

小学校理科「物質・エネルギー」の実験につ
いての探究活動10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

めておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

担当：糸目真也予習として、その前の授業で指定する教科書
の実験内容を事前に読み、予備実験をし、留
意事項等をノート等にまとめておくこと（３
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

小学校理科「物質・エネルギー」の実験教材
の作成

11

担当：糸目真也予習として、その前の授業で指定する教科書
の実験内容を事前に読み、予備実験をし、留
意事項等をノート等にまとめておくこと（３
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

小学校理科「物質・エネルギー」の学生実験-
Part1-（3年生の教科書の実験より）

12

担当：糸目真也予習として、その前の授業で指定する教科書
の実験内容を事前に読み、予備実験をし、留
意事項等をノート等にまとめておくこと（３
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

小学校理科「物質・エネルギー」の学生実験-
Part2-（4年生の教科書の実験より）

13

担当：糸目真也予習として、その前の授業で指定する教科書
の実験内容を事前に読み、予備実験をし、留
意事項等をノート等にまとめておくこと（３
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

小学校理科「物質・エネルギー」の学生実験-
Part3-（5年生の教科書の実験より）

14

担当：糸目真也復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

小学校理科「物質・エネルギー」の学生実験-
Part4-（6年生の教科書の実験より）15

定期試験(実施しない)



TISE9科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
生活科目名：
髙橋　佳生(TAKAHASHI Yoshio)担当教員：

　生活科教育の目標や内容，創設の背景，現状や課題などを把握し，その在り方を考える学習を通して，
現在の学校教育についての認識を深めます。また，フィールドワーク（自然探索）やものづくり，討論，
思考ツールの活用など体験的な学習を通じて，生活科の特徴や他教科との関連，幼児教育との接続などに
気付き，関心・意欲や技能など実践力を高めていくようにします。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１．生活科の目標や内容，創設の背景を理解するとともに，フィールドワークやものづくり，討論などを
通して体験的に学び，教育実践のあり方について考えを深めることができる。
２．学習指導要領や生活科にかかわる学習論の学びを通して，児童主体の教育方法の理解を深め，教育・
保育について学ぶための資質・能力を身に付けることができる。

【到達目標】

授業ワークシート(80％)，小テスト２回(10％)，授業への参加態度・日常活動(10％)。
授業ワークシート，小テストについては，その都度，結果を授業時に説明，講評する。

【成績の評価】

小学校学習指導要領解説生活編(平成29年3月告示　文部科学省)
教科書「あたらしいせいかつ(上)，新しい生活(下)」　東京書籍

【使用テキスト】

授業において適宜紹介，資料配布する。
【参考文献】

有り
【実務経験】

　この授業は，実務経験のある教員による授業です。小学校現場での授業実践と教員指導の経験を活かし
，具体的な活動や事例を示しながら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

＜保育実習のため，
第１回授業を欠席す
る場合の代替課題＞
『私にとっての生活
科』
小学１・２年で学ん
だ生活科の学習が，
自分にとってどの様
な意義があったかを
，「生活科で学んだ
思い出や印象に残っ
ている活動内容」「
生活科で学んだこと
が，その後の自分に
どのような影響を与
えたか」「自分自身
の経験から，生活科
を学ぶことにはどの
ような意味があると
考えるか」という視
点をもとに400字程
度でＡ４用紙１枚に
まとめる。形式は自
由。
※学年・学籍番号・
氏名・課題のタイト
ルを忘れず明記し，
欠席届とともに提出

小学校低学年の生活科で学んだことや印象を
まとめておく。（１時間）

オリエンテーション，「私にとっての生活科
」

1

＜保育実習のため，
第２回授業を欠席す
る場合の代替課題＞
『生活科の目標（学
習指導要領の記述か
ら）』
「小学校学習指導要
領解説　生活編」P8
に示される生活科の
目標（前文と
(1)(2)(3)の記載内
容）を書き写す。ま
た，目標の前文に示
される「具体的な活
動や体験を通す」「
身近な生活に関わる
味方・考え方を生か
す」「自立し生活を
豊かにしていく」と
いう３点の意味を
，P10～P12の記載内
容を参考に簡潔にま
とめる。これらを
Ａ４用紙１枚にまと
める。（※学習指導
要領解説が手に入ら
ない場合は，文部科
学省のホームページ
からダウンロードす
ることができます。
）
※学年・学籍番号・
氏名・課題のタイト
ルを忘れず明記し，
欠席届とともに提出

小学校学習指導要領解説生活編から，生活科
の目標と内容を調べておく。（１時間）／資
料・ワークシートを見直し整理する。（30分
）

生活科の目標・内容とその意味（グループワ
ーク）

2

小学校学習指導要領解説生活編P5「生活科改
訂の趣旨」から，生活科の成果と課題を調べ
ておく。（１時間）／資料・ワークシートを
見直し整理する。（30分）

生活科の課題と学習指導要領の改訂（ディス
カッション）3



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

野外での自然探索に必要なものや図鑑を調べ
，準備する。（１時間）／資料・ワークシー
トを見直し整理する。（30分）

生活科の内容と体験活動①「自然探索フィー
ルドワーク」4

小学校学習指導要領解説生活編P10～「教科
目標の趣旨」から，生活科の特徴を調べてお
く。（１時間）／資料・ワークシートを見直
し整理する。（30分）

生活科の特色と教育的意義（ディスカッショ
ン）5

「思考ツール」とはどのようなものかを調べ
，活用法を考えておく。（１時間）／資料・
ワークシートを見直し整理する。（30分）

生活科の内容と体験活動②「思考ツールの活
用」（グループワーク）6

教科書（上）P80・81をみて，制作物を考え
，ドングリなどの材料や，はさみ・ボンドな
どの用具を準備する。（４時間）／資料・ワ
ークシートを見直し整理する。（30分）

生活科の内容と体験活動③「自然のものづく
り」（制作）7

生活科が創設された時代や背景について調べ
ておく。（１時間）／資料・ワークシートを
見直し整理する。（30分）

生活科の創設と時代的背景　（グループワー
ク）8

生活科の目標について，要点となるキーワー
ドを覚える。（30分）／資料・ワークシート
を見直し整理する。（30分）

生活科の教育理念（グループワーク）
・小テスト「生活科の目標」9

教科書（下）P56～58をみて，つくるおもち
ゃを考え，紙コップ・輪ゴムなどの材料や，
穴あけ・ソロテープなどの用具を準備する。
（３時間）／資料・ワークシートを見直し整
理する。（30分）

生活科の内容と体験活動④「動くおもちゃ作
り」（制作）

10

生活科の内容について，要点となるキーワー
ドを覚える。（30分）／資料・ワークシート
を見直し整理する。（30分）

生活科と他教科とのかかわり　（グループワ
ーク）
・小テスト「生活科の内容」

11

「見方・考え方」「資質・能力」とはどのよ
うなものか調べておく。（１時間）／資料・
ワークシートを見直し整理する。（30分）

生活科と見方・考え方，資質・能力（ディス
カッション）12

小学校学習指導要領解説生活編P82を読み，
幼児期・中学年以降とのつながりを調べてお
く。（１時間）／資料・ワークシートを見直
し整理する。（30分）

生活科と幼児期・中学年以降とのつながり（
グループワーク）13

生活科と総合的な学習の共通点や相違点を考
えておく。（30分）／資料・ワークシートを
見直し整理する。（30分）

生活科と総合的な学習（ディスカッション）
14

これまで用いた資料・ワークシートを見直し
整理しておく。（30分）

まとめ，生活科と学力15

定期試験(実施しない)



ONGA6科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
音楽Ⅰ－Ⅰ科目名：
水嶋　育(MIZUSHIMA　Ikumu),酒井　信(SAKAI　Makoto)担当教員：

小学校音楽科の授業、また音楽に関連した特別活動の指導上必要な専門的知識と実践的能力を身に付けら
れるよう以下の項目を中心に学びます。
・ピアノを中心とした鍵盤楽器の演奏技能。
・授業展開に必要な音楽理論。
・小学校音楽科で扱われる種々の楽器の取り扱いと演奏技術。
・歌唱共通教材を中心に、ハ、二、へ、ト、変ロ長調の階名唱。
・簡単な合奏と、４分の２、４分の３，４分の４、８分の６拍子の指揮法。
また自ら継続的に学ぶ能力を養うために、毎週系統的な課題に臨み、安定した学びの習慣を確立します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部  ３．子どもの育ちを支えるために必
要な教育・保育の実践力を有する。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１　児童教育現場で、授業を円滑に行うために必要な歌唱および器楽の演奏技術と音楽理論を修得できる
。
２　曲想と音楽の構造との関わりについて理解して演奏することができる。
３　音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育むとともに
、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培うことができる。
４　小学校教諭にとって音楽に関する必要な知識を幅広く体系的に理解するとともに、その知識を教育の
実践と関連づけて理解することができる。

【到達目標】

定期試験-筆記（３５％）、定期試験-実技（３５％）、予習・復習と授業に取り組む姿勢（３０％）
実技の試験や発表に対する評価は個別に説明を行う。筆記試験や提出物は採点、添削の上返却する。

【成績の評価】

小学校教員養成課程用　最新 初等科音楽教育法 2017年告示「小学校学習指導要領」準拠
(平成３０年２月発行、初等科音楽教育研究会 編、音楽之友社)　

【使用テキスト】

小学校学習指導要領解説　音楽編（平成２９年６月　文部科学省）
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】



無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習（１５分）：O sole mio　の音源を見つ
けて聴いておく。
復習（９０分）：理論に関する復習プリント
および指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

オリエンテーション（唱歌のあゆみと　　ナ
ポリ民謡　”O sole mio”　についての講話
）、楽譜の説明

1

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：理論に関する復習プリント
および指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

ピアノ奏法（１）、ハ長調、イ短調音階、ハ
長調の階名唱、I度の三和音

2

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：理論に関する復習プリント
および指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

ピアノ奏法（２）、ト長調、ホ短調音階、ト
長調の階名唱、V度の三和音

3

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：理論に関する復習プリント
および指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

ピアノ奏法（３）、ニ長調、ロ短調音階、ニ
長調階名唱、IV度の三和音

4

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：理論に関する復習プリント
および指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

ピアノ奏法（４）、ヘ長調、ニ短調音階、ヘ
長調の階名唱、V7の和音　

5

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：理論に関する復習プリント
および指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

ピアノ奏法（５）、変ロ長調、ト短調音階、
変ロ長調の階名唱、和音の転回

6

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：理論に関する復習プリント
および指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

ピアノ奏法（６）、基本的な伴奏法

7

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：理論に関する復習プリント
および指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

ピアノ奏法（７）、簡単なコード
（C,F,G,G7）による伴奏法

8

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：歌唱に関する復習プリント
および指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

歌唱共通教材を使用した歌唱法

9

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：弾き歌いに関する復習プリ
ントおよび指定された実技練習。

歌唱共通教材のピアノ弾き歌い
10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：リコーダー指導に関する復
習プリントおよび指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

リコーダー奏法

11

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

鍵盤ハーモニカ奏法

12

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

さまざまな打楽器の奏法、ボディ・パーカッ
ションと音楽遊び

13

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

４分の２，あるいは４分の４拍子の合奏曲と
指揮法

14

予習（３０分）：指定された実技練習。
復習（９０分）：指定された実技練習。
実技練習に関しては、学習成果を把握できる
ようワークシート上にチェック項目を記すこ
ととする。

４分の３および８分の６拍子の合奏曲と指揮
法

15

定期試験(実施する)



ONGA7科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
音楽Ⅰ－Ⅱ科目名：
水嶋　育(MIZUSHIMA　Ikumu),酒井　信(SAKAI　Makoto)担当教員：

小学校音楽科の授業、また音楽に関連した特別活動の指導上必要な専門的知識と実践的能力を身に付けら
れるよう、音楽I-Iに引き続き、以下の項目を中心に学びます。
・ピアノを中心とした鍵盤楽器の演奏技能。
・授業展開に必要な音楽理論。
・小学校音楽科で扱われる種々の楽器の取り扱いと演奏技術。
・階名唱の反復練習、簡単な弾き歌い、および２部合唱。
・出来るだけ多くの楽器の体験。
・（既存の合奏譜に加える形で）打楽器パートのリズム譜の作成とその演奏。
また自ら継続的に学ぶ能力を養うために、毎週系統的な課題に臨み、安定した学びの習慣を確立します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部  ３．子どもの育ちを支えるために必
要な教育・保育の実践力を有する。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１　児童教育現場で、授業を円滑に行うために必要な歌唱および器楽の演奏技術と音楽理論を修得できる
。
２　曲想と音楽の構造との関わりについて理解して演奏することができる。
３　音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育むとともに
、音楽に親しむ態度を養い、豊かな情操を培うことができる。
４　小学校教諭にとって音楽に関する必要な知識を幅広く体系的に理解するとともに、その知識を教育の
実践と関連づけて理解することができる。

【到達目標】

定期試験-筆記（３５％）、定期試験-実技（３５％）、予習・復習と授業に取り組む姿勢（３０％）
実技の試験や発表に対する評価は個別に説明を行う。筆記試験や提出物は採点、添削の上返却する。

【成績の評価】

小学校教員養成課程用　最新 初等科音楽教育法 2017年告示「小学校学習指導要領」準拠
(平成３０年２月発行、初等科音楽教育研究会 編、音楽之友社)　

【使用テキスト】

小学校学習指導要領解説　音楽編（平成２９年６月　文部科学省）
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】



無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習（３０分）：ワークシートに前期の復習
を行い、疑問点を纏めておく。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

オリエンテーション、前期の復習

1

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

ピアノ奏法（１）拍子の確認

2

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

ピアノ奏法（２）音価の確認

3

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

ピアノ奏法（３）I/IV/V/V7の和音の確認

4

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

ピアノ奏法（４）和音の転回の確認

5

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

ピアノ奏法（５）コード表記（C,F,G,G7）の
確認

6

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論

弾き歌い（１）低学年の曲から

7



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

弾き歌い（２）中学年の曲から

8

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

合唱（１）さまざまな練習法、パート練習

9

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

合唱（２）全体練習、留意点の確認

10

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

合唱（３）発表、ふり返り

11

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

合奏（１）リズム譜の作成

12

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答す

合奏（２）さまざまな練習法、パート練習

13



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

る。

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。

合奏（３）全体練習、留意点の確認

14

予習（６０分）：指定の実技練習、音楽理論
課題をワークシートに従って行う。実技練習
に関しては学習成果を把握できるようワーク
シート上に示されたチェック項目に回答する
。
復習（３０分）：ワークシートに従い、振り
返りを行う。

合奏（４）発表、ふり返り

15

定期試験(実施する)



TISE14科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
図画工作Ⅰ－Ⅰ科目名：
佐々木　啓祐(SASAKI 　Keisuke)担当教員：

  この科目は、図画工作科で児童の造形表現力を育てるために必要な指導力を身に付けるための科目です
。
そのため、学校現場で指導することができるよう、小学校低学年から中学年の図画工作科で取り扱われて
いる実施頻度の高い造形遊びを中心とした教材を体験します。同時に、そのことで、造形活動に必要とな
る基礎的な知識や技能を身に付けるとともに、造形的なセンスを高めることができるよう、造形性の高い
作品づくりを行います。
　また、現在、教室など校内に掲示されている多くの子どもたちの作品を画像で知るとともに、子どもた
ちのつまずきへの対応など、現場の実態に応じた具体的な指導方法を学ぶことで、授業者としての指導力
を身に付けることができると考えています。
  なお、この科目は、小学校教諭一級免許状取得のための必修科目です。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部  ３．子どもの育ちを支えるために必
要な教育・保育の実践力を有する。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・小学校図画工作科で、よく取り扱われている造形遊びを中心とした教材について理解し、教材の制作を
通して造形活動に必要となる基礎的な知識や技能を身に付けることができる。
・作品制作や鑑賞の活動を通して、造形表現活動を楽しむことができる。

【到達目標】

課題作品（技能、創意工夫）60％、授業態度（制作態度、準備物、発表など）40％
課題についてはその都度評価し、評価基準を説明する。
20分以上の遅刻は欠席とする。また遅刻３回で欠席１回とする。

【成績の評価】

なし
【使用テキスト】

令和２年～５年使用 小学校図画工作科 教科用図書
「図画工作」（日本文教出版）、「図画工作」（開隆堂出版）
「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説　図画工作編」（平成29年7月 文部科学省）

【参考文献】

有り
【実務経験】

　本授業を担当する教員は、小学校で８年間の実務経験（図画工作科の専科教員）を有するとともに、香
川県教育委員会の図画工作科担当指導主事として、長きに渡って現場の先生方に図画教育科の指導を行っ
てきました。また、香川県教育委員会から幼児の造形活動の指導員を委嘱され、４年間、県内の幼稚園や
保育所等で、２歳児から５歳児までの子どもたちと造形活動を行ってきました。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　授業で配布された「鑑賞シート」「アンケ
ート」を仕上げておくこと（１時間）
　

オリエンテーション、幼児の作品鑑賞
　授業計画や活動内容、評価の観点について
知り、授業に臨む心構えを自覚する。
　ここ数年間における香川県内の小学校で制
作された作品（壁面掲示作品や展覧会の作品
）を鑑賞し、小学校図画工作科の意義や目的
、図工教育の現状と課題について考える。

1

　予習として、どのような「自画像」をつく
るか構想を練っておくこと（１時間）

「自画像づくり」①　構想
ホームルーム教室に掲示する自画像を、色画
用紙を切って貼ってつくる。自画像を描くこ
とに抵抗感があったり、絵を描くことが苦手
であったりする子どもたちも一生懸命取り組
むことができる。

2

　授業時間内に完成しない場合は、持ち帰っ
て完成させておく。（１時間以上）

「自画像づくり」②　制作・仕上げ3

　予習として、どのような「ふしぎなたまご
」をつくるか構想を練っておくこと（１時間
）

「ふしぎな たまご」①（日文１･２下）から
　構想4

　授業時間内に完成しない場合は、持ち帰っ
て完成させておく。（１時間以上）

「ふしぎな たまご」②（日文１･２下）から
　制作・仕上げ
　画用紙にいろんな模様の卵を描き、それを
２つに切って（割って）、中から、生まれて
飛び出してくるものを想像して描いて、それ
らを画用紙に貼って構成し、作品にする。

5

　予習として、「バブルアート」の技法や作
品についてネットで調べ、材料を持参する
（１時間）

「バブルアート」①　制作
　シャボン液に絵の具で色を付けて、画用紙
にシャボン液の泡を落とし込み、シャボン玉
が割れると、丸く弾けた形で色がつく。色の
着いた泡がどんどんと盛り重なっていくこと
を楽しむことができる。

6

　授業時間内に完成しない場合は、持ち帰っ
て完成させておく。（１時間以上）

「バブルアート」②　トリミング・額装7

　予習として、「ローラーペインティング・
スタンピング」の技法や作品についてネット
で調べ、材料を持参する（１時間）

「ローラーペインティング・スタンピング」
①　制作
「ぺったんコロコロ」（日文１･２上）、「ス
タンプ、スタンプ！」（開隆１･２上）から
「ぺったん」は身近な材料を使ったスタンピ
ング、「コロコロ」はローラーペインティン
グであり、これらの技法を使った模様づくり
を楽しむ。

8

　授業時間内に完成しないと見込まれる場合
は、持ち帰って作業を進めておく。（１時間
以上）

「ローラーペインティング・スタンピング」
②　制作・仕上げ9

　授業時間内に完成しない場合は、持ち帰っ
て完成させておく。（１時間以上）

ローラーペインティング・スタンピング③　
トリミング・額装10

　予習として、「ドリッピング、デカルコマ
ニー、スパッタリング、ローラー・スポンジ
・刷毛で描くなど」の技法や作品についてネ
ットで調べ、材料を持参する（１時間）

絵の具を使った複合技法①　制作
「絵の具を使ったいろんな表し方」（日文３･
４下）から
「絵の具を使ったいろんな表し方をくふうし
よう」（開隆３･４下）から
　「ドリッピング、デカルコマニー、スパッ
タリング、ローラー・スポンジ・刷毛で描く
」など、様々な技法を使って、またそれらの
複数の技法を組み合わせるなどして偶然でき
る形や色の面白さ、美しさを体験する。

11

　授業時間内に完成しないと見込まれる場合
は、作業を進めておく。（１時間以上）

絵の具を使った複合技法②　制作・仕上げ12



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　授業時間内に完成しないと見込まれる場合
は、作業を進めておく。（１時間以上）

絵の具を使った複合技法③　トリミング・額
装13

　授業時間内に完成しない場合は、持ち帰っ
て完成させておく。（１時間以上）

これまで制作した作品の台紙への貼付や額装
をする。14

　授業で配布された「作品鑑賞会　評価シー
ト」を仕上げておくこと（１時間）

作品の自己評価、相互評価　自他の作品を並
べて、作品鑑賞会を開催する。15

定期試験(実施しない)



TISE15科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
図画工作Ⅰ－Ⅱ科目名：
佐々木　啓祐(SASAKI 　Keisuke)担当教員：

  この科目は、図画工作科で児童の造形表現力を育てるために必要な指導力を身に付けるための科目です
。
そのため、小学校現場で指導することができるよう、小学校中学年から高学年の図画工作科で取り扱われ
ている実施頻度の高い造形遊びを中心とした教材を体験します。同時に、そのことで、造形活動に必要と
なる基礎的な知識や技能を身に付けるとともに、造形的なセンスを高めることができるよう、造形性の高
い作品づくりを行います。
　また、現在、教室など校内に掲示されている多くの子どもたちの作品を画像で知るとともに、子どもた
ちのつまずきへの対応など、現場の実態に応じた具体的な指導方法を学ぶことで、授業者としての指導力
を身に付けることができると考えています。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部  ３．子どもの育ちを支えるために必
要な教育・保育の実践力を有する。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・小学校図画工作科で、よく取り扱われている実施頻度が高く指導力が求められる木版画等の教材につい
て理解し、教材の制作を通して造形活動に必要となる基礎的な知識や技能を身に付けることができる。
・作品制作や鑑賞の活動を通して、造形表現活動を楽しむことができる。

【到達目標】

課題作品（技能、創意工夫）60％、授業態度（制作態度、発表、準備物など）40％
課題についてはその都度評価し、評価基準を説明する
20分以上の遅刻は欠席とする。また遅刻３回で欠席１回とする。

【成績の評価】

なし
【使用テキスト】

令和２年～５年使用 小学校図画工作科 教科用図書
「図画工作」（日本文教出版）、「図画工作」（開隆堂出版）
「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説　図画工作編」（平成29年7月 文部科学省）

【参考文献】

有り
【実務経験】

　本授業を担当する教員は、小学校で８年間の実務経験（図画工作科の専科教員）を有するとともに、香
川県教育委員会の図画工作科担当指導主事として、長きに渡って現場の先生方に図画教育科の指導を行っ
てきました。また、香川県教育委員会から幼児の造形活動の指導員を委嘱され、４年間、県内の幼稚園や
保育所等で、２歳児から５歳児までの子どもたちと造形活動を行ってきました。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　復習として、創造性や発想等の造形用語の
意味をプリント資料で整理しておく。（１時
間）

「創造性テスト」や「発想トレーニング」を
とおして、創造性を高めるための造形教育の
役割や意義について考える。

1

　予習として、作品制作の構想を練り、必要
な材料を持参する。（１時間以上）

【共通課題】
コラージュによる作品づくり①　素材集め
「これでえがくと」（開隆３･４下）から
　いろんな布（麻布、化繊など）や紙、ダン
ボール紙、毛糸や紐、綿など、手触りの異な
るいろんな素材を組み合わせて台紙に貼り付
け、テクスチュア（画肌の感じ）の感じを楽
しむとともに、絵の具で加筆するなどして作
品づくりをする。

2

　授業時間内に完成しないと見込まれる場合
は、作業を進めておく。（１時間以上

コラージュによる作品づくり②　構成3

　授業時間内に完成しない場合は、持ち帰っ
て完成させておく。（１時間以上）
　

コラージュによる作品づくり③　貼り付け
4

　予習として、白黒木版画の主題を決め、必
要な写真資料等を持参する。（１時間）

白黒木版画①　作品鑑賞
「ほって すって 見つけて」（日文３･４下）
「木はん画に表そう」（開隆３･４下）から
・木版画の制作手順について知り、線描きの
下絵をつくる。
・白黒のバランスを考えて彫りの計画を立て
、彫刻刀で版木を彫っていく。

5

　作業の進度が遅れている場合は、持ち帰っ
て作業を進めておく（１時間以上）

白黒木版画②　テーマの決定・下絵づくり6

　作業の進度が遅れている場合は、持ち帰っ
て作業を進めておく（１時間以上）

白黒木版画③　彫り7

　作業の進度が遅れている場合は、持ち帰っ
て作業を進めておく（１時間以上）

白黒木版画④　彫り8

　授業時間内に完成しない場合は、授業時間
外の時間を使って、作品を完成させておく。
（１時間以上）

白黒木版画⑤　摺り
9

　自宅で牛乳パックを２日以上水に浸し、両
面のポリエチレンを剥がし、持参する。（１
時間以上）

「牛乳パックで手すきハガキをつくる」
　牛乳パックから取り出したパルプを細かく
ちぎってミキサーでドロドロにし、ハガキ大
の網付きの枠にまんべんなく流し込んで枠を
引き上げてパルプを乾燥させてつくる。

10

　絵手紙の構想を練り、描く対象物や描画道
具を持参する。（１時間以上）
　授業時間内に完成しない場合は、持ち帰っ
て完成させておく。（１時間以上）

絵手紙を描こう」
　絵を描く様々な材料や技法体験をし、その
中から自分が好む描き方で、手づくりハガキ
に絵を描く。

11

　予習として、作品制作の構想を練り、必要
な材料を持参する。（１時間以上）

選択課題①　発想・構想
次の2つの教材のうち1つを選び制作する。
　「でこぼこの絵」（日文５･６上）から
　板を思いのまま自由に切って、並べたり、
重ねたりして、抽象半立体作品をつくる。教
科書では糸鋸で板を切ってつくるが、本授業
ではカッターナイフでスチレンボードを切っ
てボンドで貼り付けてつくる。
「だんボールで、試して、つくって」（開隆
５･６上）から
　ダンボールを切ったり、曲げたり、剥がし
たり、いろいろ試して、そこから思いついた
ものをつくる。

12



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　作業の進度が遅れている場合は、持ち帰っ
て作業を進めておく（１時間以上）

選択課題②　制作13

　授業時間内に完成しない場合は、持ち帰っ
て完成させておく。（１時間以上）

選択課題③　制作・仕上げ
14

　授業で配布された「作品鑑賞会　評価シー
ト」を仕上げておくこと（１時間）

作品鑑賞会　出来上がった作品の相互鑑賞15

定期試験(実施しない)



TISE20科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 2
家庭科目名：
大西　えい子(OONISHI Eiko)担当教員：

家庭科は家庭生活を中心にした生活を学習対象として、体験的・実践的に学習し、ひとりひとりがよりよ
く生きることを目標としている教科です。指導する教員は生活者としての視点と生活実践力を持つことが
必要とされます。
この授業では、小学校家庭科の学習内容に関する演習や実習などの実践的・体験的な活動を中心として、
小学校で家庭科の授業を行うために必要な知識と基礎的な技能を習得し、生活実践力の獲得にも繋げます
。また、そのような活動を通じて生活者としての視点を養い、小学校家庭科の教材についての認識を深め
、教材研究をする力を培います。被服製作実習では裁縫道具及び布地などの資材，調理実習では白衣また
はエプロン，三角巾、マスク、布巾などの準備が必要です。また，共通で使用するものの材料費として受
講生全員から実習費を徴収します。なお、設備の都合で受講人数を制限することもあります。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

⒈生活者としての視点をもち生活実践力を養うために、継続的に学ぼうとする態度を身に付けることがで
きる。
⒉小学校家庭科の授業を行うために必要な知識や基礎的な技能を習得することができる。
⒊小学校家庭科の学習内容を把握した上で教材研究ができる。

【到達目標】

　授業態度及び意欲（10％）、予習復習の課題（20％）、提出物の提出状況や提出内容（50％）、教材研
究のプレゼンテーション（20％）。提出物の未提出、本人からの事前連絡なしの遅刻、欠席は減点とする
。30分以上の遅刻、または遅刻３回で欠席１回とみなす。被服製作及び調理実習については準備なしでの
授業への参加は認めない。被服製作実習での製作物の提出及び調理実習の授業への参加は必須である。
レポート等の課題及び評価については授業時間内に解説する。

【成績の評価】

「わたしたちの家庭科５・６」開隆堂，2024年
【使用テキスト】

「人生の答えは家庭科に聞け！」堀内かおる,南野忠晴共著,岩波書店,2016
「シアワセなお金の使い方」南野忠晴著,岩波書店,2015
「僕が家庭科教師になったわけ：詰まるところの「生きる力」」小平陽一著,太郎次郎社エディタス,2016
「人生で大切なことはすべて家庭科で学べる：ふくしまの男性教員による授業」末松孝治著,文芸社,2014
「正しいパンツのたたみ方：新しい家庭科勉強法」南野忠治著,岩波書店,2011
その他関連する参考文献については講義の中で適宜説明する。

【参考文献】

有り
【実務経験】



この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。小学校現場での家庭科指導の経験を活かし、具体
的な事例を示しながら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・オリエンテーション（授業のねらいと進め
方について）
・「A家族・家庭生活」自立とは

1

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・「A家族・家庭生活」家族・生活時間につい
て
・「B衣食住の生活」「Ｃ消費生活・環境」エ
コ掃除について　指編みのエコたわしの製作2

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・「B衣食住の生活」衣生活分野　  被服製作
の基礎知識
・「B衣食住の生活」衣生活分野　  手縫いの
基礎とボタンつけ3

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・「B衣食住の生活」衣生活分野　  手縫い教
材　あずま袋の製作　　　　　①半返し縫い
、本返し縫い
・「B衣食住の生活」衣生活分野　  手縫い教
材　あずま袋の製作　　　　　②仕上げ、ワ
ッペン作り

4

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・「B衣食住の生活」衣生活分野　  ミシンの
仕組み、ミシン縫いの基礎
・「B衣食住の生活」衣生活分野　  ミシン縫
い教材　エコバッグの製作　　①脇縫い5

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・「B衣食住の生活」衣生活分野　  ミシン縫
い教材　エコバッグの製作　②ひもつけ、仕
上げ
・「B衣食住の生活」衣生活分野　「生活を豊
かにするための布を用いた製作」型紙作成と
裁断・しるしつけ

6

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・「B衣食住の生活」衣生活分野　「生活を豊
かにするための布を用いた製作」本縫い①脇
縫い、あき口の始末
・「B衣食住の生活」衣生活分野　「生活を豊
かにするための布を用いた製作」本縫い②入
れ口の始末

7

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・「B衣食住の生活」衣生活分野　「生活を豊
かにするための布を用いた製作」本縫い③ま
ち作り
・「B衣食住の生活」衣生活分野　「生活を豊
かにするための布を用いた製作」本縫い④ひ
も通し、仕上げ

8

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・「B衣食住の生活」食生活分野
毎日何を食べていますか？自分の食生活を把
握しよう
・「B衣食住の生活」食生活分野　　何をどう
食べるのか　

9

予習として次回の授業内容を確認し、その範・「B衣食住の生活」食生活分野10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

調理の基礎
・「B衣食住の生活」食生活分野　　鍋でご飯
を炊いてみよう

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・「B衣食住の生活」食生活分野　　茹でる料
理について
・「B衣食住の生活」食生活分野　　茹でる料
理の調理と評価　11

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・「B衣食住の生活」食生活分野　　味噌汁に
ついて
・「B衣食住の生活」食生活分野　　味噌汁の
調理と評価　12

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・「B衣食住の生活」食生活分野　　炒める料
理について
・「B衣食住の生活」食生活分野　　炒める料
理の調理と評価
　

13

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・教材研究のプレゼンテーション　　①衣・
食分野
・プレゼンテーションについての質疑応答　14

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。
復習として授業で学んだことを自分の言葉で
まとめ、感想や意見、さらに関連して調べた
ことなどを記入しておくこと（２時間）。

・教材研究のプレゼンテーション
②住・環境分野
・プレゼンテーションについての質疑応答15

定期試験(実施しない)



KARA10科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
体育Ⅰ－Ⅰ科目名：
花城　清紀(HANASHIRO　Kiyonori)担当教員：

幼児や児童を対象として運動遊びや体育を指導するための実践的な能力を養成することを目的とする。従
って授業では，各運動の特性を理解すると共に，運動の実践能力，さらには授業を行う際の指導法の基礎
を獲得することが求められる。自ら体を動かしつつ，「各運動のコツ」について体験を通じて学習し、以
下の内容について学びを深める。
・子どもの育ちを支えるための教育的実践力を学ぶ。
・体ほぐし運動や基礎・基本的な運動学習を通して、他者とのコミュニケーション能力を育む。
・わかって、できる論理的な思考力や創造力を生かした実践的指導力を養う。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ③　コミュニケーション能力 5

 ⑥　専門的知識と実践力 5

【学修成果との関連】

１．小学校学習指導要領体育科における教科目標及び内容、指導上の留意点を理解できる。
２．体つくり運動（特に体ほぐし）の基礎・基本を習得することができる。
３．様々な基礎・基本的な運動（歩・走・跳・投・打・蹴）を習得することができる。

【到達目標】

　授業態度（４０％）、小レポート（２０％）、確認テスト（４０％）
　出席率７０％以上を原則として、評価点が全体の６０％以上を合格とする。
　定期試験の結果はオフィスアワーの際に解説する。小テスト、レポートは添削して授業時に返却する。
模範解答を示し、採点基準を説明する。

【成績の評価】

使用せず、毎回資料を配布する。
【使用テキスト】

小学校学習指導要領解説　体育編（平成２９年６月　文部科学省）
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として子どもの身体や運動について日頃
より興味のある用語を調べ、疑問点と合わせ
てノートに記載すること（30分）
復習としてガイダンスの内容を自分なりにま
とめて再構築し、他者へ説明できるようにし
ておき、自分なりの意見をノートに記載して
おくこと（30分）

オリエンテーション

1

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの心とからだの発育発達特性（小学校
低学年）

2

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの心とからだの発育発達特性（小学校
中学年）

3

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの心とからだの発育発達特性（小学校
高学年）

4

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

体つくり運動（小学校低学年）

5

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

体つくり運動（小学校中学年）

6

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

体つくり運動（小学校高学年）

7

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと

基礎・基本的動作（立つ・歩く）

8



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

（30分）

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

基礎・基本的動作（走る）

9

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

基礎・基本的動作（跳ぶ）

10

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

基礎・基本的動作（打つ・蹴る・泳ぐ）

11

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの運動実践と心理的意義

12

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの運動実践と身体的意義

13

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの運動実践と社会的意義

14

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として確認テストを自分なりにまとめて
再構築し、他者へ説明できるようにしておき
、自分なりの意見をノートに記載しておくこ
と（30分）

まとめおよび最終確認テスト

15

定期試験(実施しない)



KARA11科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
体育Ⅰ－Ⅱ科目名：
花城　清紀(HANASHIRO　Kiyonori)担当教員：

幼児や児童を対象として運動遊びや体育を指導するための実践的な能力を養成することを目的とする。従
って授業では，各運動の特性を理解すると共に，運動の実践能力，さらには授業を行う際の指導法の基礎
を獲得することが求められる。自ら体を動かしつつ，「各運動のコツ」について体験を通じて学習し、以
下の内容について学びを深める。
・教師としての使命感、倫理観をもって児童と向かう。
・体の動きを高める運動を知識と実践を関連づけて学ばせる。
・自ら考えると共に仲間と意見交換しながら、課題解決していく協同性を養う。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ③　コミュニケーション能力 5

 ⑥　専門的知識と実践力 5

【学修成果との関連】

１．小学校学習指導要領体育科における教科目標及び内容、指導上の留意点を説明できる。
２．体つくり運動（特に体の動きを高める運動）の基礎・基本を習得することができる。
３．基礎・基本的な運動を活用した組み合わせ運動を習得することができる。

【到達目標】

　授業態度（４０％）、小レポート（２０％）、確認テスト（４０％）
　出席率７０％以上を原則として、評価点が全体の６０％以上を合格とする。
　定期試験の結果はオフィスアワーの際に解説する。小テスト、レポートは添削して授業時に返却する。
模範解答を示し、採点基準を説明する。

【成績の評価】

使用せず、毎回資料を配布する。
【使用テキスト】

小学校学習指導要領解説　体育編（平成２９年６月　文部科学省）
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として子どもの身体や運動について日頃
より興味のある用語を調べ、疑問点と合わせ
てノートに記載すること（30分）
復習としてガイダンスの内容を自分なりにま
とめて再構築し、他者へ説明できるようにし
ておき、自分なりの意見をノートに記載して
おくこと（30分）

オリエンテーション

1

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの心とからだの体力的特性（小学校低
学年）

2

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの心とからだの体力的特性（小学校中
学年）

3

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの心とからだの体力的特性（小学校高
学年）

4

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの運動能力的特性（小学校低学年）

5

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの運動能力的特性（小学校中学年）

6

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの運動能力的特性（小学校高学年）

7

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

体の動きを高める段階的運動指導法（小学校
低学年）

8

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、

体の動きを高める段階的運動指導法（小学校
中学年）

9



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

体の動きを高める段階的運動指導法（小学校
高学年）

10

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの体力的特性を踏まえた運動指導法

11

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの心理的特性を配慮した運動指導法

12

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

子どもの社会性を踏まえた運動指導法

13

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として授業内容を自分なりにまとめて再
構築し、他者へ説明できるようにしておき、
自分なりの意見をノートに記載しておくこと
（30分）

運動会を楽しむ指導法

14

予習として配布資料やノートなどに目を通し
、専門用語を調べ、疑問点と合わせてノート
に記載すること。（30分）
復習として確認テストを自分なりにまとめて
再構築し、他者へ説明できるようにしておき
、自分なりの意見をノートに記載しておくこ
と（30分）

まとめおよび最終確認テスト

15

定期試験(実施しない)



TISE8科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
小学校英語科目名：
竹田　忠弘(TAKEDA　Tadahiro)担当教員：

　小学校英語教育についての基礎的な知識・理解を深め、子どもの第二言語習得についての知識とその活
用法を学び、授業実践に必要な基礎的な指導技術を修得する。知識・理解を深めるために、調べてきたこ
とや準備してきたことを発表する授業形態をとり、知識の活用法や指導技術を身に付けるために、ペアワ
ークやグループワークによる言語活動を学生が自ら体験しながら学ぶ。
　また、講義、演習、実習を組み合わせ、主体的・対話的で深い学びになるよう、講義中心ではなくワー
クショップ中心の授業を行う。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・小学校における外国語活動（英語）の学習、指導、評価に関する基本的な知識や指導技術を身に付ける
ことができる。
・英語を使ってコミュニケーションを図るための素地を児童に効果的に習得させることができる。
・英語の発音やアクセントなど、音声指導が確実にできる。
・小学校英語教育に求められる英語力を身に付けることができる。

【到達目標】

 「授業への関心・意欲・態度」１０％、「レポート等、授業以外に課す課題」１０％、「小テスト」
２０％、「絵本の読み聞かせ及びShow & Tell」２０％、「定期試験」４０％の５項目を総合的に評価し
ます。レポート、小テスト、絵本の読み聞かせ及びShow & Tellについては、その都度フィードバックを
行います。
　なお、３０分以上の遅刻は欠席とみなし、また、遅刻３回で欠席１回とみなします。

【成績の評価】

小学校英語　はじめる教科書　改訂３版　
外国語科・外国語活動指導者養成のために― コア・カリキュラムに沿って ―
（小川隆夫、東仁美著、mpi松香フォニックス、2024）

【使用テキスト】

小学校学習指導要領、小学校学習指導要領解説　外国語編及び外国語活動編
（平成２９年３月　文部科学省）

【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。高校現場での英語指導の経験を活かして授業を行
います。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

オリエンテーション　
「第二部　外国語に関する専門的事項」につ
いて　

　 　
　

1

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 1　小学校英語教育の変遷
Unit 2　英語の音声

2

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 3  発音と綴りの関係
Unit 4　英語の文構造・文法

3

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 5  英語の語彙
Unit 6　第二言語習得に関する基本的な知識

4

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 7  児童文学（絵本）
Unit 8　児童文学（子ども向けの詩や詩）

5

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

「絵本の読み聞かせ」テスト

6

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 9  異文化理解
Unit 10　英語の書き方

7

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 11  英語コミュニケーション（聞くこと
）

8

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返

Unit 12　英語コミュニケーション（読むこと
）9



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 13　英語コミュニケーション（話すこと
）

10

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 14　英語コミュニケーション（書くこと
）

11

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 15  英語コミュニケーション(領域統合
型の言語活動）　

12

予習として、スピーチの原稿を読んで覚え、
発表できるようにしてくる。（２時間）また
、復習として、思うようにできなかった箇所
を見直し、今後の改善につなげる。（２時間
）

"Show & Tell" テスト

13

予習として、小テスト勉強をするとともに、
過去１０年分の香川県教員採用試験問題（英
語）に実力で取り組んでくる。（２時間）ま
た、復習として、解説を聞いて間違った問題
の復習をする。（２時間）

教室英語の小テスト①
小学校教員採用試験問題（英語）にTry!

14

予習として、小テスト勉強をするとともに、
過去１０年分の香川県教員採用試験問題（英
語）に実力で取り組んでくる。（２時間）ま
た、復習として、解説を聞いて間違った問題
の復習をする。（２時間）

教室英語の小テスト②
小学校教員採用試験問題（英語）の復習

15

定期試験(実施する)



KYOU1科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
国語指導法Ⅰ科目名：
大熊　裕樹(OOKUMA　Hiroki)担当教員：

　小学校の国語科の構造・内容・方法の理論を知り、小学校各学年で学習する物語文、説明文教材を深く
研究することで、具体的な教材研究の方法や学習指導方法について学びます。一つの教材をもとにグルー
プで話し合ったり、文献等の参考資料をもとに調べたりするなかで、その教材を深くとらえ、付けたい力
を明確にします。それに基づいて授業を構想していきます。なお、学修内容の関連、発展の点から、後期
開講の「国語指導法Ⅱ」の授業の受講を強く推奨します。
　この授業は、実務経験のある教員による授業科目であり、小学校の教育現場での授業や指導経験を生か
し、具体的な事例や活動例を示しながら授業を行います。
　＊リモートでの実施に備え、Classroomへの参加、準備をお願いします。
　　クラス名：2025国語指導法Ⅰ・Ⅱ　　クラスコード：3hcda7gu

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

国語科における教育目標、目ざす資質・能力を理解し、国語科を指導するために必要な指導力や指導方法
を明らかにする。それをもとに、この国語科の教材でどういう力を育てるのかイメージでき、その力を育
てるための方法を考え、実施することができる。また、この力をつけるために役立つ教材を、教科書以外
にも調査・収集することができる。A言語運用能力、ｂ知識・理解、f教職に対する使命感を伸ばすことが
できることを目標とする。

【到達目標】

・毎授業の学修成果（ワークシート）（20％）　　・学びレポート（20％）　
・毎授業後の振り返りシート（20％）　　・学習指導案（20％）　　・模擬授業、討論（20％）
授業態度を考慮し、総合的に評価する。

【成績の評価】

・文部科学省『小学校学習指導要領解説 国語編』（東洋館出版　2020年）
・堀裕嗣『国語科授業づくり』（明治図書　2014年）
・『新編　あたらしいこくご』（一上～四下、五、六）（東京書籍　令和6年）

【使用テキスト】

なし
【参考文献】

有り
【実務経験】

小学校現場での国語科授業研究、実践の経験を生かし、具体的な指導事例をもとに授業を行います。
【実務経験と授業科目の関係性】



無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・学習指導要領解説編を読み、国語科の全体
構造、領域について予習する。（１時間）

授業オリエンテーション
・本授業の内容・進め方1

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

国語科の全体構造
・学習指導要領をもとに2

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

国語科授業づくりについて3

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

コミュニケーション演習4

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

朗読・音読による表現・読解5

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

俳句・短歌6

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

句会7

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

書く活動8

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

言語を比較して見えるもの9

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

国語科学習指導案の作成の仕方10

・教材研究をもとに、学習指導案を作成しし
ておく。（１時間）
・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

授業づくり（１）（教材研究）

11

・次時に向けて、模擬授業を練習する。（１
時間）
・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

授業づくり（２）（学習指導案・板書計画・
ワークシート作成）12

・模擬授業の実践で明らかになったことをま
とめ、復習する。（１時間）
・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・次時に向けて、模擬授業を練習する。（１
時間）

模擬授業（１）

13

・模擬授業の実践で明らかになったことをま
とめ、復習する。（１時間）
・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

模擬授業（２）

14

・これまでの学習をまとめ、学んだことを明
らかにする。（１時間）

まとめ
・学びレポート作成15

定期試験(実施しない)



KYOU2科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
国語指導法Ⅱ科目名：
大熊　裕樹(OOKUMA　Hiroki)担当教員：

　小学校の国語科の構造・内容・方法の理論を知り、小学校各学年で学習する物語文、説明文教材を深く
研究することで、具体的な教材研究の方法や学習指導方法について学びます。一つの教材をもとにグルー
プで話し合ったり、文献等の参考資料をもとに調べたりするなかで、その教材を深くとらえ、学習で付け
たい力を明確にします。それに基づいて授業を構想していきます。なお、学修内容の関連、発展の点から
、前期開講の「国語指導法Ⅰ」の授業の受講を強く推奨します。
　この授業は、実務経験のある教員による授業科目であり、小学校の教育現場での授業や指導経験を生か
し、具体的な事例や活動例を示しながら授業を行います。
　＊リモートでの実施に備え、Classroomへの参加、準備をお願いします。
　　クラス名：2025国語指導法Ⅰ・Ⅱ　　クラスコード：3hcda7gu

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

　国語科における教育目標、目ざす資質・能力を理解し、国語科を指導するために必要な指導力や指導方
法を明らかにする。それをもとに、この国語科の教材でどういう力を育てるのかイメージでき、その力を
育てるための方法を考え、実施することができる。また、この力をつけるために役立つ教材を、教科書以
外にも調査・収集することができる。a言語運用能力、ｂ知識・理解、f教職に対する使命感を伸ばすこと
ができることを目標とする。

【到達目標】

・毎授業の学修成果（ワークシート）（20％）　　・学びレポート（20％）　
・毎授業後の振り返りシート（20％）　　・学習指導案（20％）　　・模擬授業、討論（20％）
授業態度を考慮し、総合的に評価する。

【成績の評価】

・文部科学省『小学校学習指導要領解説 国語編』（東洋館出版　2020年）
・堀裕嗣『国語科授業づくり』（明治図書　2014年）
・『新編　あたらしいこくご』（一上～四下、五、六）（東京書籍　令和6年）

【使用テキスト】

・佐藤明宏『研究授業のつくり方』（東洋館　2015年）
・二瓶 弘行 (編集)・ 香川県「夢」の国語教室研究会 (著)『すべての子どもたちと「言葉の力」の活用
力を育む国語授業 (夢の国語教室シリーズ 1) 』（東洋館　2008年）

【参考文献】

有り
【実務経験】

小学校現場での国語科授業研究、実践の経験を生かし、具体的な指導事例をもとに授業を行います。
【実務経験と授業科目の関係性】



無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・次時の教材文を音読し、物語の主題を考え
ておく。（１時間）

授業オリエンテーション（本授業の概要・進
め方）1

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・次時の教材文を音読し、物語の主題を考え
ておく。（１時間）

国語科の授業づくりの基本「おおきなかぶ」

2

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・次時の教材文を音読し、説明文の主旨、構
成を考えておく。（１時間）

物語文とは「サラダでげんき」

3

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・次時の教材文を音読し、物語の主題を考え
ておく。（１時間）

説明文とは「いろいろな船」

4

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・次時の教材文を音読し、物語の主題を考え
ておく。（１時間）

登場人物の気持ち「おとうとねずみチロ」

5

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・次時の教材文を音読し、説明文の主旨、構
成を考えておく。（１時間）

段落構成「自然のかくし絵」

6

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

物語の主題と授業の構成の仕方「ごんぎつね
」①俯瞰的な読み7

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・次時の教材文を音読し、授業の構成を考え
ておく。（１時間）

物語の主題と授業の構成の仕方「ごんぎつね
」②細かな読み8

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・次時の教材文を音読し、説明文の主旨、構
成を考えておく。（１時間）

学習指導案の書き方と詩の授業「星とたんぽ
ぽ」9

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・次時の教材文を音読し、物語の主題を考え
ておく。（１時間）

生活とつなげる「和の文化を受けつぐ」

10

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）
・教材研究をもとに、学習指導案を作成して
おく。（１時間）

国語で考えること「海のいのち」

11

・次時に向けて、模擬授業を練習する。（１
時間）
・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

教材を使った授業づくり①（学習指導案・板
書計画・ワークシート作成）12

・次時に向けて、模擬授業を練習する。（１
時間）
・模擬授業の実践で明らかになったことをま
とめ、復習する。（１時間）
・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。（１時間）

模擬授業（１）

13

・授業後に出される課題を行い、復習、予習
する。

模擬授業（２）14



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

・模擬授業の実践で明らかになったことをま
とめ、復習する。

・これまでの学習をまとめ、学んだことを明
らかにする。

まとめ
・学びレポート作成15

定期試験(実施しない)



KYOU3科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
社会科指導法Ⅰ科目名：
野村　一夫(NOMURA　Kazuo),高倉　和弘(TAKAKURA　Kazuhiro)担当教員：

　学校学習指導要領に示された社会科の目標、内容及び内容の取扱いを踏まえた授業設計や教材の開発、
指導法、評価等についての基礎的な理解を深め、学習指導案が作成できるようになることを目指します。
　また、本授業は２名の教員によるティームティーチングで実施し、ディスカッション、グループワーク
及びプレゼンテーションを通して、小学校教員としての資質・能力の基礎を培い実践力の育成を図ります
。
　この授業ではClassroom(クラスコード：smvuta7）を使用し、配付や課題「授業リフレクション」の提
示などを行います。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ５．子どもの教育・保育にかかる諸
問題を自ら発見し、その問題を解決す
ることができる。

 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・小学校社会科における各学年の目標や内容、内容の取扱い、評価などに関する基礎的な理解に基づき学
習指導案を作成することができる。
・児童の特性を踏まえるとともにICTの利活用や個別最適な学習と協働的な学習を意識した模擬授業を行
い、授業設計及び授業改善の視点を身に付けることができる。

【到達目標】

学修内容の理解度はもとより、学修に対する意欲と態度を評価します。
定期試験（５０％）、「教材開発アイデア素材集（デジタルスクラップ）」の提出（３０％）、毎回の授
業を振り返ってまとめた「授業リフレクション」の提出（２０％）とします。
「教材開発アイデア素材集(デジタルスクラップブック)」を紹介し、相互評価します。
定期試験は、採点基準を説明します。

【成績の評価】

小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　社会編　平成30年　文部科学省
小学校教科書「新しい社会」３年、４年、５年上・下、６年上・下　令和2年　東京書籍　
小学校教科書「楽しく学ぶ小学生の地図帳」　令和2年　帝国書院

【使用テキスト】

授業中に随時紹介します。
【参考文献】

有り
【実務経験】



この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。教育行政と小学校教員の経験を活かし、社会科指
導のポイント及び留意事項等について解説します。

小学校教諭及び香川県教育委員会指導主事として社会科を担当していました。
香川県小学校教育研究会社会科部会会長として、社会科指導の改善を指導していました。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、社会科指導を通じて留意したい
点を考え、ノート等に整理しておくこと。
（１時間）復習として、小学校社会科指導に
おける留意点を整理し、授業リフレクション
を記入すること。（１時間）

オリエンテーション・学習指導要領解説の構
成と読み方について

1

予習として、１単元分の教科書分析を行うこ
と。新聞やニュース、旅行先、身近な地域な
どで気にかかる社会事象や社会問題を収集し
、「教材開発アイデア素材集(デジタルスク
ラップブック)」を作成すること。（１時間
）復習として、学習指導要領解説の活用法を
整理し、授業リフレクションに記入すること
。（１時間）

教科としての目標及び内容と各学年の目標及
び内容との関連と構造について

2

予習として、１単元分の教科書分析を行うこ
と。新聞やニュース、旅行先、身近な地域な
どで気にかかる社会事象や社会問題を収集し
、「教材開発アイデア素材集(デジタルスク
ラップブック)」を作成すること。（１時間
）復習として、問題解決的な学習活動を取り
入れた単元計画の在り方を整理し、授業リフ
レクションに記入すること。（１時間）

各学年における内容の取扱いと留意事項につ
いて

3

予習として、１単元分の学習指導案例を収集
すること。新聞やニュース、旅行先、身近な
地域などで気にかかる社会事象や社会問題を
収集し、「教材開発アイデア素材集(デジタ
ルスクラップブック)」を作成すること。
（１時間）復習として、情報機器等の活用法
を整理し、授業リフレクションに記入するこ
と。（１時間）

学習指導案の構成と作成上の留意事項につい
て

4

予習として、指導と評価の一体化のあり方に
ついて、考えを整理しておくこと。新聞やニ
ュース、旅行先、身近な地域などで気にかか
る社会事象や社会問題を収集し、「教材開発
アイデア素材集(デジタルスクラップブック)
」を作成すること。（１時間）復習として、
問題解決的な学習活動を取り入れた単元計画
の在り方を整理し、授業リフレクションに記
入すること。（１時間）

学習評価法と指導と評価の一体化について

5

予習として、社会科における問題解決的な学
習の在り方について、考えを整理しておくこ
と。新聞やニュース、旅行先、身近な地域な
どで気にかかる社会事象や社会問題を収集し
、「教材開発アイデア素材集(デジタルスク
ラップブック)」を作成すること。（１時間
）復習として、問題解決的な学習活動を取り
入れた単元計画の在り方を整理し、授業リフ
レクションに記入すること。（１時間）

問題解決的な学習の進め方と教材開発の工夫
について

6

予習として、社会科学習における資料等の利
活用について考えを整理しておくこと。新聞
やニュース、旅行先、身近な地域などで気に
かかる社会事象や社会問題を収集し、「教材
開発アイデア素材集(デジタルスクラップブ
ック)」を作成すること。（１時間）復習と
して、問題解決的な学習活動を取り入れた単
元計画の在り方を整理し、授業リフレクショ
ンに記入すること。（１時間）

教科書や副読本、資料、地図、地球儀などの
利活用の在り方について

7

予習として、地域教材を収集しておくこと。
新聞やニュース、旅行先、身近な地域などで
気にかかる社会事象や社会問題を収集し、「
教材開発アイデア素材集(デジタルスクラッ
プブック)」を作成すること。（１時間）復
習として、問題解決的な学習活動を取

地域教材の取扱いと観察や見学・調査など体
験的な学習の進め方について

8



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

り入れた単元計画の在り方を整理し、授業リ
フレクションに記入すること。（１時間）

予習として、５年生の１単元について教科書
研究を行うこと。新聞やニュース、旅行先、
身近な地域などで気にかかる社会事象や社会
問題を収集し、「教材開発アイデア素材集(
デジタルスクラップブック)」を作成するこ
と。（１時間）復習として、問題解決的な学
習活動を取り入れた単元計画の在り方を整理
し、授業リフレクションに記入すること。
（１時間）

国土と産業に関する学習の進め方について

9

予習として、６年生歴史の１単元について教
科書研究を行うこと。新聞やニュース、旅行
先、身近な地域などで気にかかる社会事象や
社会問題を収集し、「教材開発アイデア素材
集(デジタルスクラップブック)」を作成する
こと。（１時間）復習として、問題解決的な
学習活動を取り入れた単元計画の在り方を整
理し、授業リフレクションに記入すること。
（１時間）

歴史に関する学習の進め方について

10

予習として、６年生の政治又は国際理解単元
のうち１単元について、教科書研究を行うこ
と。新聞やニュース、旅行先、身近な地域な
どで気にかかる社会事象や社会問題を収集し
、「教材開発アイデア素材集(デジタルスク
ラップブック)」を作成すること。（１時間
）復習として、問題解決的な学習活動を取り
入れた単元計画の在り方を整理し、授業リフ
レクションに記入すること。（１時間）

政治・国際に関する学習の進め方について

11

予習として、模擬授業実施学年の指導計画案
を作成すること。新聞やニュース、旅行先、
身近な地域などで気にかかる社会事象や社会
問題を収集し、「教材開発アイデア素材集(
デジタルスクラップブック)」を作成するこ
と。（１時間）復習として、問題解決的な学
習活動を取り入れた単元計画の在り方を整理
し、授業リフレクションに記入すること。
（１時間）

年間指導計画及び単元の指導計画の作成につ
いて

12

予習として、模擬授業指導案と板書計画を作
成しておくこと。新聞やニュース、旅行先、
身近な地域などで気にかかる社会事象や社会
問題を収集し、「教材開発アイデア素材集(
デジタルスクラップブック)」を作成するこ
と。（１時間）復習として、問題解決的な学
習活動を取り入れた単元計画の在り方を整理
し、授業リフレクションに記入すること。
（１時間）

児童の特性を踏まえた学習指導案に基づく模
擬授業の実施と検討協議について

13

予習として、ICTを取り入れた模擬授業の学
習指導案を作成しておくこと。新聞やニュー
ス、旅行先、身近な地域などで気にかかる社
会事象や社会問題を収集し、「教材開発アイ
デア素材集(デジタルスクラップブック)」を
作成すること。（１時間）復習として、問題
解決的な学習活動を取り入れた単元計画の在
り方を整理し、授業リフレクションに記入す
ること。（１時間）

ＩＣＴの利活用を取り入れた学習指導案に基
づく模擬授業の実施と検討協議について

14

予習として、模擬授業学習指導案における評
価活動の在り方について、考えを整理してお
くこと。新聞やニュース、旅行先、身近な地
域などで気にかかる社会事象や社会問題を収
集し、「教材開発アイデア素材集(デジタル
スクラップブック)」を作成すること。（１

指導と評価の一体化を図る学習指導案の作成
と授業改善の在り方について

15



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

時間）復習として、問題解決的な学習活動を
取り入れた単元計画の在り方を整理し、授業
リフレクションに記入すること。（１時間）

定期試験(実施する)



KYOU4科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
社会科指導法Ⅱ科目名：
野村　一夫(NOMURA　Kazuo),高倉　和弘(TAKAKURA　Kazuhiro)担当教員：

　小学校学習指導要領に示された社会科の目標、内容及び内容の取扱いを踏まえた授業設計や教材の開発
、指導法、評価等についての基礎的な理解を深め、小学校教員としての資質・能力の基礎を培い実践力を
育成することを目指します。
　また、指導案、板書計画案及び配付資料等を作成して模擬授業を行い、ディスカッションやグループワ
ークを通して個別最適な学習指導の在り方を考え、追究します。
　この授業ではClassroom(クラスコード：dwglx4y)を使用し、模擬授業に係る資料配付や課題「授業リフ
レクション」の提示などを行います。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ５．子どもの教育・保育にかかる諸
問題を自ら発見し、その問題を解決す
ることができる。

 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

模擬授業に基づく検討協議を通じて、社会科の授業改善の在り方を考え、具体的な方策を身に付けること
ができる。

【到達目標】

定期試験（５０％）、学習指導案及び板書計画の提出（２０％）、学習指導修正案の提出（３０％）
【成績の評価】

小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　社会編　平成30年　文部科学省
小学校教科書「新しい社会」３年、４年、５年上・下、６年上・下　令和2年　東京書籍　
小学校教科書「楽しく学ぶ小学生の地図帳」　令和2年　帝国書院

【使用テキスト】

授業中に随時紹介します。
【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。教育行政と小学校教員の経験を活かし、社会科指
導のポイント及び留意事項等について解説します。

小学校教諭及び香川県教育委員会指導主事として社会科を担当していました。
香川県小学校教育研究会社会科部会会長として、社会科指導の改善を指導していました。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

習として、印象に残っている社会科学習を分
析し、その理由をノート等に整理しておくこ
と。（１時間）復習として、模擬授業の指導
案を作成する際のポイントを整理し、授業リ
フレクションに記入すること。（１時間）

オリエンテーション・模擬授業実施計画につ
いて

1

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第３学年の内容に関する学習指導略案の作成
について

2

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第４学年の内容に関する学習指導略案の作成
について

3

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第５学年の内容に関する学習指導略案の作成
について

4

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第６学年の内容に関する学習指導略案の作成
について

5

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第３学年の模擬授業に基づく授業改善につい
て

6

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第３学年の模擬授業に基づく授業改善につい
て

7

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第４学年の模擬授業に基づく授業改善につい
て

8

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第４学年の模擬授業に基づく授業改善につい
て

9

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第５学年の模擬授業に基づく授業改善につい
て

10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第５学年の模擬授業に基づく授業改善につい
て

11

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第５学年の模擬授業に基づく授業改善につい
て

12

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第６学年の模擬授業に基づく授業改善につい
て

13

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第６学年の模擬授業に基づく授業改善につい
て

14

予習として模擬授業の実施に向けて教材研究
を行い、学習指導略案と板書計画及び資料等
を作成すること。（１時間）
復習として模擬授業の相互評価で学んだこと
を毎回整理し、「授業リフレクション」を記
入すること。（１時間）

第６学年の模擬授業に基づく授業改善につい
て

15

定期試験(実施する)



KYOU5科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
算数指導法Ⅰ科目名：
土井　理裕(DOI Masahiro)担当教員：

この授業では、算数・数学の見方・考え方に触れ、算数の授業に必要な知識や技能を幅広く学ぶことで、
算数の指導に必要な力を育てていきます。さらに、領域ごとの指導内容について、系統性や発展性を踏ま
えて研究・報告し、それを共有することで、小学校算数での指導内容についての理解を深め、児童の発達
段階に応じた指導方法について考察していきます。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 １．教育・保育に携わる者に求めら
れる高い使命感・倫理観や豊かな心を
持っている。

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・楽しい・分かる算数の授業のあり方について理解することができる。
・算数で指導される領域ごとの内容や指導体系について理解することができる。
・算数教育に必要な知識を体系的に整理し、実践と関係づけて理解することができる。

【到達目標】

受講態度（１０％）振り返りレポート（４０％）研究レポート・発表（４０％）最終課題レポート
（１０％）
・毎回、振り返りレポートを提出する。レポートはコメントを記入して返却する。
・最終課題は、１つの領域の中の単元を決め、その単元の指導内容や指導体系についてまとめ、そのレポ
ートを15回目の最終授業時に提出する。

【成績の評価】

・小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　算数編（文部科学省、日本文教出版、2018）
・わくわく算数（１～６年）（寺垣内政一他著、新興出版社啓林館、令和５年検定済）

【使用テキスト】

・さぬきの授業基礎・基本[改訂版]（矢木澤崇他著、香川県教育委員会、2018）
　（https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/14668/kisokihon-all.pdf）

【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目である。高等学校・特別支援学校での学校現場指導を活
かし、具体的な算数・数学の授業実践事例等を示しながら授業していく。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて、教科書や小学校学習指導要領解説算数
編などで調べ、ノート等にまとめておく。
（２時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

ガイダンス、算数科の目標及び内容

1

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて、教科書や小学校学習指導要領解説算数
編などで調べ、ノート等にまとめておく。
（２時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

内容領域の構成、数学的活動

2

授業内容を確認し、それに関連したことにつ
いて、教科書や小学校学習指導要領解説算数
編などで調べ、ノート等にまとめておく。
（２時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

学習内容の系統性と発展性、楽しく・分かる
授業

3

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
報告者は、配布資料等を作成しておく。（２
時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

「数と計算」領域の内容（１・２年）

4

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
報告者は、配布資料等を作成しておく。（２
時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

「数と計算」領域の内容（３年）

5

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
報告者は、配布資料等を作成しておく。（２
時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

「数と計算」領域の内容（４年）

6

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
報告者は、配布資料等を作成しておく。（２
時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

「数と計算」領域の内容（５年）

7

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
報告者は、配布資料等を作成しておく。（２
時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

「数と計算」領域の内容（６年）

8

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
報告者は、配布資料等を作成しておく。（２
時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

「図形」領域の内容（１・２年）

9



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
報告者は、配布資料等を作成しておく。（２
時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

「図形」領域の内容（３・４年）

10

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
報告者は、配布資料等を作成しておく。（２
時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

「図形」領域の内容（５・６年）

11

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
報告者は、配布資料等を作成しておく。（２
時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

「測定」領域の内容（１～３年）

12

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
報告者は、配布資料等を作成しておく。（２
時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

「変化と関係」領域の内容（４～６年）

13

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
（２時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

「データの活用」領域の内容（１～６年）

14

・授業内容を確認し、それに関連したことに
ついて、教科書や小学校学習指導要領解説算
数編などで調べ、ノート等にまとめておく。
（２時間）
・授業の振り返りをまとめ、レポートとして
提出する。（２時間）

学習指導案作成のポイント

15

定期試験(実施しない)



KYOU6科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
算数指導法Ⅱ科目名：
土井　理裕(DOI Masahiro)担当教員：

授業では、前期に算数指導法Ⅰで学習したことをもとに、それぞれが学習指導案を作成します。それをも
とにして全員が、授業者と児童として模擬授業に参加し、全体で授業討議を行います。具体的な授業を通
して、教材研究の在り方を学び、指導技術の向上を図っていきます。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 １．教育・保育に携わる者に求めら
れる高い使命感・倫理観や豊かな心を
持っている。

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・学習指導要領における算数科の目標、内容及び全体構造を理解することができる。
・算数科の教材をもとに、学習指導案を作成することができる。
・学習指導案をもとに、授業の基本的な技能を生かし、授業を展開することができる。
・算数科の学習評価の考え方を理解し、それを授業に生かすことができる。

【到達目標】

受講態度（１０％）模擬授業・指導案（４０％）授業記録・討議記録（４０％）最終課題レポート
（１０％）
・毎回、授業記録、討議記録をまとめ、レポートとして提出する。レポートはコメントを記入して返却す
る。
・最終課題は、①「楽しい算数の授業づくりについて」、②「楽しい算数の授業の指導案」のレポートを
作成し、15回目の最終授業時に提出する。

【成績の評価】

・小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　算数編（文部科学省、日本文教出版、2018）
・わくわく算数（１～６年）（寺垣内政一他著、新興出版社啓林館、令和５年検定済）

【使用テキスト】

・さぬきの授業基礎・基本[改訂版]（矢木澤崇他著、香川県教育委員会、2018）
　（https://www.pref.kagawa.lg.jp/documents/14668/kisokihon-all.pdf）

【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目である。高等学校・特別支援学校での学校現場指導を活
かし、具体的な算数・数学の授業実践事例等を示しながら授業していく。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

・学習指導案作りについて、教科書や学習指
導要領解説算数編、さぬきの授業基礎・基本
[改訂版]などをもとに研究し、ノート等にま
とめておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

ガイダンス、授業をイメージした学習指導案
の作り方

1

・学習指導案作りについて、教科書や学習指
導要領解説算数編、さぬきの授業基礎・基本
[改訂版]などをもとに研究し、ノート等にま
とめておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業のための学習指導案づくり

2

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業と授業討議①（１年：たしざん
（２）、ものとひとのかず）

3

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業と授業討議②（２年上：図をつかっ
て考えよう、２年下：かけ算（２））

4

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業と授業討議③（３年上：わり算、時
こくと時間）

5

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業と授業討議④（３年上：あまりのあ
るわり算、３年下：計算のじゅんじょ）

6

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業と授業討議⑤（３年下：分数、４年
上：割合）

7

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業と授業討議⑥（４年下：２けたでわ
るわり算の筆算、小数のかけ算やわり算）

8

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業と授業討議⑦（４年下：分数、５年
：小数のかけ算）

9

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）

模擬授業と授業討議⑧（５年：小数のわり算
、整数）10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業と授業討議⑨（５年：面積、割合）

11

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業と授業討議⑩（５年：分数（２）、
速さ）

12

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業と授業討議⑪（６年：文字と式、分
数÷分数）

13

・指導案作りのための教材研究を、教科書や
学習指導要領解説算数編などをもとに行い、
指導方法を考えておく。授業者は、配布用の
指導案・資料等を作成しておく。（２時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

模擬授業と授業討議⑫（６年：比とその応用
、場合を順序よく整理して）

14

・教育実習について、さぬきの授業基礎・基
本[改訂版]や学習指導要領解説算数編などを
もとに研究し、ノートにまとめておく。（２
時間）
・授業記録、討議記録をまとめ、レポートと
して提出する。（２時間）

教育実習への心構え

15

定期試験(実施しない)



KYOU7科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
理科指導法Ⅰ科目名：
糸目　真也(ITOME　Shinya)担当教員：

小学校教諭１種免許状を取得することを目的に、小学校理科の授業を実施するための基本的な内容を身に
つけるとともに、授業に役立つ理科的な実習ならびに教材研究の実習とその報告を作成する。
授業に役立つ理科的な実習を一通り行ったのち、理科教材としての実験・観察について、教員と学生が相
談して扱う対象を決め、全学生が実演し、その原理と教育的意味を報告し、そのあと検討の議論を行う。
理科的実習の成果はレポートに、教材研究の実験は実験カードにまとめる。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・理科の観察・実験・実習の方法を理解し、その方法にもとづいて観察・実験・実習を行うことができる
。
・取り上げられた物理・化学・生物・地学の各トピックの基礎的な概念を身に着け、実習・実験の考察に
使用できる。
・簡単な探究的な課題に取り組み、そのレポートを書くことができる。
・実験を行う上での安全への適切な配慮を示すことができる。
・理科室の管理・運営に関する基本的な理解をもって行動することができる。
・理科授業において効果的な実験教材を限られた期間内に準備して予備実験を済ませ、実際に演示しわか
りやすく説明し、ワークシートを作成することができる。

【到達目標】

発表及び実験態度（３０％）課題レポート、レポートやワークシートなどの提出物（７０％）を総合評価
し単位を認定する。演示した実験の教育的意義、難易度、実施できた水準、原理の考察の度合い、演示に
おけるコミュニケーション力などを総合判断して評価する。レポートは次時間での解説、演示した実験に
関しては終了時に教員から講評を受けることでフィードバックを行う。無断欠席またはレポート未提出が
あれば単位を認定しないことがある。

【成績の評価】

テキストは次のものを使用する。また、教材実験は、図書館の教材、インターネットに掲載されている実
験なども参考とする。
・小学校教科書　新編　新しい理科　３－６年　東京書籍
・小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 理科編　文部科学省
なお、必要に応じて中学校の教科書の学習内容も参考とする。

【使用テキスト】

授業で適宜連絡します。
【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。担当教員が高等学校で理科の授業をした経験を活
かし、具体的な事例を示しながら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】



無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

授業内容の説明。
小学校理科の目標と内容構成

1

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習をして、ノート等にまとめておくこと（２
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

理科室の基本的な運営管理。
観察・実験の指導方法と安全管理

2

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習をして、ノート等にまとめておくこと（２
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

「Ａ物質・エネルギー」（３年）の学習内容
と実験

3

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習をして、ノート等にまとめておくこと（２
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

「Ｂ生命・地球」（３年）の学習内容と観察
・実験

4

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習をして、ノート等にまとめておくこと（２
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

「Ａ物質・エネルギー」（４年）の学習内容
と実験

5

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習をして、ノート等にまとめておくこと（２
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

「Ｂ生命・地球」（４年）の学習内容と観察
・実験

6

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習をして、ノート等にまとめておくこと（２
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

「Ａ物質・エネルギー」（５年）の学習内容
と実験

7

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習をして、ノート等にまとめておくこと（２
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

「Ｂ生命・地球」（５年）の学習内容と観察
・実験

8

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習をして、ノート等にまとめておくこと（２
時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

「Ａ物質・エネルギー」（６年）の学習内容
と実験

9

担当：糸目真也予習として次回の授業内容を確認し、実験内
容に関する調べ学習をして、ノート等にまと
めておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること

「Ｂ生命・地球」（６年）の学習内容と観察
・実験

10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

（２時間）

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習と予備実験をして、ワークシートにまとめ
ておくこと（４時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

学生演示実験についての検討・下調べ・予備
実験

11

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習と予備実験をして、ワークシートにまとめ
ておくこと（４時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

「Ａ物質・エネルギー」のエネルギー領域の
学生演示実験

12

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習と予備実験をして、ワークシートにまとめ
ておくこと（４時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

「Ａ物質・エネルギー」の粒子領域の学生演
示実験

13

担当：糸目真也予習として次回の実験テーマに関する調べ学
習と予備実験をして、ワークシートにまとめ
ておくこと（４時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

「Ｂ生命・地球」の生命領域の学生演示観察
・実験

14

担当：糸目真也復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

「Ｂ生命・地球」の地球領域の学生演示観察
・実験15

定期試験(実施しない)



KYOU8科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
理科指導法Ⅱ科目名：
糸目　真也(ITOME　Shinya)担当教員：

　教育実習の前に身につけておくべきことの習得を目指して、理科の単元案及び学習指導案を作成し、模
擬授業を行うまでの実践力を育む。
　分野ごとにどの単元案をつくるか決める。学生がそれぞれの単元の実践例などで参考になるものを探し
、それと教科書の流れを比較し、その違いについてまとめて報告する。単元案を作成して報告する。また
、模擬授業を行うところを選び、その学習指導案を作成し、模擬授業を行って、その内容について議論し
、より良い学習指導案に改善することによって授業を行うにあたって教師が考えるべきことについて学ぶ
。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・理科の単元案を、グループで相談しながら構想し、学習指導要領、教科書の内容の分析・検討を的確に
行い、簡潔にまとめることができる。
・学習指導案及びその改善案を自身で作成する方法を学び、その学びを生かした模擬授業を行うことがで
きる。

【到達目標】

レポートの成績（３０％）、模擬授業の態度、発表・模擬授業における生徒との応答の実際、討議におけ
る発言内容（３０％）作成した「学習指導案」（４０％）を総合的に判断して評価する。レポートは次時
間による解説、模擬授業は、教員から講評を受けることでフィードバックを行う。

【成績の評価】

テキストは次のものを使用する。また、模擬授業では、図書館の教材、インターネットに掲載されている
実験なども参考とする。
・小学校教科書　新編　新しい理科　３－６年　東京書籍
・小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 理科編　文部科学省
なお、必要に応じて中学校の教科書の学習内容も参考とする。

【使用テキスト】

授業で適宜連絡します。
【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。担当教員が高等学校で理科の授業をした経験を活
かし、具体的な事例を示しながら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

これからの理科教育①概論

1

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

これからの理科教育②ＩＣＴ機器の活用等

2

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

板書の工夫と単元計画について

3

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

単元計画の作成

4

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

学習指導案の書き方①：作成に関するガイド
ラインの説明

5

担当：糸目真也次回の授業内容を確認し、予習としてその範
囲の専門用語の意味等を調べ、ノート等にま
とめておくこと（２時間）
復習として授業の最後に課す授業内容に関す
る課題をレポートにまとめて提出すること
（２時間）

学習指導案の書き方②：各自で学習指導案を
作成する

6

担当：糸目真也予習として次回の実験内容に関する調べ学習
と予備実験、学習指導案を作成しておくこと
（４時間）
復習として授業の学習指導案を修正し、実験
の改善等について振り返り、ノート等にまと
めておくこと（２時間）

各自が行う模擬授業の分野の決定と下調べ

7

担当：糸目真也予習として次回の実験内容に関する調べ学習
と予備実験、学習指導案を作成しておくこと
（４時間）
復習として授業の学習指導案を修正し、実験
の改善等について振り返り、ノート等にまと
めておくこと（２時間）

模擬授業の実施及びその授業検討：「Ａ物質
・エネルギー」（３年）の領域

8

担当：糸目真也予習として次回の実験内容に関する調べ学習
と予備実験、学習指導案を作成しておくこと
（４時間）
復習として授業の学習指導案を修正し、実験
の改善等について振り返り、ノート等にまと
めておくこと（２時間）

模擬授業の実施及びその授業検討：「Ｂ生命
・地球」（３年）の領域

9

担当：糸目真也予習として次回の実験内容に関する調べ学習
と予備実験、学習指導案を作成しておくこと
（４時間）
復習として授業の学習指導案を修正し、実験
の改善等について振り返り、ノート等にまと

模擬授業の実施及びその授業検討：「Ａ物質
・エネルギー」（４年）の領域

10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

めておくこと（２時間）

担当：糸目真也予習として次回の実験内容に関する調べ学習
と予備実験、学習指導案を作成しておくこと
（４時間）
復習として授業の学習指導案を修正し、実験
の改善等について振り返り、ノート等にまと
めておくこと（２時間）

模擬授業の実施及びその授業検討：「Ｂ生命
・地球」（４年）の領域

11

担当：糸目真也予習として次回の実験内容に関する調べ学習
と予備実験、学習指導案を作成しておくこと
（４時間）
復習として授業の学習指導案を修正し、実験
の改善等について振り返り、ノート等にまと
めておくこと（２時間）

模擬授業の実施及びその授業検討：「Ａ物質
・エネルギー」（５年）の領域

12

担当：糸目真也予習として次回の実験内容に関する調べ学習
と予備実験、学習指導案を作成しておくこと
（４時間）
復習として授業の学習指導案を修正し、実験
の改善等について振り返り、ノート等にまと
めておくこと（２時間）

模擬授業の実施及びその授業検討：「Ｂ生命
・地球」（５年）の領域

13

担当：糸目真也予習として次回の実験内容に関する調べ学習
と予備実験、学習指導案を作成しておくこと
（４時間）
復習として授業の学習指導案を修正し、実験
の改善等について振り返り、ノート等にまと
めておくこと（２時間）

模擬授業の実施及びその授業検討：「Ａ物質
・エネルギー」（６年）の領域

14

担当：糸目真也復習として授業の学習指導案を修正し、実験
の改善等について振り返り、ノート等にまと
めておくこと（２時間）

模擬授業の実施及びその授業検討：「Ｂ生命
・地球」（６年）の領域15

定期試験(実施しない)



KYOU9科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
生活科指導法Ⅰ科目名：
髙橋　佳生(TAKAHASHI Yoshio)担当教員：

　生活科の学習において求められる児童主体の学習展開や体験的な学習過程について，単元の構想や学習
指導案づくりを通して学びます。また，模擬授業の実施・協議とともに，栽培活動・フィールドワークな
どの実践に通じる活動を通して，教員として社会に貢献できるための資質・能力の向上を図ります。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１．生活科の学習指導案づくり，模擬授業の実践を通して，授業づくりの基本を理解するとともに，教材
や指導技術について体験的に学ぶ活動を通して，児童主体の学習についての考えを深めることができる。
２．生活科学習の在り方を考え実践する学修を通して，知識体系と実際の教育活動を関連付け，教員とし
ての実践に向けた資質・能力を身に付けることができる。

【到達目標】

授業ワークシート(80％) 小テスト(10％) 授業への参加態度・日常活動(10％)
授業ワークシート，模擬授業評価については，その都度，授業時に説明・講評する。

【成績の評価】

小学校学習指導要領解説生活編(平成29年3月告示　文部科学省)
教科書「あたらしいせいかつ(上)，新しい生活(下)」　東京書籍

【使用テキスト】

授業において適宜紹介，資料配布する。
【参考文献】

有り
【実務経験】

　この授業は，実務経験のある教員による授業です。小学校現場での授業実践と教員指導の経験を活かし
，具体的な活動や視覚的提示，事例紹介しながら授業を展開します。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

小学校学習指導要領解説生活編「学習指導の
進め方」について，自分の考えをまとめてお
く。（30分）

オリエンテーション，生活科学習指導の進め
方1

小学校学習指導要領解説生活編に示す生活科
の目標・内容を読んでおく。（30分）／資料
・ワークシートを見直し整理する。（30分）

生活科の目標・内容
2

これまでの経験などをもとに，授業の在り方
について自分の考えをまとめておく。（30分
）／資料・ワークシートを見直し整理する。
（30分）

模擬授業に向けた検討・計画づくり（ビデオ
視聴）3

小学校学習指導要領解説生活編P87～「単元
計画の作成」を読み，要点を調べておく。
（30分）／資料・ワークシートを見直し整理
する。（30分）

単元構想案づくりとグループ検討（グループ
ワーク）4

※日常活動として毎
日の水やり・記録を
行う。（日々20分）

教科書（下）P9～P17を参考に，栽培活動の
要点を調べておく。（30分）／資料・ワーク
シートを見直し整理する。（30分）

生活科の内容の実際（栽培活動の準備と実際
）5

教科書や配布資料を参考に，自分が実施した
い学習単元の内容を考えておく。（１時間
）／資料・ワークシートを見直し整理する。
（30分）

学習展開・体験的学習の基本（ディスカッシ
ョン）6

配布資料等を参考に，模擬授業の在り方をイ
メージし，準備・計画をまとめておく。（１
時間）／資料・ワークシートを見直し整理す
る。（30分）

学習指導案づくり(1)教材研究（教材・教具）

7

グループで協議して，模擬授業の内容を深め
る。（１時間）／資料・ワークシートを見直
し整理する。（30分）

学習指導案づくり(2)グループ別検討（グルー
プワーク）8

グループで協議して，模擬授業の準備を分担
し，進めていく。（１時間）／資料・ワーク
シートを見直し整理する。（30分）

模擬授業に向けた教材の準備（グループワー
ク）9

＜模擬授業実施グループ＞：該当模擬授業を
計画し，指導案を含め実施の準備をする。
（４時間）＜他のグループ＞：該当授業の要
点を学習指導要領・教科書で調べておく。
（30分）／資料・ワークシートを見直し整理
する。（30分）

模擬授業及び研究討議(1) （授業実践）

10

＜模擬授業実施グループ＞：該当模擬授業を
計画し，指導案を含め実施の準備をする。
（４時間）＜他のグループ＞：該当授業の要
点を学習指導要領・教科書で調べておく。
（30分）／資料・ワークシートを見直し整理
する。（30分）

模擬授業及び研究協議(2) （授業実践）

11

＜模擬授業実施グループ＞：該当模擬授業を
計画し，指導案を含め実施の準備をする。
（４時間）＜他のグループ＞：該当授業の要
点を学習指導要領・教科書で調べておく。
（30分）／資料・ワークシートを見直し整理
する。（30分）

模擬授業及び研究協議(3) （授業実践）

12

＜模擬授業実施グループ＞：該当模擬授業を
計画し，指導案を含め実施の準備をする。
（４時間）＜他のグループ＞：該当授業の要
点を学習指導要領・教科書で調べておく。
（30分）／資料・ワークシートを見直し整理
する。（30分）

模擬授業及び研究協議(4) (授業実践）

13



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

小学校学習指導要領解説生活編P94～「学習
指導の進め方」を読み，要点をまとめておく
。（１時間）／資料・ワークシートを見直し
整理する。（30分）

生活科授業の基本と実際（栽培活動の収穫と
片付け）14

これまでの模擬授業の実践について振り返り
，よさや課題などをまとめておく。（１時間
）／資料・ワークシートを見直し整理する。
（30分）

まとめ　模擬授業の振り返りと生活科学習の
要件15

定期試験(実施しない)



KYOU10科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
生活科指導法Ⅱ科目名：
髙橋　佳生(TAKAHASHI Yoshio)担当教員：

　生活科の学習指導を行う上で基本となる学習指導要領の目標や内容について理解を深め，フィールドワ
ークなどの体験的活動を通して生活科の指導法と理念を体験的に学びます。また，生活科の授業の内容や
在り方についてレクチャーする演習や協議を通して，教育者となるための資質・能力の向上を図ります。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１．学習指導要領に示される生活科の目標や内容，指導上の留意点などについて，実習や討論を通して体
験的に理解するとともに，児童主体の教育についての考えを深めることができる。
２．生活科学習の在り方を考え実践する学修を通して，知識体系と実際の教育活動を関連付け，教員とし
ての実践に向けた資質・能力を身に付けることができる。

【到達目標】

授業ワークシート(80％) 小テスト(10％) 授業への参加態度・日常活動(10％)
授業ワークシート，小テストについては，その都度，結果を授業時に説明・講評する。

【成績の評価】

小学校学習指導要領解説生活編(平成29年3月告示　文部科学省)
教科書「あたらしいせいかつ(上)，新しい生活(下)」　東京書籍

【使用テキスト】

授業において適宜紹介，資料配布する。
【参考文献】

有り
【実務経験】

　この授業は，実務経験のある教員による授業です。小学校現場での授業実践と教員指導の経験を活かし
，具体的な活動や視覚的提示，事例紹介しながら授業を展開します。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

これまでの学びをもとに，生活科学習のよさ
や課題についてまとめておく。（30分）

オリエンテーション，生活科学習のよさと課
題1

小学校学習指導要領解説生活編をもとに，生
活科の目標と内容を復習しておく。（30分
）／資料・ワークシートを見直し整理する。
（30分）

学習指導要領解説の概要と要点

2

教科書（上・下）を概観し，その特徴や課題
を調べておく。（30分）／資料・ワークシー
トを見直し整理する。（30分）

生活科の教科書とその概要
3

野外での自然探索に必要なものや図鑑を調べ
，準備する。（１時間）／資料・ワークシー
トを見直し整理する。（30分）

具体的な活動や体験の実際（自然のフィール
ドワーク秋）4

教科書（上・下）を調べ，単元の順序や特徴
を調べておく。（１時間）／資料・ワークシ
ートを見直し整理する。（30分）

年間指導計画の作成と単元計画の基本（グル
ープワーク）5

小学校学習指導要領解説生活編P87～「単元
計画の作成)を読み，要点をまとめておく。
（１時間）／資料・ワークシートを見直し整
理する。（30分）

各学年の目標及び内容のポイントと解説・レ
クチャーの計画6

担当するレクチャーに関する学習指導要領の
内容を把握し，教材を考えておく（30分）／
資料・ワークシートを見直し整理する。（30
分）

レクチャーの計画と教材研究（グループワー
ク）7

※レクチャーのタイ
トルは見込み

＜レクチャー実施グループ＞：該当レクチャ
ーの内容を計画し，実施の準備をする。（４
時間）＜他のグループ＞：該当レクチャーの
要点を学習指導要領・教科書で調べておく。
（30分）／資料・ワークシートを見直し整理
する。（30分）

レクチャーと協議①「学校と生活」【演習】

8

※レクチャーのタイ
トルは見込み

＜レクチャー実施グループ＞：該当レクチャ
ーの内容を計画し，実施の準備をする。（４
時間）＜他のグループ＞：該当レクチャーの
要点を学習指導要領・教科書で調べておく。
（30分）／資料・ワークシートを見直し整理
する。（30分）

レクチャーと協議②「公共物の利用」【演習
】

9

※レクチャーのタイ
トルは見込み

＜レクチャー実施グループ＞：該当レクチャ
ーの内容を計画し，実施の準備をする。（４
時間）＜他のグループ＞：該当レクチャーの
要点を学習指導要領・教科書で調べておく。
（30分）／資料・ワークシートを見直し整理
する。（30分）

レクチャーと協議③「季節の変化と生活」【
演習】（※タイトルは見込み）

10

※レクチャーのタイ
トルは見込み

＜レクチャー実施グループ＞：該当レクチャ
ーの内容を計画し，実施の準備をする。（４
時間）＜他のグループ＞：該当レクチャーの
要点を学習指導要領・教科書で調べておく。
（30分）／資料・ワークシートを見直し整理
する。（30分）

レクチャーと協議④「地域と生活」【演習】
（※タイトルは見込み）

11

※レクチャーのタイ
トルは見込み

＜レクチャー実施グループ＞：該当レクチャ
ーの内容を計画し，実施の準備をする。（４
時間）＜他のグループ＞：該当レクチャーの
要点を学習指導要領・教科書で調べておく。
（30分）／資料・ワークシートを見直し整理
する。（30分）

レクチャーと協議⑤「自然や物を使った遊び
」【演習】（※タイトルは見込み）

12

野外での自然探索に必要なものや図鑑を調べ
，準備する。（１時間）／資料・ワーク

具体的な活動や体験の実際（自然のフィール
ドワーク冬）13



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

シートを見直し整理する。（30分）

これまでのレクチャーの実践について振り返
り，よさや課題などをまとめておく。（１時
間）／資料・ワークシートを見直し整理する
。（30分）

生活科授業の基本と実際

14

これまで用いた資料・ワークシートを見直し
整理しておく。（30分）

まとめ　生活科が小学校教育に果たす役割15

定期試験(実施しない)



KYOU13科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
音楽指導法Ⅰ科目名：
水嶋　育(MIZUSHIMA　Ikumu)担当教員：

・子どもの育ちを支えるために必要な教育の一環として音楽科の授業、および音楽表現関連の特別活動を
指導する上で求められる専門的知識、技能と実践力を修得する。
・将来教育現場において自ら継続的に学ぶことができるよう、個々に適応した準備や練習の工程を作成す
る。
・児童が生活の中で音楽に親しみ味わえるようサポートするための授業を行なえる力を磨く。
・共通教材を用いたピアノの弾き歌いやリコーダー、指揮等の技能と共に必要な理論を修得する。
また教材を研究し自ら指導案を作成、模擬授業や相互評価を行い実践的な流れを体験する。
・定期的に筆記、実技の小テストを行い進歩の様子をチェックする。次回授業の課題の予習は必須とする
。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部  ３．子どもの育ちを支えるために必
要な教育・保育の実践力を有する。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１．小学校学習指導要領に示された音楽科の教科の目標と第１から第３学年までの内容を理解できる。
２．授業を円滑に行うために必要な演奏技術と音楽理論を修得し、教材となる曲を堅実に演奏することが
できる。
３．指導上の留意点を理解し、学習指導要領に忠実な指導案を作成できる。
４．児童を導き評価を行うための聴く力（共通教材演奏時、音程やリズムの違いを判断できる力、ここち
よい響きを判定できる力）を身に付け、また適切な表現でコメントすることができる。
５．教材と学習のねらいを的確に判断し、自ら継続的に学ぶ能力を獲得することができる。
６．音楽教科の幅広く体系的な理解を礎に、具体的な授業の計画を行うことができる。

【到達目標】

定期試験-筆記（３５％）、定期試験-実技（３５％）、提出物（１５％）、予習・復習と授業に取り組む
姿勢(１５％）。実技の試験や発表に対する評価は個別に説明を行う。筆記試験や提出物は採点、添削の
上返却する。

【成績の評価】

小学校教員養成課程用　最新 初等科音楽教育法 2017年告示「小学校学習指導要領」準拠
(平成３０年２月発行、初等科音楽教育研究会 編、音楽之友社)　

【使用テキスト】

文部科学省「小学校学習指導要領解説　音楽編」平成２９年７月
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】



無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習（３０分）：第１～第３学年歌唱共通教
材のうち、任意の１曲について調べ、ノート
に纏めておく。
復習（３０分）：指定のワークシートを仕上
げる。

オリエンテーション、学習指導要領に示され
た教科の目標と指導内容　

1

予習（３０分）：第１～第３学年歌唱共通教
材のうち、任意の１曲について調べ、ノート
に纏めておく。
復習（３０分）：指定のワークシートを仕上
げる。

第１～第３学年歌唱共通教材の概要

2

予習（６０分）：授業で取り上げる歌唱共通
教材の譜読みをし、ピアノ伴奏の練習を行う
。楽典上の疑問点をリストアップ、あるいは
自分なりの曲の解釈をノートに纏めておく。
復習（６０分）：指定された実技練習。練習
状況を配付されたワークシートへ記載する。

弾き歌いの指導（１）「うみ」ト長調と階名
、拍子

3

予習（６０分）：授業で取り上げる歌唱共通
教材の譜読みをし、ピアノ伴奏の練習を行う
。楽典上の疑問点をリストアップ、あるいは
自分なりの曲の解釈をノートに纏めておく。
復習（６０分）：指定された実技練習。練習
状況を配付されたワークシートへ記載する。

弾き歌いの指導（２）「日のまる」ヘ長調と
階名、コードネームによる伴奏

4

予習（６０分）：授業で取り上げる歌唱共通
教材の譜読みをし、ピアノ伴奏の練習を行う
。楽典上の疑問点をリストアップ、あるいは
自分なりの曲の解釈をノートに纏めておく。
復習（６０分）：指定された実技練習。練習
状況を配付されたワークシートへ記載する。

弾き歌いの指導（３）「春がきた」美しい発
声法

5

予習（６０分）：授業で取り上げる歌唱共通
教材の譜読みをし、ピアノ伴奏の練習を行う
。楽典上の疑問点をリストアップ、あるいは
自分なりの曲の解釈をノートに纏めておく。
復習（６０分）：指定された実技練習。練習
状況を配付されたワークシートへ記載する。

弾き歌いの指導（４）「虫のこえ」擬声語と
打楽器による表現

6

予習（６０分）：授業で取り上げる歌唱共通
教材の譜読みをし、ピアノ伴奏の練習を行う
。楽典上の疑問点をリストアップ、あるいは
自分なりの曲の解釈をノートに纏めておく。
復習（６０分）：指定された実技練習。練習
状況を配付されたワークシートへ記載する。

弾き歌いの指導（５）「うさぎ」日本古謡と
陰音階

7

予習（６０分）：授業で取り上げる歌唱共通
教材の譜読みをし、ピアノ伴奏の練習を行う
。楽典上の疑問点をリストアップ、あるいは
自分なりの曲の解釈をノートに纏めておく。
復習（６０分）：指定された実技練習。練習
状況を配付されたワークシートへ記載する。

弾き歌いの指導（６）「茶つみ」ヨナ抜き音
階、手遊び、リズム打ち

8

予習（６０分）：リコーダーの運指表を見て
、１点ハ音から２点ヘ音までの指使いを思い
出しておく。配付されたワークシートへの記
入。
復習（６０分）：指定された実技練習、練習
状況を配付されたワークシートへ記載する。

リコーダー奏法

9

予習（３０分）：配付されたワークシートに指揮法と器楽および声楽アンサンブル10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

従い、学習する。
復習（３０分）：配付されたワークシートに
従い、学習する。

予習（３０分）：配付されたワークシートに
従い、学習する。
復習（３０分）：配付されたワークシートに
従い、学習する。

「音楽づくり」の意義と指導法

11

予習（３０分）：配付されたワークシートに
従い、学習する。
復習（３０分）：配付されたワークシートに
従い、学習する。

鑑賞」の教材研究と指導法、ＩＣＴ機器の使
用12

予習（３０分）：配付されたワークシートに
従い、学習する。
復習（３０分）：配付されたワークシートに
従い、学習する。

学習指導案の作成

13

予習（３０分）：配付されたワークシートに
従い、学習する。
復習（３０分）：配付されたワークシートに
従い、学習する。

第１回模擬授業と振り返り、音楽科における
学習評価の考え方について14

予習（３０分）：配付されたワークシートに
従い、学習する。
復習（３０分）：配付されたワークシートに
従い、学習する。

第２回模擬授業と振り返り、第１～第３学年
の指導法についての総括15

定期試験(実施する)



KYOU14科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
音楽指導法Ⅱ科目名：
水嶋　育(MIZUSHIMA　Ikumu)担当教員：

・子どもの育ちを支えるために必要な教育の一環として音楽科の授業、および音楽表現関連の特別活動を
指導する上で必要な専門的知識、技能と実践力を修得する。
・音楽指導法Ｉで得た基礎能力にさらに磨きをかけ、また反復によって指導者としての資質を高める。
・児童が生活の中で音楽に親しみ味わえるようサポートするための授業を行なえる力を磨く。
・共通教材を用いたピアノの弾き歌いやその他の楽器、指揮等の技能と共に必要な理論を習得する。
また教材を研究し自ら指導案を作成、模擬授業や相互評価を行い実践的な流れを体験する。
・将来、教育現場において自ら継続的に学ぶことができるよう、個々に適応した準備や練習の工程を作成
する。また邦楽と洋楽の比較、他教科や特別活動との関連付けを通して視野の拡大と内容の理解を深め、
幅広く音楽に係わるシーンを知っていく。
・定期的に筆記、実技の小テストを行い進歩の様子をチェックする。次回授業の課題の予習は必須とする
。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部  ３．子どもの育ちを支えるために必
要な教育・保育の実践力を有する。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１．小学校学習指導要領に示された音楽科の教科の目標と第４から第６学年までの内容を理解できる。
２．授業を円滑に行うために必要な演奏技術と音楽理論を修得し、教材となる曲を楽しむ（実技試験で滑
らかに演奏する）ことができる。
３．教材を多様な側面から研究し、自らのアイデアで学習指導案を作成できる。
４．児童を導き評価を行うための聴く力（共通教材演奏時、音程やリズムの違いを判断する力、ここちよ
い響きを判定できる力）を身に付け、また適切な表現でコメントすることができる。
５．教材と学習のねらいを的確に判断し、自ら継続的に学ぶ能力を獲得することができる。
６．音楽教科の幅広く体系的な理解を礎に、具体的な授業の計画を行うことができる。
７．学習内容について背景となる学問領域と関連させて理解を深め、より豊かな指導へと結びつけること
ができる。

【到達目標】

定期試験またはそれに代わる各種発表（３５％）、提出物（４０％）、作成した学習指導案（１５％）、
予習・復習と授業に取り組む姿勢（１０％）
実技の試験や発表に対する評価は個別に説明を行う。筆記試験や提出物は採点、添削の上返却する。クラ
スで共有できると判断したフィードバックについてはクラスルーム上に掲載する。

【成績の評価】

小学校教員養成課程用　最新　初等科音楽教育法　２０１７年告示「小学校学習指導要領」準拠
（平成３０年２月発行、初等科音楽教育研究会編、音楽之友社）

【使用テキスト】

文部科学省「小学校学習指導要領解説　音楽編-平成２９年７月」
【参考文献】

無し
【実務経験】



【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

週に最低１時間以上
次回授業で取り上げ
る歌唱共通教材の譜
読みをし、ピアノ伴
奏の練習を行う。楽
典上の疑問点をリス
トアップ、あるいは
自分なりの曲の解釈
をノートに纏めてお
く。学習指導案の草
稿を作成し、授業後
には念入りに修正を
行い、より洗練され
たものへと仕上げる
。必要であれば教具
を作成する。

予習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。
復習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。

学習指導要領に示された教科の目標と指導内
容

1

予習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。
復習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。

弾き歌いの指導（１）「とんび」美しい発声
法2

予習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。
復習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。

弾き歌いの指導（２）「もみじ」ヘ長調と階
名、（２部合唱への試み）3

予習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。
復習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。

弾き歌いの指導（３）「子もり歌」日本古謡
、五音音階、（リコーダーとの重奏）4

予習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。
復習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。

弾き歌いの指導（４）「冬げしき」二部合唱
、３拍子と抑揚の体得5

予習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。
復習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。

弾き歌いの指導（５）「おぼろ月夜」弱起、
歌詞の理解と情景の味わい6

予習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。
復習（４５分）：ワークシートに従い、実技
練習を含めた歌唱共通教材の研究を行う。

弾き歌いの指導（６）「われは海の子」ニ長
調と階名、明瞭な発音、滑舌や発声のまとめ7

予習（３０分）：ワークシートに従い、予習
を行う。
復習（３０分）：ワークシートに従い、復習
を行う。

打楽器の奏法と指導法

8

予習（３０分）：ワークシートに従い、予習
を行う。
復習（３０分）：ワークシートに従い、復習
を行う。

指揮法と器楽・声楽アンサンブル

9

予習（３０分）：ワークシートに従い、予習
を行う。
復習（３０分）：ワークシートに従い、復習
を行う。

日本の伝統音楽と外国の民族音楽　ＩＣＴ機
器の使用10

予習（３０分）：ワークシートに従い、予習
を行う。
復習（３０分）：ワークシートに従い、復習
を行う。

音楽科と他教科、特別活動との関連

11

予習（３０分）：ワークシートに従い、予習「鑑賞」の教材研究と指導法、ＩＣＴ機器の12



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

を行う。
復習（３０分）：ワークシートに従い、復習
を行う。

使用

予習（２０分）：ワークシートに従い、予習
を行う。
復習（１００分）：各自指導案の修正を行い
、仕上げる。

学習指導案の作成

13

予習（３０分）：ワークシートに従い、予習
を行う。
復習（３０分）：ワークシートに従い、模擬
授業の振り返りを行う。

第１回模擬授業と振り返り、音楽科における
学習評価の考え方ついて14

予習（３０分）：ワークシートに従い、予習
を行う。
復習（３０分）：ワークシートに従い、模擬
授業の振り返りを行う。

第２回模擬授業と振り返り、第４～６学年の
指導法についての総括15

定期試験(実施する)



KYOU15科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
図画工作指導法科目名：
速水　史朗(HAYAMI　Shiro),速水　規里(HAYAMI　Misato)担当教員：

この授業は、造形作家であり、中学と高校の美術教員の経験を活かした、実務経験のある教員による授業
科目です。　　　
平面や立体（紙、粘土、木等の素材）の造形表現実習及び,美術館の鑑賞などの活動を通して、作り出す
喜び、美術にふれる楽しさを自身で体験します。「造形的な見方・考え方」を働かせるにはどうしてゆく
かを、授業の体験から考察し図画工作の学習指導法の構築に活かしていきます。
　「理論と実践の接点」を開拓すべく、その活動から、課題に気づいて解決する力や社会に貢献できる力
を身につけ、教育（図画工作指導）の知識・能力や態度・指向性を修得してゆきます。
　指導案を作成するにあたり、2回のうち1回はグループワークとし、グループディスカッションを通して
実践の場での問題点や成果をあげる方法を考察します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ４．子どもとはもちろんのこと、保
護者や子育てに関わる人々と十分なコ
ミュニケーションをとることができ、
また、多様な専門性を持つ人材と協力
・協働できる。

 ５．子どもの教育・保育にかかる諸
問題を自ら発見し、その問題を解決す
ることができる。

 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・「表現及び鑑賞の活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の形や色などと豊か
に関わる資質・能力を育成することをめざす」授業を行えるために、図画工作のいろいろな教育内容を適
切に具体的に体験ができる。
・体験した中での問題点や課題に気づいて解決する力を身につけることをめざす。
・それをいろいろな場面にあてはめながら、「児童生徒一人一人が表現の楽しさを覚え、感性を働かせな
がらつくりだす喜びを味わい、造形的な能力を培い、豊かな情操を養う」という目標を持った指導方法を
考察し、構築してゆく力を身につけることをめざす。
（図画工作指導法研究における教育目的、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された図
画工作指導法研究の学習内容について背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学
習指導理論を踏まえて具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身につけることをめざす。）

【到達目標】

受講態度、課題提出状況、発表、授業に対する理解度等を総合的に判断します。
各課題・レポート（７０％）、学習指導案（３０％）
各課題については数回に分けて授業の冒頭もしくは授業中に講評を行います。

【成績の評価】

小学校学習指導要領解説図画工作編（平成29年告示）
【使用テキスト】

なし
【参考文献】



無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

次回授業の準備
作成するテーマを考える
使えそうな色紙などを探しそろえる(2時間程
度）

オリエンテーション
講師自己紹介、学生自己紹介
授業の方針と進め方の説明
学生からの要望の聴き取り
次回授業の説明

1

授業中に、指導をす
るにあたって思いつ
いたことや困ったこ
となどのメモをとり
、
それに基づいて指導
についてのレポート
を作

時間内に出来なかった構図を完成させる
考えた配色で足りない材料をそろえる
（2時間程度）

色彩構成（平面）色紙による色彩構成（１）
考えてきた構図を作成
配色を考える

2

時間内に出来なかった貼りこみを完成させる
次回の立体構成のアイデアを考え、材料の調
達をする
(2時間程度）

色彩構成（平面）色紙による色彩構成（２）
配色を考えながら、貼りこみ制作3

細部の構成を考え、必要な材料をそろえる
平面構成の指導について、400字程度のレポ
ート作成（次回提出）
(2時間程度）

色彩構成（平面）（３）,立体構成（１）
色彩構成の仕上がりチェックを教師に受ける
次回授業の説明
画用紙での立体造形に取り掛かる

4

授業中に足りなかった構成の補充
(2時間程度）

立体構成（２）
組み立て、および配色5

立体構成の指導について、400字程度のレポ
ート作成（次回提出）
(2時間程度）

立体構成（３）
構成を再度検討、仕上がりチェックを教師に
受ける
次回授業の説明

6

色々な人物画の鑑賞（ネット検索など）で、
制作中の人物画を、どのようなイメージに仕
上げるかを考える
(2時間程度）

絵を描く（人物、彩色）（１）
友人を描く、デッサン7

人物画の指導について、400字程度のレポー
ト作成（次回提出）
次回授業に必要な素材集め
(2時間程度）

絵を描く（人物、彩色）（２）
友人を描く、彩色
次回授業の説明8

美術の鑑賞、美術館博物館との取り組みを考
えて、レポートの作成（次回提出）
(1時間程度）

美術の鑑賞（香川県立ミュージアム、高松市
立美術館等）2時間(1-1）
学芸員の説明を受けての美術の鑑賞他、9

レポートは美術館に
提出の予定

美術の鑑賞、美術館博物館との取り組みを考
えて、レポートの作成（次回提出）
(1時間程度）

美術の鑑賞（香川県立ミュージアム、高松市
立美術館等）2時間(1-2）
学芸員の説明を受けての美術の鑑賞、学校な
どとの美術館の取り組みの説明他

10

美術作品（人物の塑像）の鑑賞（ネット検索
など）で、制作中の作品を、どのようなイメ
ージに仕上げるかを考える
(2時間程度）

提出課題の講評及び各課題のレポートについ
ての講評
粘土による造形（１）
粘土の扱い方、立体のとらえ方等

11

粘土などの造形の指導について、400字程度
のレポート作成（次回提出）
(2時間程度）

粘土による造形（２）
細かい部分の仕上げ等
（乾燥後焼成して返却）12

グループでのディスカッション
指導案作成についての資料集め
(3時間程度）

学習指導要案作成（１）
粘土を使った授業の指導案作成（グループワ
ーク）13



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

 指導案作成についてのレポート作成
(2時間程度）

学習指導要案作成（２）
粘土を使った授業の指導案作成及び発表（グ
ループワーク）
次回授業の説明

14

絵手紙の研究（ネットなどで調べる）
(2時間程度）

提出課題の講評
絵手紙制作（１）
出す相手を決めて、構図を考える

15

絵手紙の指導について、400字程度のレポー
ト作成（次回提出）
(2時間程度）

絵手紙制作（２）
絵手紙作成、消しゴムはんこで落款を押して
完成
次回授業の説明

16

美術の鑑賞、美術館博物館との取り組みを考
えて、レポートの作成（次回提出）
(1時間程度）

美術の鑑賞（香川県立ミュージアム、高松市
立美術館等）2時間(1-1）
学芸員の説明を受けての美術の鑑賞他、17

レポートは美術館に
提出の予定

美術の鑑賞、美術館博物館との取り組みを考
えて、レポートの作成（次回提出）
次回のレリーフの構図を考える
(1時間程度）

美術の鑑賞（香川県立ミュージアム、高松市
立美術館等）2時間(1-2）
学芸員の説明を受けての美術の鑑賞、学校な
どと美術館の取り組みの説明他

18

デザインを完成させる
(2時間程度）

木のレリーフの制作（１）
デザインを考える19

 彫りに時間がかかるため、彫りの作業をす
る
(2時間程度）

木のレリーフの制作（２）
木に図案をうつし、彫り始め20

 彫りに時間がかかるため、彫りの作業をす
る
(2時間程度）

木のレリーフの制作（３）
木を彫り進める21

彫った作品の色付けを考えておく
木のレリーフ、版画など授業の内容の検討
(2時間程度）

木のレリーフの制作（４）
木を彫り進める22

木のレリーフ、版画など授業の内容の検討
指導について、400字程度のレポート作成
(2時間程度）

木のレリーフの制作（５）
彫り上げた作品に色を付ける23

木のレリーフ、版画など授業の内容の検討
指導について、400字程度のレポート作成（
次回提出）
次回授業に必要な素材集め
(3時間程度）

木のレリーフの制作（６）
作品の色付け及び仕上げ
次回授業の説明24

制作したいイメージに合わせて、足りない素
材を集める
(2時間程度）

コラージュ制作　（１）
印刷物を切り取りイメージの再構築25

コラージュの指導について、400字程度のレ
ポート作成（次回提出）
(2時間程度）

コラージュ制作　（２）
切り取った素材の貼りこみ
仕上がり状態のチェックをうける
低学年でのコラージュの活用法

26

提出課題の講評及び各課題のレポートについ
香川県で活動した作家について、調べる
(2時間程度）

提出課題の講評及び各課題のレポートについ
ての講評
具象と抽象表現（１）
花、動物など具体的な事象をどのように表す
かの考察
香川県で活動した作家（藤川雄三、猪熊弦一
郎、イサムノグチなど）たちの話

27



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

指導案作成についての資料集め
(2時間程度）

具象と抽象表現（２）
前回の、香川県で活動した作家たちの話から
、自由な表現を考える
時間があれば、制作してみる

28

今までのレポートを
踏まえて、個々に話
しながら進める

 指導案作成についての資料集め
(2時間程度）

学習指導要案作成（１）
前回の指導案の注意点を踏まえて、指導案作
成

29

指導案についてのレポート
(2時間程度）

学習指導要案作成及び発表（２）
指導案作成及び発表30

定期試験(実施しない)



KYOU11科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
家庭科指導法科目名：
大西　えい子(OONISHI Eiko)担当教員：

　家庭科は、家庭生活を中心にした生活を学習対象として、体験的・実践的に学習し、ひとりひとりがよ
りよく生きることを目標としている教科です。この授業では、家庭科の教科としての歴史的変遷や独自性
を理解し、学習指導要領に示された目標、内容、指導上の留意点などを踏まえた上で、学習指導案を作成
し、グループごとに模擬授業を行います。また、家庭科の授業において必要不可欠な被服製作実習の指導
に必要な基礎的・基本的な知識や技能を、実習を交えて修得します。授業を通して、家庭科の指導に必要
な資質である生活者としての視点と生活実践力を養おうと継続的に学ぶ能力や実践的指導力を身に付ける
ようにします。実習の授業の際には裁縫用具や布地など資材の準備が必要です。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１．小学校学習指導要領における家庭科の目標及び内容、指導上の留意点を理解できる。
２．家庭科教育における体験的・実践的学習の意義が理解できる。
３．児童の意欲や認識、生活等の実態を視野に入れた授業計画を構想することができる。
４．具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成し、模擬授業を実施することができる。
５．児童の実践的・体験的な学習を展開するために必要な基礎的・基本的な知識や技能を修得することが
できる。

【到達目標】

授業態度及び意欲（10%）、予習復習の課題（10%）、提出物の提出状況及びその内容（50%）、模擬授業
への取り組み方等（30%）。提出物の未提出、本人からの事前連絡なしの遅刻、欠席は減点とする。30分
以上の遅刻、または遅刻３回で欠席１回とみなす。被服製作実習については準備なしでの授業への出席は
認めない。被服製作実習での製作物の提出は必須である。
レポート等の課題及び評価については授業時間内に解説する。

【成績の評価】

「わたしたちの家庭科５・６」開隆堂,2024年
【使用テキスト】

「初等家庭科の研究ー指導力につなげる専門性の育成」,大竹美登利 倉持清美著,萌文書林,2018年
「小学校家庭科教育法」大竹美登利編纂,建帛社,2018年　
その他関連する参考文献については講義の中で適宜説明する。

【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。小学校現場での家庭科指導の経験を活かし、具体
的な事例を示しながら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】



無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと
（２時間）。

オリエンテーション（授業のねらいと進め方
について）

1

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

小学校家庭科教育の変遷 家庭科教育の意義と
ねらい及び内容

2

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

家庭科の授業づくり
①題材と年間指導計画

3

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

家庭科の授業づくり
②学習指導と評価

4

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

「生活を豊かにするための布を用いた製作」
フエルトの小物製作　
①計画表作成と製作5

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

「生活を豊かにするための布を用いた製作」
フエルトの小物製作　
②製作の仕上げ6

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

家庭科の指導方法、家庭科教員に求められる
資質

7

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

板書計画、ワークシート作成

8

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

模擬授業の計画（教材研究・指導案作成の仕
方）

9

予習として次回の授業内容を確認し、その範模擬授業の役割分担、教材研究10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

模擬授業の教材研究、教具作成

11

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

模擬授業及び授業観察（衣生活領域）

12

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

模擬授業及び授業観察（食生活領域）

13

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

模擬授業及び授業観察
（住生活・環境領域）

14

予習として次回の授業内容を確認し、その範
囲のことを調べ、疑問点や気付いたこと等を
ノートにまとめておくこと（２時間）。　　
　　　　　　復習として授業で学んだことを
自分の言葉でまとめ、感想や意見、さらに関
連して調べたことなどを記入しておくこと

まとめ・家庭科教育の展望

15

定期試験(実施しない)



KYOU112科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
体育指導法Ⅰ科目名：
上野　耕平(UENO Kouhei)担当教員：

　小学校学習指導要領「体育科」では、体育科の目標を「心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身
の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成する」としています。つま
り、小学校体育では児童のスポーツ愛好度を高めることを重視した授業を求めています。本授業では児童
が「夢中になって取り組める授業づくり」ができる知識や技能を修得し、創造的な教材開発力と授業実践
力を身に付けることをめざします。
なおこの授業では，グーグルクラスルーム（クラスコード【uejzquv】）を使用します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

授業の到達目標及びテーマ
１．小学校学習指導要領体育科における教科目標及び内容、指導上の留意点について説明できる。
２．児童の意欲や思考力、判断力などの実態に応じた授業づくり・教材づくりができる。
３．教育に係る資質向上に向けて、自らの体育授業を客観的に評価・反省し、継続的に学習することがで
きる。
４．「良い体育授業」の基礎的・内容的条件を踏まえ、具体的な授業場面を想定した授業設計を行うこと
ができる。

【到達目標】

中間テスト（３０％）、模擬授業の発表内容（３０％）、模擬授業実施後のレポート（４０％）で評価す
る。レポートは模擬授業を実施した次の週に全員で振り返りますので，それまでに必ず提出して下さい。

【成績の評価】

テキストは特に使用せず、授業中に適宜資料を配付する。
【使用テキスト】

体育科教育学入門（髙橋健夫ほか編著、大修館書店）２０１０年
小学校学習指導要領、小学校学習指導要領解説（平成２９年３月公示　文部科学省）

【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

復習として授業の内容を自分なりにまとめて
再構成し，他者に説明ができるようにしてお
いてください。（1時間）

オリエンテーション
1

復習として授業の内容を自分なりにまとめて
再構成し，他者に説明ができるようにしてお
いてください。（1時間）

スポーツ・運動の価値
2

復習として授業の内容を自分なりにまとめて
再構成し，他者に説明ができるようにしてお
いてください。（1時間）

体育の目的
3

復習として授業の内容を自分なりにまとめて
再構成し，他者に説明ができるようにしてお
いてください。（1時間）

体育の目標の変遷
4

復習として授業の内容を自分なりにまとめて
再構成し，他者に説明ができるようにしてお
いてください。（1時間）

体育の学習指導要領
5

復習として授業の内容を自分なりにまとめて
再構成し，他者に説明ができるようにしてお
いてください。（1時間）

良い体育授業の条件
6

復習として授業の内容を自分なりにまとめて
再構成し，他者に説明ができるようにしてお
いてください。（1時間）

体育における指導・学習スタイル
7

復習として授業の内容を自分なりにまとめて
再構成し，他者に説明ができるようにしてお
いてください。（1時間）

体育における教材と教具
8

復習として授業の内容を自分なりにまとめて
再構成し，他者に説明ができるようにしてお
いてください。（1時間）

体育の学習評価
9

復習として授業の内容を自分なりにまとめて
再構成し，他者に説明ができるようにしてお
いてください。（1時間）

体育授業の観察・評価の方法
10

復習として授業の内容を自分なりにまとめて
再構成し，他者に説明ができるようにしてお
いてください。（1時間）

学習指導案つくり
11

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（体つくり：体ほぐしの運動
）12

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（体つくり：体の動きを高め
る運動）13

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（器械運動：マット運動　接
点技群）14

復習としてこれまでの授業の反省をもとに，
自分が教員となって体育を指導する際の課題
をまとめてください（1時間）

授業のまとめ（要点整理）と今後の課題の提
示15

定期試験(実施しない)



KYOU112科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
体育指導法Ⅱ科目名：
上野　耕平(UENO Kouhei)担当教員：

　小学校学習指導要領「体育科」では、体育科の目標を「心と体を一体として捉え、生涯にわたって心身
の健康を保持増進し豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を育成する」としています。つま
り、小学校体育では児童のスポーツ愛好度を高めることを重視した授業を求めています。本授業では児童
が「夢中になって取り組める授業づくり」ができる知識や技能を修得し、創造的な教材開発力と授業実践
力を身に付けることをめざします。

なおこの授業では，グーグルクラスルーム（クラスコード【uejzquv】）を使用します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

授業の到達目標及びテーマ
１．小学校学習指導要領体育科における教科目標及び内容、指導上の留意点について説明できる。
２．児童の意欲や思考力、判断力などの実態に応じた授業づくり・教材づくりができる。
３．教育に係る資質向上に向けて、自らの体育授業を客観的に評価・反省し、継続的に学習することがで
きる。
４．「良い体育授業」の基礎的・内容的条件を踏まえ、具体的な授業場面を想定した授業設計を行うこと
ができる。

【到達目標】

中間テスト（３０％）、模擬授業の発表内容（３０％）、模擬授業実施後のレポート（４０％）で評価す
る。レポートは模擬授業を実施した次の週に全員で振り返りますので，それまでに必ず提出して下さい。

【成績の評価】

テキストは特に使用せず、授業中に適宜資料を配付する。
【使用テキスト】

体育科教育学入門（髙橋健夫ほか編著、大修館書店）２０１０年
小学校学習指導要領、小学校学習指導要領解説（平成２９年３月公示　文部科学省）

【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（器械運動：マット運動　翻
転技群）1

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（器械運動：跳び箱運動　切
り返し系）2

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（器械運動：跳び箱運動　回
転系）3

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（陸上運動：短距離走）
4

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（陸上運動：リレー）
5

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（ボール運動：ゴール型　宝
取り鬼）6

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（ボール運動：ゴール型　コ
ロコロボール）7

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（ボール運動：ゴール型　ハ
ンドボール）8

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（ボール運動：ネット型　キ
ャッチバレーボール）9

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（ボール運動：ネット型　ソ
フトバレーボール）10

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（ボール運動：ベースボール
型　キックベースボール）11

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（表現運動：表現・フォーク
ダンス）12

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（保健：心の発達）
13

復習として模擬授業の反省をもとに，自分が
指導者であった場合を想定して，自分なりの
改善案をまとめておいてください（1時間）

体育の模擬授業（保健：心と体の相互の影響
）14

復習としてこれまでの授業の反省をもとに，
自分が教員となって体育を指導する際の課題
をまとめてください（1時間）

授業のまとめ（要点整理）と今後の課題の提
示15

定期試験(実施しない)



KYOU16科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
外国語指導法Ⅰ科目名：
竹田　忠弘(TAKEDA　Tadahiro)担当教員：

　小学校外国語教育についての基礎的な知識・理解を深め、子どもの第二言語習得についての知識とその
活用法を学び、授業実践に必要な基礎的な指導技術を修得する。知識・理解を深めるために、調べてきた
ことや準備してきたことを発表する授業形態をとり、知識の活用法や指導技術を身に付けるために、ペア
ワークやグループワークによる言語活動を学生が自ら体験しながら学ぶ。
　また、講義、演習、実習を組み合わせ、主体的・対話的で深い学びになるよう、講義中心ではなくワー
クショップ中心の授業を行うとともに、実際の授業づくりにも取り組む。Google Classroom Code:

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・小学校における外国語活動（英語）の学習、指導、評価に関する基本的な知識や指導技術を身に付ける
ことができる。
・英語を使ってコミュニケーションを図るための素地を児童に効果的に習得させることができる。
・英語の発音やアクセントなど、音声指導が確実にできる。
・小学校英語教育に求められる英語力を身に付けることができる。

【到達目標】

 「授業への関心・意欲・態度」２０％、「授業時間以外に課すレポート等提出課題」２０％、「小テス
ト」２０％、「インタビューテスト及び模擬授業」４０％の４項目を総合的に評価します。レポート、小
テスト、インタビューテスト及び模擬授業については、その都度フィードバックを行います。
　なお、３０分以上の遅刻は欠席とみなし、また、遅刻３回で欠席１回とみなします。

【成績の評価】

小学校英語　はじめる教科書　改訂版　
外国語科・外国語活動指導者養成のために― コア・カリキュラムに沿って ―
（小川隆夫、東仁美著、mpi松香フォニックス、2021）

【使用テキスト】

小学校学習指導要領、小学校学習指導要領解説　外国語編及び外国語活動編
（平成２９年３月　文部科学省）

【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。高校現場での英語指導の経験を活かして授業を行
います。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

オリエンテーション　
「第一部　外国語の指導法」について

　

　
　
　

1

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 1　外国語活動と外国語科の目標
Unit 2　小・中の連携と小学校の役割

2

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 3  児童や学校の多様性への対応
Unit 4　言語使用を通した言語習得・音声に
よるインプット

3

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 5  コミュニケーションの目的や場面、
状況等を明確にした言語活動
Unit 6　音声から文字へ

4

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 7  国語教育との連携
Unit 8　Classroom English, Small Talk,
Teacher Talk

5

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 9 「読むこと」と「書くこと」への導き
方
Unit 10　題材の選定と教材　

6

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 11  学習到達目標、指導計画（カリキュ
ラム・マネジメント）
Unit 12　学習指導案の作り方

7

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 13  ALT等とのティーム・ティーチング
による指導の在り方
Unit 14　ICT等の活用の仕方　　

8

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に

Unit 15　外国語科の学習評価9



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

予習として、学習指導案の作成をしてくださ
い。（２時間）
復習として、模擬授業の練習をしてください
。（２時間）

学習指導案作成

10

予習として、模擬授業の準備及び練習をして
ください。（２時間）
復習として、模擬授業の反省点をまとめてく
ださい。（２時間）

模擬授業（１）

11

予習として、模擬授業の準備及び練習をして
ください。（２時間）
復習として、模擬授業の反省点をまとめてく
ださい。（２時間）

模擬授業（２）

12

予習として、模擬授業の準備及び練習をして
ください。（２時間）
復習として、模擬授業の反省点をまとめてく
ださい。（２時間）

模擬授業（３）

13

予習として、インタビューテストの準備及び
練習をしてください。（２時間）
復習として、インタビューテストの練習をし
てください。（２時間）

インタビューテストの準備

14

予習として、インタビューテストの練習をし
てください。（２時間）
復習として、うまく答えられなかった項目に
ついて、復習してください。（２時間）

インタビューテスト

15

定期試験(実施しない)



KYOU16科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
外国語指導法Ⅱ科目名：
竹田　忠弘(TAKEDA　Tadahiro)担当教員：

　小学校外国語教育についての基礎的な知識・理解を深め、子どもの第二言語習得についての知識とその
活用法を学び、授業実践に必要な基礎的な指導技術を修得する。知識・理解を深めるために、調べてきた
ことや準備してきたことを発表する授業形態をとり、知識の活用法や指導技術を身に付けるために、ペア
ワークやグループワークによる言語活動を学生が自ら体験しながら学ぶ。
　また、講義、演習、実習を組み合わせ、主体的・対話的で深い学びになるよう、講義中心ではなくワー
クショップ中心の授業を行うとともに、実際の授業づくりにも取り組む。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

・小学校における外国語活動（英語）の学習、指導、評価に関する基本的な知識や指導技術を身に付ける
ことができる。
・英語を使ってコミュニケーションを図るための素地を児童に効果的に習得させることができる。
・英語の発音やアクセントなど、音声指導が確実にできる。
・小学校英語教育に求められる英語力を身に付けることができる。

【到達目標】

 「授業への関心・意欲・態度」２０％、「レポート等、授業以外に課す課題」２０％、「小テスト」
２０％、「"Speech"テスト及び模擬授業」４０％の４項目を総合的に評価します。レポート、小テスト、
"Speech"テスト及び模擬授業については、その都度フィードバックを行います。
　なお、３０分以上の遅刻は欠席とみなし、また、遅刻３回で欠席１回とみなします。

【成績の評価】

小学校英語　はじめる教科書　改訂版　
外国語科・外国語活動指導者養成のために― コア・カリキュラムに沿って ―
（小川隆夫、東仁美著、mpi松香フォニックス、2021）

【使用テキスト】

小学校学習指導要領、小学校学習指導要領解説　外国語編及び外国語活動編
（平成２９年３月　文部科学省）

【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。高校現場での英語指導の経験を活かして授業を行
います。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

オリエンテーション　
「第三部　外国語活動の指導法」について　

 　
　

　

1

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 1　小学校教育の理念と現状理解
Unit 2　中学年外国語活動から高学年外国語
科への接続

2

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 3  発達心理学の基礎
Unit 4　外国語（英語）活動のねらいと活動
の在り方

3

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 5  児童の認知・情緒発達に即した指導
法
Unit 6　学級担任とJTEとのティーム・ティー
チング4

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 7  ことばへの気づきをもたらす指導
Unit 8　外国語活動の学習評価

5

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 9  中学年に適したさまざまな活動
Unit 10　中学年に適した教材　

6

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 11  英語によるやり取りの仕方
Unit 12　児童の発話の引き出し方・児童との
やり取りの進め方　

7

予習として、テキストの各回に実施する範囲
を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

Unit 13  語彙や表現に慣れ親しませる方法
Unit 14　読み聞かせ指導　

8

予習として、テキストの各回に実施する範囲Unit 15　発表活動の指導9



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

を読み、内容を発表できるようにして授業に
臨んでください。（２時間）また、復習とし
て、授業中に体験した言語活動を自ら繰り返
し練習するとともに、単語や熟語等の語彙や
クラスルームイングリッシュ等の表現を暗記
してください。（２時間）

予習として、模擬授業を実施するUnitの指導
案を作成して持参してください。（２時間）
また、復習として、授業中に学んだことを活
かして指導案を訂正するととともに、模擬授
業の練習を行ってください。（２時間）

学習指導案作成

10

予習として、模擬授業を実施するUnitの指導
案を作成して持参してください。（２時間）
また、復習として、授業中に学んだことを活
かして指導案を訂正するととともに、模擬授
業の練習を行ってください。（２時間）

模擬授業（１）

11

予習として、模擬授業を実施するUnitの指導
案を作成して持参してください。（２時間）
また、復習として、授業中に学んだことを活
かして指導案を訂正するととともに、模擬授
業の練習を行ってください。（２時間）

模擬授業（２）

12

予習として、模擬授業を実施するUnitの指導
案を作成して持参してください。（２時間）
また、復習として、授業中に学んだことを活
かして指導案を訂正するととともに、模擬授
業の練習を行ってください。（２時間）

模擬授業（３）

13

予習として、模擬授業を実施するUnitの指導
案を作成して持参してください。（２時間）
また、復習として、授業中に学んだことを活
かして指導案を訂正するととともに、模擬授
業の練習を行ってください。（２時間）

模擬授業（４）

14

予習として、準備したスピーチの原稿を何度
も読んで覚え、練習してテストに臨んでくだ
さい。（２時間）また、復習として、スピー
チの結果を反省し、改善のために何が必要か
について考えてください。（２時間）

"Speech"テスト

15

定期試験(実施しない)



KISO2科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
教育学原論科目名：
松原　勝敏(MATSUBARA　Katsutoshi)担当教員：

　Google　Classroom　クラスコード：k3gez4m

　教育学原論では、教育課程編成・実施の方針に基づき、教育に関係する領域を広範囲に、かつ、多角的
に追求することをとおして、この領域の基礎的な知識を獲得するための科目として位置づけられます。
　今日、人々の教育に関する意見や要望、そして批判には、いろんな立場から多様な意見が噴出して、答
えを出すのが非常に難しい状況にあります。教育学原論では、教育という社会事象を専門的な立場から理
解するために必要な基礎的な知識を獲得します。そして、自らの教育観の基礎を作り、教育に関する事柄
について、専門的・客観的な立場から、自分なりの意見表明ができる力を形成します。
　なお、「教育」と言うと幼児の段階からの教育を意識するかもしれませんが、保育においては養護と教
育を一体的に実現するところに特色があります。そこで、０歳児からの教育の可能性や目的および目標に
ついても検討します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 １．教育・保育に携わる者に求めら
れる高い使命感・倫理観や豊かな心を
持っている。

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１．教育という社会事象を専門的な立場から理解するために必要な基礎的な知識を獲得することができる
。
２．教育の基本的概念や教育の理念の基礎を理解することができる。
３．教育の歴史や思想の学習をとおして、今日の教育の基本理念の形成過程を理解することができる。
４．自らの教育観の基礎を作り、教育に関する事柄について、専門的・客観的な立場から、自分なりの意
見表明ができる力の獲得することができる。
５．上の４つの到達目標を達成することで、卒業認定・学位授与の方針に示す、教育・保育に必要な知識
を幅広く体系的に理解するとともに、その知識体系を教育・保育の実践と関連づけて理解することができ
る。

【到達目標】

　毎回の授業終了時に課するミニレポート（約３０％）、レポート（約２０％）、定期試験（約５０％）
の３つを以て、総合的に評価します。
・ミニレポートについては、次の授業の冒頭の部分で内容についてコメントします。
・主たるレポート課題については、１５回目の授業でフィードバックします。
・定期試験の内容については、学内ネットを通じてフィードバックします。

【成績の評価】

新初等教育原理（平成２６年　佐々木正治編著、福村出版）
【使用テキスト】

　授業時に、適宜、紹介します。
【参考文献】



無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

オリエンテーション・教育の意味と本質

1

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

教育の目的と目標

2

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

人間社会における教育の役割

3

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

家族や社会における教育の思想と教育の役割

4

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

主要な教育思想

5

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

近代学校制度の成立と展開

6

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

日本の学校教育の歴史

7

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

義務教育の概要

8

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの

今日の我が国における学校制度と主要国の学
校制度

9



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

提出。(1時間)

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

教育課程の基礎

10

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

学習指導の基礎

11

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

家庭教育

12

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

生涯学習

13

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

教員養成

14

予習：1～14回のワークシートの点検。(3時
間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

今日の教育課題

15

定期試験(実施する)



KISO4科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
教師論科目名：
藤本　駿(FUJIMOTO　Syun)担当教員：

教職や保育職は、皆さんにとって最も身近な職業の一つです。幼稚園や小学校でお世話になった先生に憧
れて、この大学に入学した人も多いのではないでしょうか。では、先生の仕事はどのようなものなのか知
っていますか。先生の仕事の実際は、保育や教育を受ける立場からは見えづらいものです。教職や保育職
を目指すならば、教師や保育者としての視点を持つことが必要です。
　そこで本授業では、教職や保育職にかかわる歴史、制度、理論など様々な視点から検討し、その理解を
深めていきます。また、現代社会における教職や保育職の重要性や課題を通して、教職への意欲を高め、
各自の教職の在り方を考えることを目指します。
　　　　この授業ではGoogle Classroom(クラスコード：ef3z6c6)を使用します。　

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 １．教育・保育に携わる者に求めら
れる高い使命感・倫理観や豊かな心を
持っている。

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ①　使命感・倫理観 3

 ②　向上心 1

 ⑤　多様な人材との協力・協働 1

 ⑥　専門的知識と実践力 5

【学修成果との関連】

１．公教育の担い手である教職・保育職の社会的意義やその役割について理解できる。
２．教師観や保育者観の変遷を通して、今日に求められる資質能力を理解できる。
３．教師・保育者の職務内容や、服務上・身分上の義務を理解できる。
４．教職・保育職が学校内外の専門家等と連携・分担し、チームとして諸課題に対応する重要性を理解で
きる。
５．教職・保育職についての自分の考えを深め、自分の適性や意欲を確かめることができる。

【到達目標】

毎回授業後に配布する振り返りシートの提出（30％）、4回行う小レポートの作成（20％）、定期試験の
結果（50％）から総合的に評価する。
　定期試験のフィードバックは、試験終了後に解答例を配付する。

【成績の評価】

なし
【使用テキスト】

・佐々木司・三山緑編著『これからの学校教育と教師－「失敗」から学ぶ教師論入門－』ミネルヴァ書房
、2014年。
・大豆生田啓友他編著『アクティベート保育学②　保育者論』ミネルヴァ書房、2019年。
・佐久間亜紀・佐伯胖編著『アクティベート教育学②　現代の教師論』ミネルヴァ書房、2019年。

【参考文献】

無し
【実務経験】



【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、授業後に、講義
資料を読み返し、感想や意見をノートに整理
した上で授業クラスルームに投稿すること
（2時間）。

オリエンテーション、教師・保育者とは何か

1

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、授業後に、講義
資料を読み返し、感想や意見をノートに整理
した上で授業クラスルームに投稿すること
（2時間）。

教師観・保育者観の歴史（１）江戸時代の教
師・保育者

2

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、授業後に、講義
資料を読み返し、感想や意見をノートに整理
した上で授業クラスルームに投稿すること
（2時間）。

教師観・保育者観の歴史（２）戦前の教師・
保育者

3

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、教師観・保育者
観の歴史に関する全体の内容を振り返り、整
理した内容や自分の考えを小レポートにまと
めること（2時間）。

教師観・保育者観の歴史（３）戦後の教師・
保育者

4

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、授業後に、講義
資料を読み返し、感想や意見をノートに整理
した上で授業クラスルームに投稿すること
（2時間）。

教師・保育者の役割（１）保育者の仕事とそ
の魅力

5

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、授業後に、講義
資料を読み返し、感想や意見をノートに整理
した上で授業クラスルームに投稿すること
（2時間）。

教師・保育者の役割（２）教師の仕事とその
魅力

6

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、教師・保育者の
役割に関する全体の内容を振り返り、整理し
た内容や自分の考えを小レポートにまとめる
こと（2時間）。

教師・保育者の役割（３）教師・保育者の職
業的特徴

7

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、授業後に、講義
資料を読み返し、感想や意見をノートに整理
した上で授業クラスルームに投稿すること
（2時間）。

教師・保育者の専門性（１）授業づくり

8

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、授業後に、講義
資料を読み返し、感想や意見をノートに整理
した上で授業クラスルームに投稿すること
（2時間）。

教師・保育者の専門性（２）子ども理解

9

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、教師・保育者の
専門性に関する全体の内容を振り返り、整理
した内容や自分の考えを小レポートにまと

教師・保育者の専門性（３）学級経営

10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

めること（2時間）。

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、授業後に、講義
資料を読み返し、感想や意見をノートに整理
した上で授業クラスルームに投稿すること
（2時間）。

教師・保育者の職務内容（１）服務上・身分
上の義務

11

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、授業後に、講義
資料を読み返し、感想や意見をノートに整理
した上で授業クラスルームに投稿すること
（2時間）。

教師・保育者の職務内容（２）教員研修

12

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、授業後に、講義
資料を読み返し、感想や意見をノートに整理
した上で授業クラスルームに投稿すること
（2時間）。

教師・保育者の職務内容（３）勤務条件

13

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、教師・保育者の
職務内容に関する全体の内容を振り返り、整
理した内容や自分の考えを小レポートにまと
めること（2時間）。

教師・保育者の職務内容（４）チーム学校運
営への対応

14

予習として、教員から指示された資料を読み
、疑問点や気づいた点をノートに整理するこ
と（2時間）。復習として、授業後に、講義
資料を読み返し、感想や意見をノートに整理
した上で授業クラスルームに投稿すること
（2時間）。

全体のまとめ、これからの教師・保育者を取
り巻く課題

15

定期試験(実施する)



KISO3科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
教育制度論科目名：
松原　勝敏(MATSUBARA　Katsutoshi)担当教員：

　Google　Classroom　クラスコード：ker4b6t

　教育学原論では、教育課程編成・実施の方針に基づき、教育に関係する領域を広範囲に、かつ、多角的
に追求することをとおして、この領域の基礎的な知識を獲得するための科目として位置づけられます。
　今日、人々の教育に関する意見や要望、そして批判には、いろんな立場から多様な意見が噴出して、答
えを出すのが非常に難しい状況にあります。教育学原論では、教育という社会事象を専門的な立場から理
解するために必要な基礎的な知識を獲得します。そして、自らの教育観の基礎を作り、教育に関する事柄
について、専門的・客観的な立場から、自分なりの意見表明ができる力を形成します。
　なお、「教育」と言うと幼児の段階からの教育を意識するかもしれませんが、保育においては養護と教
育を一体的に実現するところに特色があります。そこで、０歳児からの教育の可能性や目的および目標に
ついても検討します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１．教育という社会事象を専門的な立場から理解するために必要な基礎的な知識を獲得することができる
。
２．教育の基本的概念や教育の理念の基礎を理解することができる。
３．教育の歴史や思想の学習をとおして、今日の教育の基本理念の形成過程を理解することができる。
４．自らの教育観の基礎を作り、教育に関する事柄について、専門的・客観的な立場から、自分なりの意
見表明ができる力の獲得することができる。
５．上の４つの到達目標を達成することで、卒業認定・学位授与の方針に示す、教育・保育に必要な知識
を幅広く体系的に理解するとともに、その知識体系を教育・保育の実践と関連づけて理解することができ
る。

【到達目標】

　毎回の授業終了時に課するミニレポート（約３０％）、レポート（約２０％）、定期試験（約５０％）
の３つを以て、総合的に評価します。
・ミニレポートについては、次の授業の冒頭の部分で内容についてコメントします。
・主たるレポート課題については、１５回目の授業でフィードバックします。
・定期試験の内容については、学内ネットを通じてフィードバックします。

【成績の評価】

新初等教育原理（平成２６年　佐々木正治編著、福村出版）
【使用テキスト】

　授業時に、適宜、紹介します。
【参考文献】

無し
【実務経験】



【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

オリエンテーション・教育の意味と本質

1

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

教育の目的と目標

2

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

人間社会における教育の役割

3

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

家族や社会における教育の思想と教育の役割

4

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

主要な教育思想

5

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

近代学校制度の成立と展開

6

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

日本の学校教育の歴史

7

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

義務教育の概要

8

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの

今日の我が国における学校制度と主要国の学
校制度

9



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

提出。(1時間)

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

教育課程の基礎

10

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

学習指導の基礎

11

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

家庭教育

12

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

生涯学習

13

予習：授業で扱う内容と関係するテキストの
該当ページを参照してワークシートを完成さ
せる。(3時間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

教員養成

14

予習：1～14回のワークシートの点検。(3時
間)

復習：授業内容の振り返りと授業レポートの
提出。(1時間)

今日の教育課題

15

定期試験(実施する)



KOKO2科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 2
教育心理学科目名：
横川　和章(YOKOGAWA　Kazuaki)担当教員：

　教師は、幼児・児童・生徒の発達や学習状態を適切にとらえ、それに応じて指導することが求められて
います。本講義では、幼児・児童・生徒の発達、性格、知的能力（記憶、思考、学習）、やる気、学習指
導と評価、学級集団などについての基本的知識を扱います。心理学に基づく教育の充実を目標として、学
校や幼稚園・保育所で直接に子どもの教育・保育に関わる際に有用となる理論を紹介し、受講した学生が
理論と教育実践を結びつけられることを目指します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１．学生が子どもの教育・保育にあたるための幼児，児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程について
、理論を含めた基礎的な知識を身に付けることができる。
２．学生が各発達段階における心理的特性を踏まえた学習活動を支える指導の基礎となる考え方を理解で
きる。
３．学生がそのような知識をどのようにして子どもの教育・保育の実践に生かせるのか考える態度を身に
付けることができる。

【到達目標】

・定期試験（80％）、授業時に出される課題（20％）。
・定期試験及び課題については、オフィスアワーにてフィードバックします。　

【成績の評価】

富永大介・平田幹夫・竹村明子・金武育子（2016）『教職をめざすひとのための発達と教育の心理学』（
ナカニシヤ出版）

【使用テキスト】

鎌原雅彦・竹綱誠一郎（2019）『やさしい教育心理学』（有斐閣）
武田明典（2020）『教師と学生が知っておくべき教育心理学』（北樹出版）
藤原和政・谷口弘一（2021）『学校現場で役立つ教育心理学』（北大路書房）
髙櫻綾子（2021）『子どもの育ちを考える教育心理学』（朝倉書店）

【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

教育心理学の内容・方法

1

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

学習と記憶

2

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

動機づけ

3

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

知能・創造性と学力

4

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

自己理解とパーソナリティ

5

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

心理検査

6

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

測定と評価

7

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

幼児児童生徒の理解

8

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

発達の原理

9

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

発達段階の特徴

10

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

社会化と個性化

11

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく

学校不適応行動の理解12



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

学級経営

13

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

学級集団

14

予習として、事前にテキストを読み、必要に
応じて専門用語等の意味を調べまとめておく
こと（２時間）。復習として、授業内容やそ
れに対する自身の考えをまとめ、提出するこ
と（２時間）。

発達障害と支援

15

定期試験(実施する)



TOKU26科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
特別支援教育科目名：
湯浅　恭正(YUASA　Takamasa)担当教員：

特別な支援を必要とする子ども理解を進めるための基本を講義し、学校における教育内容・教育方法につ
いて学ぶ。そのために特別な支援を必要とする子どもの心理特性・発達特性、学級づくり・授業づくりの
指導方法と教育課程の概要を講義する。これらを通して教師の資質・能力として必要な知識・技術・教育
観について学ぶ。さらにインクルーシプ教育の理念・国際的動向・制度の基本を押さえ、「通級による指
導」や「自立活動」の意義に触れるとともに、特別支援学校・学級で求められる個別の指導計画・個別の
教育支援計画の意義、関係機関との連携等、インクルーシブ教育時代の特別支援教育の現代的課題を学ぶ
。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

 ５．子どもの教育・保育にかかる諸
問題を自ら発見し、その問題を解決す
ることができる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑤　多様な人材との協力・協働 5

 ⑥　専門的知識と実践力 5

【学修成果との関連】

1.特別な支援を必要とする子どもの生活・発達・学習における困難さとニーズを把握するための基本を理
解することができ、それを表現して他者に伝えることができる。
2.特別な支援を必要とする子どもが授業や学級活動に参加するための支援に必要な知識・支援方法・関係
機関との連携の在り方の基本を理解することができ、それを表現して他者に伝えることがてきる。
3.特別な支援を必要とする子どもとともに生きるインクルーシプな共生社会の在り方の基本を理解するこ
とができ、それを表現して他者に伝えることができる。

【到達目標】

①授業の各回をいくつかにまとめたテーマごとに特別支援教育の基本的な知識と指導技術の理解、さらに
教育観について各自が総括した報告を評価する(８０％)-総括の視点は授業において適宜説明し、学生か
らの質問等を受けて質の高い総括報告を求める。
②授業の毎回において小報告を提出し、それをトータルに評価する(20％)-毎回の小報告について特に重
要だと思われる学生からの指摘や質問を取り上げて、次回の授業でフィードバックする。

【成績の評価】

『よくわかる特別支援教育 第2版』(湯浅恭正編、ミネルヴァ書房、2018)
【使用テキスト】

授業において適宜資料を配布する。また参考文献として、渡部昭男『障害のある子の就学・進学ガイドブ
ック　改訂版』日本標準、2022。

【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】



有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習内容:指定したテキストの目次を含めて
特別支援教育の内容を概観し、メモして講義
に備える(2時間)。復習内容:講義を踏まえて
、特別支援教育の概要を要約し、講義で紹介
した関連する文献等を図書館やネット等で調
べて、総括報告に備える(2時間)。

特別支援教育を学ぶために-授業のガイダンス

1

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
インクルシ-ブ教育と特別支援教育制度の関
連を概観し、メモして講義に備える(2時間)
。復習内容:講義を踏まえて、特別支援教育
の理念とインクルーシプ゛教育の関連のポイ
ントを整理し、図書館やネット等で関連する
内容を調べて総括報告に備える(2時間)。

インクルーシブ教育を含めた特別支援教育の
理念と制度

2

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
特別なニーズのある子どもの発達特性を概観
し、メモして講義に備える(2時間)。復習内
容:講義を踏まえて、発達障害などの子ども
の発達特性の理解についてボイントを整理し
、図書館やネット等で関連する内容を調べて
、総括報告に備える(2時間)。

特別なニーズのある子どもの発達特性

3

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
特別なニーズのある子どもの心理特性を概観
し、メモして講義に備える(2時間)。復習内
容:講義を踏まえて、発達障害などの子ども
の心理特性の理解についてポイントを整理し
、図書館やネット等で調べて総括報告に備え
る(2時間)。

特別なニーズのある子どもの心理特性

4

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
特別支援学校・学級に在籍する子どもの学習
・発達における困難さを概観し、メモして講
義に備える(2時間)。復習内容:講義を踏まえ
て、特別支援学校・学級に在籍する子どもの
学習と発達の困難さを理解するためのポイン
トを整理し、図書館やネット等で調べて、総
括報告に備える(2時間)。

特別支援学校・学級に在籍する子どもの学習
・発達における困難さ

5

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
特別な支援を必要とする幼児の支援方法につ
いて概観し、メモして講義に備える(2時間)
。復習内容:講義を踏まえて、特別な支援を
必要とする幼児の支援方法のポイントを整理
し、図書館やネット等で調べて、総括報告に
備える(2時間)。

特別な支援を必要とする幼児の支援方法

6

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
通常学級での指導事例を読み、口頭発表に備
える(3時間)。復習内容:口頭発表を踏まえて
、通常学級での特別な支援を必要とする児童
・生徒の支援方法のポイントを整理し、図書
館やネット等で調べて、総括報告に備える(2
時間)。

特別な支援を必要とする児童・生徒の支援方
法

7

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
「通級による指導」「自立活動」の内容を概
観し、メモして講義に備える(2時間)。復習
内容:講義を踏まえて、「通級による指導」
自立活動」の内容と教育課程における位置づ
けのポイントを整理し、図書館やネット等で
調べて総括報告に備える(2時間)。

教育課程における「通級による指導」「自立
活動」の位置づけ

8

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
「通級による指導」の内容と指導事方法を概
観し、メモして講義に備える(2時間)。復習
内容:講義を踏まえて、「通級による指導」
の内容と指導方法ののポイントを整理し、図

「通級による指導」の内容と指導方法

9



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

書館やネット等で調べて、総括報告に備える
(2時間)。

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
自立活動」の内容と指導方法を概観し、メモ
して講義に備える(2時間)。復習内容:講義を
踏まえて、「自立活動」の内容と指導方法の
ポイントを整理し、図書館やネット等で調べ
て総括報告に備える(2時間)。

「自立活動」の内容と指導方法

10

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」
の意義を概観し、メモして講義に備える(2時
間)。復習内容:講義を踏まえて、「個別の指
導計画「個別の教育支援計画」の意義と教育
課程の関連のポイントを整理し、図書館やネ
ット等で調べて総括報告に備える(2時間)。

個別の指導計画・個別の教育支援計画の意義
と教育課程

11

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」
を作成する方法をメモし、講義に備える(2時
間)。復習内容:講義を踏まえて、「個別の指
導計画」「個別の教育支援計画」作成する方
法のポイントを整理し、図書館やネット等で
調べて総括報告に備える(2時間)。

個別の指導計画・個別の教育支援計画を作成
する方法

12

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
関連機関と連携して特別支援教育の体制を整
備する意義を概観し、メモして講義に備える
(2時間)。復習内容:講義を踏まえて、関連機
関と連携して特別支援教育の体制を整備する
意義のポイントを整理し、図書館やネット等
で調べて、総括報告に備える(2時間)。

関係機関と連携して特別支援教育の体制を整
備する意義

13

予習内容:指定したテキストの内容のうち、
外国につながりのある子どもを含めた特別な
ニーズのある子どもの支援について概観し、
メモして講義に備える(2時間)。復習内容:講
義を踏まえて、外国につながりのある子とも
を含めた特別なニーズのある子どもの支援の
ポイントを整理し、図書館やネット等で調べ
て、総括報告に備える(2時間)。

外国につながりのある子ども・貧困等により
困難な課題のある子どもへの支援

14

予習内容:講義全体を振り返り、総括報告に
備える(3時間)。復習内容:講義を踏まえて、
図書館等を活用して、インクルーシプ教育時
代の特別支援教育の方向を整理し、最終の総
括報告のための準備をするとともに、講義全
体を振り返り、教職における特別支援教育の
意義を確かめる(4時間)。

インクルーシブ教育時代の特別支援教育の方
向

15

定期試験(実施しない)



KISO6科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
教育課程論科目名：
山岸　知幸(YAMAGISHI Tomoyuki)担当教員：

　教育課程とは、学校教育を行っていく上での根幹をなすものです。子どもの「資質・能力」を確実に育
成するために、様々なレベルでの計画が示されているものと言ってもよいでしょう。
　この授業では、教育課程・カリキュラムに関する歴史、意義や編成原理、現在の学習指導要領の重要な
ポイントについて学んでいきます。教育課程についての具体的な事例にも基づいて考察していきます。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 5

 ⑦　自己研修力 5

【学修成果との関連】

１．教育課程・カリキュラムに関わる歴史や理論を理解することができる。
２．学習指導要領を基準として各学校において編成される教育課程の意義や編成方法を体系的に理解する
ことができる。
３．各学校の実情にあわせてカリキュラム・マネジメントを行うことの意義を理解することができる。

【到達目標】

　レポート試験（６０％）、毎回の授業後に提出する小レポート（４０％）
　レポートについては、採点基準を説明する。
　毎回の授業後に提出する小レポートについては、次の授業時間にコメントを添えて返却する。

【成績の評価】

　小学校学習指導要領解説　総則編（平成２９年７月　文部科学省）
【使用テキスト】

　授業中に適宜資料を配付する。
【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

シラバスを読み、また教科書に目を通し、考
えたことや疑問点についてノートにまとめて
おくこと（２時間）。
本授業のねらいについて、Ａ５一枚程度にま
とめておくこと（２時間）。

オリエンテーション－教育課程とは－

1

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

我が国の戦後の教育課程の変遷

2

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

カリキュラム改革の歴史（１）－児童中心主
義思想を中心に－

3

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

カリキュラム改革の歴史（２）－教育内容の
現代化を中心に－

4

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

教育課程の編成原理と類型

5

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

教育課程の編成・実施・評価・改善

6

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

学習指導要領を学ぶ（１）－総則を中心に－

7

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

学習指導要領を学ぶ（２）－カリキュラム・
マネジメントの視点から－

8

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

学習指導要領を学ぶ（３）－学校間連携の視
点から－

9

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

教育課程の実際（１）－年間行事計画－

10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

教育課程の実際（２）－時間割の作成－

11

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

教育課程の実際（３）－日課・週時程の編成
－

12

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

教育課程の実際（４）－教科年間指導計画－

13

事前に配布された資料及びテキストを精読し
、考えたこと、疑問点をノートにまとめてお
くこと（２時間）。
レポート作成に向けて、本時の授業内容のポ
イントをＡ５一枚程度にまとめておくこと
（２時間）。

教育課程の実際（５）－特色ある学校づくり
と学校評価－

14

これまでに配布された資料及びテキストを復
習し、質問項目をノートにまとめておくこと
（２時間）。
これまで学んだことを整理し、Ａ４一枚程度
にまとめること（２時間）。

まとめ－これからの教育課程・カリキュラム
の課題－

15

定期試験(実施しない)



KOKO8科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
道徳教育論科目名：
藤本　駿(FUJIMOTO　Syun)担当教員：

　皆さんはどのような道徳教育を受けてきましたか。そもそも道徳教育とはどのようなものでしょうか。
2018年4月から、これまでの「道徳の時間」は「特別の教科 道徳」（道徳科）として位置付けられていま
す。道徳科では、「考え、議論する道徳」を実現することが目指されています。小学校教諭は、道徳科の
授業も担当することになるため、その意義や内容をしっかりと理解し、実践できる力を身に付けておく必
要があります。
　本授業では、道徳科の学習指導要領の基づき、道徳科の目標や内容、指導計画等について概観します。
また、教材研究や学習指導案の作成、模擬授業を通して、道徳科の実践的な指導力を身に付けることを目
指します。
　この授業ではGoogle Classroom(クラスコード：jd7fnrn)を使用します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 １．教育・保育に携わる者に求めら
れる高い使命感・倫理観や豊かな心を
持っている。

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１　道徳の意義や原理等を踏まえ、学校における道徳教育の目標や内容を理解できる。
２　道徳教育及びその要となる道徳科における指導計画や指導方法を理解できる。
３　指導案の作成や模擬授業の実施を通して、道徳科の授業を実践する力を身に付けることができる。

【到達目標】

この授業では、毎回の授業後に配布する振り返りシート（20％）、3回行う小レポート（20％）、指導案
や模擬授業への取り組み状況（20％）、定期試験（40％）から総合的に評価する。指導案、小レポートは
コメントを付けた上で授業内に返却する。定期試験は、試験終了後に解答例を配布する。

【成績の評価】

小学校学習指導要領解説　特別の教科　道徳編（平成29年6月　文部科学省）。
【使用テキスト】

毎回、授業の内容にそった資料を配布し、それを用いて講義する。他の参考書等については授業中に適宜
紹介する。

【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】



有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

オリエンテーション、道徳教育とは何か

1

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

道徳教育の基本（１）道徳性の発達

2

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

道徳教育の基本（２）道徳教育の歴史

3

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

道徳教育の基本（３）道徳教育の現状

4

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

道徳科の目標、内容構成、指導方針

5

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

道徳科の学習指導案の形式

6

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

道徳科の内容項目（１）自分自身に関するこ
と

7

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

道徳科の内容項目（２）人との関わり

8

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

道徳科の内容項目（３）集団や社会との関わ
り

9

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること

道徳科の内容項目（４）生命や自然、崇高な
ものとの関わり

10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

（２時間）。

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

道徳科の指導方法

11

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

模擬授業の実施（１）導入段階の模擬授業

12

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

模擬授業の実施（２）展開段階の模擬授業

13

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

模擬授業の実施（３）まとめ段階の模擬授業

14

予習として、教員から指示された資料に関す
る疑問点や気づいた点などをノートに整理し
ておくこと（２時間）。復習として、講義資
料を読み返し、感想や意見などをノート等に
整理し、授業クラスルームに投稿すること
（２時間）。

まとめ、今後の道徳教育の動向

15

定期試験(実施する)



TISE22科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
総合的な学習の時間の指導法科目名：
野村　一夫(NOMURA　Kazuo)担当教員：

総合的な学習の時間の趣旨やねらい、カリキュラム上の位置付けなどについて、小学校学習指導要領に示
された目標、内容及び内容の取扱い等を分析し、考えることを通じて理解を図ります。
　また、地域や学校の実情に応じた全体計画や年間指導計画、単元計画等の作成方法をグループワークを
通して学びます。さらに、グループでテーマ設定型の探究活動を行い、プレゼンテーションすることを通
し、総合的な学習の時間の意義を考えます。
　これらの学修から授業設計や指導法、評価等についての基礎的な理解と実践力の育成を図り、小学校教
員としての資質・能力の基礎を培うことを目指します。
　この授業ではClassroom(クラスコード：vynrrtv)を使用、資料配付や課題「授業リフレクション」の提
示などを行います。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ５．子どもの教育・保育にかかる諸
問題を自ら発見し、その問題を解決す
ることができる。

 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 5

 ⑦　自己研修力 5

【学修成果との関連】

１．総合的な学習の時間創設の経緯を知り、カリキュラム論に基づく位置付けを説明することができる。
２．総合的な学習の時間の目標を踏まえ、各学校や地域の実情に応じた指導計画を作成できるようになる
。

【到達目標】

学修内容の理解はもとより、学修に対する意欲と態度を評価します。
現代的な諸課題に係る「私たちの考える探究課題〇〇について」の作成及び提出(30%)、「授業リフレク
ション」の提出(20%)、定期試験(50%)とします。
「授業リフレクション」は、Classroomで提出し、返却時にコメントします。
期末定期試験は、採点基準を説明します。

【成績の評価】

小学校学習指導要領(平成29年告示)解説　総合的な学習の時間編　平成30年　文部科学省
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校総合的な学習の時間）　令和2年　
国立教育政策研究所
課題探究へのアプローチ ～問いづくりトレーニング～（東京書籍）

【使用テキスト】

授業中に随時紹介します。。
【参考文献】

有り
【実務経験】



この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。教育行政と小学校教員の経験を活かし、社会科指
導のポイント及び留意事項等について解説します。

香川県教育委員会指導主事として、平成９年・１０年に総合的な学習指導の創設に係る実践研究を行う研
究開発学校を担当し、助言・指導を行いました。
香川県小学校教育研究会総合的な学習部会会長として、指導改善及び各学校における実践の充実を図りま
した。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、小学校から高等学校における総
合的な学習の時間の学習経験（テーマ、特に
記憶に残っている学習活動、学習を通じてい
たことなど）を振り返り、ノート等にまとめ
ておくこと。（１時間）復習として、総合的
な学習の時間の現状と課題を整理し、授業リ
フレクションに記述すること
。（１時間）

オリエンテーション（総合的な学習の時間の
イメージ）

1

予習として、総合的な学習の時間を学習する
ことの必要性について考え、ノート等に整理
しておくこと。（１時間）復習として、総合
的な学習の時間創設の経緯を踏まえて、その
意義授業リフレクションに記述すること
。（１時間）

総合的な学習の時間創設の経緯と背景

2

予習として、小学校における現行の教育課程
（カリキュラム構成）を調べ、ノート等にま
とめておくこと。（１時間）復習として、総
合的な学習の時間を教育課程に位置付けられ
ていることに関する自らの考え授業リフレク
ションに記述すること
。テキスト「課題探究へのアプローチ ～問
いづくりトレーニング～」による演習（１時
間）

総合的な学習の時間の教育課程上の位置付け
とカリキュラム論

3

予習として、総合的な学習の時間と各教科と
の目標、内容及び内容の取扱いの異同につい
て調べ、ノート等に整理しておくこと。（１
時間）復習として、各教科と総合的な学習の
時間の違いから考えたことを授業リフレクシ
ョンに記述すること
。テキスト「課題探究へのアプローチ ～問
いづくりトレーニング～」による演習(１時
間）

学習指導要領における総合的な学習の時間の
目標、内容及び内容の取扱い

4

予習として、総合的な学習の時間で身に付け
たい力を具体的に考えノート等に整理してお
くこと。（１時間）復習として、総合的な学
習の時間で育成する資質・能力をどのように
活かすのかを授業リフレクションに記述する
こと。テキスト「課題探究へのアプローチ
～問いづくりトレーニング～」による演習
(１時間）

総合的な学習の時間で育成することを目指す
資質・能力

5

予習として、総合的な学習の時間における三
つの課題を調べノート等に整理しておくこと
。（１時間）復習として、三つの課題に関す
る自らの考えを授業リフレクションに記述す
ること。テキスト「課題探究へのアプローチ
～問いづくりトレーニング～」による演習
(１時間）

総合的な学習の時間における三つの課題

6

予習として、実習校等における総合的な学習
の時間の全体計画を収集しておくこと。（１
時間）復習として、各学校において目標と内
容等を定めることの意義を考え、授業リフレ
クションに記述すること。テキスト「課題探
究へのアプローチ ～問いづくりトレーニン
グ～」による演習(１時間）

各学校において目標及び内容等を定める際の
留意事項

7

予習として、実習校等における総合的な学習
の時間の全体計画を収集しておくこと。（１
時間）復習として、全体計画を作成すること
の意義を授業リフレクションに記述すること
。テキスト「課題探究へのアプローチ ～問
いづくりトレーニング～」による演習(１時
間）

総合的な学習の時間の全体計画の作成（グル
ープワーク）

8



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習として、実習校等における総合的な学習
の時間の年間指導計画を収集しておくこと。
（１時間）復習として、総合的な学習の時間
において年間指導計画を作成することの意義
を考え、授業リフレクションに記述すること
。テキスト「課題探究へのアプローチ ～問
いづくりトレーニング～」による演習(１時
間）

総合的な学習の時間の年間指導計画の作成（
グループワーク）

9

予習として、実習校等における総合的な学習
の時間の学習指導案等を収集しておくこと
（１時間）復習として、総合的な学習の時間
の学習活動の在り方を考え、授業リフレクシ
ョンに記述すること
。テキスト「課題探究へのアプローチ ～問
いづくりトレーニング～」による演習(１時
間）

総合的な学習の時間の単元計画の作成（グル
ープワーク）

10

予習として、探究的な学習を中核とする単元
計画を考えノート等に整理しておくこと。
（１時間）復習として、最適な学習活動の在
り方を考え、授業リフレクションに記述する
こと。テキスト「課題探究へのアプローチ
～問いづくりトレーニング～」による演習
(１時間）

探究的な学習の過程における「主体的・対話
的で深い学び」の視点（グループワーク：テ
ーマ設定型探究活動）

11

予習として、探究的な学習を指導する際の留
意事項を考えノート等に整理しておくこと。
（１時間）復習として、探究的な学習におけ
る指導上留意したいことを考え、授業リフレ
クションに記述すること。テキスト「課題探
究へのアプローチ ～問いづくりトレーニン
グ～」による演習(１時間）

探究的な学習の指導のポイント（グループワ
ーク：テーマ設定型探究活動）

12

予習として、各教科における評価上の留意点
を整理しノート等に整理しておくこと。（１
時間）復習として、総合的な学習の時間にお
ける評価方法を振り返り、授業リフレクショ
ンに記述すること
。テキスト「課題探究へのアプローチ ～問
いづくりトレーニング～」による演習１時間
）

総合的な学習の時間の評価（グループワーク
：テーマ設定型探究活動）

13

予習として、各教科等における学習形態と指
導体制等の工夫を調べノート等に整理してお
くこと。（１時間）復習として、時間の弾力
的運用の工夫を考え、授業リフレクションに
記述すること。テキスト「課題探究へのアプ
ローチ ～問いづくりトレーニング～」によ
る演習(１時間）

総合的な学習の時間の指導体制と時間の弾力
的運用（グループワーク：テーマ設定型探究
活動）

14

予習として、学校と地域との連携・協働の在
り方について調べ、ノート等に整理しておく
こと。（１時間）復習として、これからの学
習活動の在り方を考え、授業リフレクション
に記述すること
。テキスト「課題探究へのアプローチ ～問
いづくりトレーニング～」による演習(１時
間）

総合的な学習の時間の環境整備と地域との連
携・協働（グループワーク：テーマ設定型探
究活動）

15

定期試験(実施する)



TISE18科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
特別活動論科目名：
平畑　博人(HIRAHATA　Hiroto)担当教員：

　学校における多様な集団活動による課題の発見や解決を通してよりよい集団の形成や学校での生活を目
指す特別活動の意義を理解するとともに、取り上げた問題やトピックを様々な視点から考察することで、
学年の違いによる活動の変化、各教科等との往還的な関連、地域住民や他校の教職員と連携した組織的な
対応等、特別活動の特質を踏まえた指導に必要な知識や素養を身に付けます。
　経営学部の学生も受講します。
　また、アクティブ・ラーニング（ディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション、３分間ス
ピーチ）を通して授業の理解を深め自分の意見を表明し他人の考え方を知ることにより、学校現場で教壇
に立った際の思考・行動の可能性も検討します。
　この授業ではGoogle Classroom（クラスコード：pmivl3l）を使用します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

 ５．子どもの教育・保育にかかる諸
問題を自ら発見し、その問題を解決す
ることができる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑤　多様な人材との協力・協働 5

 ⑥　専門的知識と実践力 5

【学修成果との関連】

①学習指導要領における特別活動の目標及び主な内容を理解することができる。
②教育課程における特別活動の位置付けと各教科等との関連を理解することができる。
③学級活動、児童会活動、学校行事の特質を理解することができる。
④教育課程全体で取り組む特別活動の指導の在り方を理解することができる。
⑤特別活動における取り組みの評価・改善活動の重要性を理解することができる。
⑥合意形成に向けた話合い活動、意思決定につながる指導及び集団活動の意義や指導の在り方を例示する
ことができる。
⑦特別活動における家庭・地域住民や関係機関との連携の在り方を理解することができる。

【到達目標】

授業への取り組み（３０％）提出物（４０％）、模擬授業体験（３０％）。
提出物は後日返却し、模擬授業体験はその都度コメントするとともに評価のコメントはオフィスアワーで
行う。

【成績の評価】

文部科学省『小学校学習指導要領解説 特別活動編』（平成29年）東洋館出版社…文部科学省のＨＰから
ダウンロードしたものでもかまわない

【使用テキスト】

その都度指示する。
【参考文献】

有り
【実務経験】



この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。高等学校や教育委員会での教育や指導、管理の
経験を活かし、具体的な事例を示しながら授業を進めます。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、使用テキストの当該範囲を事前に読み
ノート等にまとめておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

特別活動の意義・目標・内容と教育課程にお
ける位置づけ

1

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、使用テキストの当該範囲を事前に読み
ノート等にまとめておくこと。また、３分間
スピーチの担当者は、テーマを決めスピーチ
できるよう自分の意見をまとめた発表原稿を
作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

特別活動の歴史的変遷

2

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、使用テキストの当該範囲を事前に読み
ノート等にまとめておくこと。また、３分間
スピーチの担当者は、テーマを決めスピーチ
できるよう自分の意見をまとめた発表原稿を
作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

特別活動と生徒指導

3

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、使用テキストの当該範囲を事前に読み
ノート等にまとめておくこと。また、３分間
スピーチの担当者は、テーマを決めスピーチ
できるよう自分の意見をまとめた発表原稿を
作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

特別活動と学級経営

4

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、使用テキストの当該範囲を事前に読み
ノート等にまとめておくこと。また、３分間
スピーチの担当者は、テーマを決めスピーチ
できるよう自分の意見をまとめた発表原稿を
作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

学級活動

5

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、使用テキストの当該範囲を事前に読み
ノート等にまとめておくこと。また、３分間
スピーチの担当者は、テーマを決めスピーチ
できるよう自分の意見をまとめた発表原稿を
作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

児童会活動

6

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、使用テキストの当該範囲を事前に読み
ノート等にまとめておくこと。また、３分間
スピーチの担当者は、テーマを決めスピーチ
できるよう自分の意見をまとめた発表原稿を
作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

クラブ活動

7

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、使用テキストの当該範囲を事前に読み
ノート等にまとめておくこと。また、３分間
スピーチの担当者は、テーマを決めスピーチ
できるよう自分の意見をまとめた発表原稿を
作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

学校行事

8



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、使用テキストの当該範囲を事前に読み
ノート等にまとめておくこと。また、３分間
スピーチの担当者は、テーマを決めスピーチ
できるよう自分の意見をまとめた発表原稿を
作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

特別活動の今

9

　予習として、どのような模擬体験授業を行
うのかを想定し授業の構成を考え、ノート等
にまとめておくこと。また、３分間スピーチ
の担当者は、テーマを決めスピーチできるよ
う自分の意見をまとめた発表原稿を作成して
おくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

特別活動の指導の在り方Ⅰ（模擬体験授業の
解説）

10

　予習として、どのような模擬体験授業を行
うのかを想定し授業の構成を考え、ノート等
にまとめておくこと。また、３分間スピーチ
の担当者は、テーマを決めスピーチできるよ
う自分の意見をまとめた発表原稿を作成して
おくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

特別活動の指導の在り方Ⅱ（模擬体験授業の
内容検討）

11

　予習として、どのような模擬体験授業を行
うのかを想定し授業の構成を考え、ノート等
にまとめておくこと。また、３分間スピーチ
の担当者は、テーマを決めスピーチできるよ
う自分の意見をまとめた発表原稿を作成して
おくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

特別活動の指導の在り方Ⅲ（模擬体験授業の
構成検討）

12

　予習として、これまでの授業を振返るため
に使用テキストを読み直し、特別活動の目標
や意義を、ノート等にまとめておくこと。
（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

模擬体験Ⅰ（グループ発表）と振返り

13

　予習として、これまでの授業を振返るため
に使用テキストを読み直し、特別活動の目標
や意義を、ノート等にまとめておくこと。
（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

模擬体験Ⅱ（グループ発表）と振返り

14

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、使用テキストの当該範囲を事前に読み
ノート等にまとめておくこと。また、３分間
スピーチの担当者は、テーマを決めスピーチ
できるよう自分の意見をまとめた発表原稿を
作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

これからの特別活動

15

定期試験(実施しない)



TISE1科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
教育の方法及び技術科目名：
佃　昌道(TSUKUDA　Masamichi),真鍋　康秀(YASUHIDE Manabe )担当教員：

現代は高度情報通信社会と言われるように、スマホやタブレット等に代表される各種の情報メディアが開
発され、より大量の情報生成、蓄積、流通等が可能になりました。このような社会で求められる能力とは
、インターネットや新しいICTを活用でき、必要とする情報の選択、加工、創造、伝達等に関わる新しい
コミュニケーション能力です。なおこの授業過程では、「学習者の新たな学びという、主体的で対話的な
深い学び」を目標にアクティブラーニング(以下、ALと称する)の手法を取り入れた新しい教育改革の一端
を経験するができます。
　この科目では、学習者の豊かな発想や興味・関心に対応できる学習形態の中で、経験、観察や調査、情
報検索、映像やCGなどが活用できる自由度の高いメディアの選択と活用を可能にする教育の方法と技術の
修得を目指します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

 ５．子どもの教育・保育にかかる諸
問題を自ら発見し、その問題を解決す
ることができる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

１．教育実践に必要な教育の方法に関する基礎的・基本的な知識の理解、技術の習得ができる。
２．新しい学力観に対応した教授学習システムを設計することができる。
３．情報ネットワークや情報メディアなど、ICTを活用した教育技術の習得ができる。
４．ALを体験することで、新しい教育方法・技術の活用方法が習得でき、教育者としての資質・力量の向
上が養われる。

【到達目標】

　予習レポート（15％）、復習レポート（15%）、研究レポート（70％）、なお、予習レポートとは、主
として授業前に予習した内容を、復習レポートとは、授業後に行った復習の結果をまとめて提出するもの
で、後日採点したものは返却します。研究レポートとは、最終試験に代わるものとして、当該科目に関す
るいくつかの課題から、いくつかを選択して報告書としてまとめて提出するものを指します。

【成績の評価】

なし
【使用テキスト】

授業の中で適宜印刷物（資料）を配布します。
新しく教員となったみなさんへ（https://www.kagawa-edu.jp/educ01/file/6839）

【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】



有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

予習（１時間）：これからの子どもたちに育
みたい資質・能力探究的な学習、情報活用能
力の育成習
復習（３時間）これからの子どもたちに育み
たい資質・能力探究的な学習、情報活用能力
の育成

これからの子どもたちに育みたい資質・能力
探究的な学習
情報活用能力の育成1

予習（1時間）教員に求められる授業力（板
書、発問）
復習（３時間）教員に求められる授業力（板
書、発問）

教員に求められる授業力（板書、発問９

2

予習（1時間）授業をつくるということ・教
材研究の仕方
復習（３時間）授業をつくるということ・教
材研究の仕方習

授業をつくるということ・教材研究の仕方

3

予習（1時間）学習環境を設定する/デジタル
化の脅威禹現場の現状
復習（３時間）学習環境を設定する/デジタ
ル化の脅威禹現場の現状

学習環境を設定する/デジタル化の教育現場の
現状4

予習（1時間）評価をするということを理解
する
復習（３時間）評価をするということを理解
する

評価をするということを理解する

5

予習（1時間）指導技術の向上を目指す方策
の予習
復習（３時間）指導技術の向上を目指す方策
の復習

評価をするということ

6

予習（1時間）授業を支える指導技術を行う
（小学校は算数、幼稚園は保育内容）
復習（３時間）授業を支える指導技術を行う
（小学校は算数、幼稚園は保育内容）

授業を支える指導技術を行う（小学校は算数
、幼稚園は保育内容）7

予習（1時間）授業を支える指導技術（小学
校は国語、幼稚園は保育内容）
復習（３時間）I授業を支える指導技術（小
学校は国語、幼稚園は保育内容

授業を支える指導技術（小学校は国語、幼稚
園は保育内容）8

予習（1時間）学び合う集団をつくる（学び
合い、ICT）
学びを引き出す指導技術（主体性）予習（３
時間）学び合う集団をつくる（学び合い、
ICT）
学びを引き出す指導技術（主体性）

学び合う集団をつくる（学び合い、ICT）
学びを引き出す指導技術（主体性）

9

予習（4時間）ICＴを活用した学習活動の総
合実習の準備

ICＴを活用した学習活動の総合実習を2回に渡
って行う10

復習（4時間）ICＴを活用した学習活動の総
合実習のの復習

ICＴを活用した学習活動の総合実習を2回に渡
って行う11

予習（1時間）ＬＭＳやeラーニングの最新状
況
復習（3時間）ＬＭＳやeラーニングの最新状
況

ＬＭＳやeラーニングの最新状況

12

予習（1時間）ALによる教育の円滑な実施
（１）指導内容・方法の検討の予習
復習（1時間）ALによる教育の円滑な実施
（１）指導内容・方法の検討の復習

ALによる教育の円滑な実施（１）指導内容・
方法の検討13

予習（1時間）教育の方法と技術を振り返る教育の方法と技術を振り返る14



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

の準備
復習（3時間）教育の方法と技術を振り返り
のまとめ

何ができるようになったかをグループで確認
し、報告する

復習（4時間）教育の方法及び技術のまとめ教育の方法及び技術のまとめと展望15

定期試験(実施しない)



TISE23科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 1
情報通信技術を活用した教育の理論及び方法科目名：
松田　圭司(MATSUDA　Keishi)担当教員：

この授業では、現代のICTの現状を知り、教育現場や校務でのICT（情報通信技術）活用状況等を学ぶ。
講義および視聴覚資料による解説・事例紹介と、学生自身が各種ICT機器、環境を活用し、体験的に学修
する機会を設けながら、授業における児童生徒および教員によるICT活用の他、授業の準備、学習評価に
関する活用、校務における活用や教育データの活用を学ぶ。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

授業のテーマ及び到達目標
１．情報通信技術の活用の意義と理論を理解する。
２．情報通信技術を効果的に活用した学習指導や校務の推進の在り方について理解する。
３．児童及び生徒に情報活用能力（情報モラルを含む。）を育成するための基礎的な指導法を身につける
。

【到達目標】

学生に対する評価
授業への取組みとレポート課題（50%）、小テストなど（50%）
提出されたレポートを返却することにより、フィードバックを行います。
オフィスアワーを設定しているので、利用すること。
定期試験（期末試験）は実施しない。

【成績の評価】

テキスト
教室へのICT活用入門（藤本　かおる　著、国書刊行会、2019）ISBN-13 : 978-4336063397
授業中の配布資料など

【使用テキスト】

参考書・参考資料等
【図解】AI時代の教師が知っておきたいIT・情報リテラシー（小林、郡司、安井著、インプレス、
2024）ISBN-13: 978-4295020648
情報通信技術を活用した教育の理論および方法（西野和典　著、実教出版、2023）ISBN-13:978-
4407358414
無理なくできる 学校のICT活用―（長谷川　元洋　著、学事出版、2016）ISBN-13: 978-4761921903

【参考文献】

無し
【実務経験】

【実務経験と授業科目の関係性】



有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題およびリー
ディング課題内容をまとめておく。（１時間
）

イントロダクション
試用教材、教科書、講義の進め方、評価方法
、LMSの活用について
☆リーディング課題第1回目分1

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題およびリー
ディング課題内容をまとめておく。（１時間
）

ICTの教育現場および校務での活用状況（現在
学校で導入されているICT技術の具体例を学ぶ
）
ICTにおける通信の役割
データ通信について
☆リーディング課題第2回目分

2

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題およびリー
ディング課題内容をまとめておく。（１時間
）

教育現場でのICTの重要性および生かし方（教
育現場で必要とされているICTの要素を学ぶ）
ICT教育活用のあり方
☆リーディング課題第3回目分
◎　第１回目レポート課題

3

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題およびリー
ディング課題内容をまとめておく。（１時間
）

児童、生徒のためのICTの活用（ICT適用の可
能性の判断方法を学ぶ）
教育の情報化とは、①情報教育とは
②教科指導におけるICT活用③公務の情報化
☆リーディング課題第4回目分

4

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題（１時間）

【グループディスカッション】
テーマ：求心力のあるICTを用いた授業の実施
について、
第１回目レポート課題に基づいて実施
◎第２回目レポート課題

5

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題（１時間）

学習場面に応じたICTを効果的に活用した指導
事例【教材の作成方法】（実際に教材を作る
際に有効なツールについて学ぶ。
情報活用能力３観点について6

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題およびリー
ディング課題内容をまとめておく。（１時間
）

児童のICT活用の指導方法
教育のためのアプリケーションの紹介
教材開発と指導方法
①一斉学習②個別学習③協働学習
☆リーディング課題5回目分

7

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題（１時間）

教育データの採取、保管による指導、評価の
実践（教務パッケージシステムやLMSの現状に
ついて学ぶ。クラウドストレージの有効活用
について学ぶ）

8

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題（１時間）

教育データの活用による評価
教育データの処理（学習者、教員、保護者の
観点から）
◎第３回目レポート課題

9

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題（１時間）

教育現場でのセキュリティの重要性
セキュリティの目的定義
教育現場での心構え
情報セキュリティマネジメントとは

10

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題（１時間）

サイバー攻撃の脅威とは
脆弱性とは
リスク、不正、犯罪予防の方法11



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題およびリー
ディング課題内容をまとめておく。（１時間
）

情報活用能力について各科目の指導事例を理
解し、その指導方法の習得２（指導案策定訓
練、レポートの作成及び提出）
☆リーディング課題6回目分
◎第４回目レポート課題

12

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題（１時間）

サイバー攻撃の種類、手法
スクリプトキディ、ボットハーダー13

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）毎回の授業の最後に課
す授業内容のまとめに関する課題（１時間）

各種攻撃の動機、方法、DOS攻撃、SQLインジ
ェクション、各種マルウェア

14

授業内容を確認し、予習としてその範囲の専
門用語の意味等を調べ、ノート等にまとめて
おくこと。（１時間）小テストの対策として
、今学期の講義のまとめおよびリーディング
課題を復習しておく（１時間）

教育現場でのサイバーセキュリティのまとめ
小テスト（理解度チェック）

15

定期試験(実施しない)



KOKO9科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
生徒・進路指導論科目名：
平畑　博人(HIRAHATA　Hiroto)担当教員：

　生徒指導の進め方や進路指導・キャリア教育のあり方についての様々な問題やトピックを取り上げ、児
童が抱える課題などを見つけ解決する手法を身に付けます。
　経営学部の学生も受講します。
　また、アクティブ・ラーニング（ディスカッション、グループワーク、プレゼンテーション、３分間ス
ピーチ）を通して授業の理解を深め自分の意見を表明し他人の考え方を知ることにより、学校現場で教壇
に立った際の思考・行動の可能性も検討します。
　この授業ではGoogle Classroom（クラスコード：xtyzpxo）を使用します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

 ５．子どもの教育・保育にかかる諸
問題を自ら発見し、その問題を解決す
ることができる。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ⑥　専門的知識と実践力 10

【学修成果との関連】

①生徒指導、進路指導・キャリア教育の理論と方法について理解することができる。
②生徒指導、進路指導・キャリア教育を進めていくために必要な知識・技能や素養を身につけることがで
きる。

【到達目標】

授業への取り組み（３分間スピーチを含む。３０％）、提出物及び小レポート（３０％）、学年末の最終
レポート（４０％）。
小レポートは後日返却し、最終レポートはオフィスアワーでコメントする。

【成績の評価】

文部科学省『生徒指導提要（改訂版）』（令和４年）。… 文部科学省のＨＰからダウンロードしたもの
でもかまわない

【使用テキスト】

随時資料を配布する
【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。高等学校や教育委員会での教育や指導、管理の経
験を活かし、具体的な事例を示しながら授業を進めます。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

生徒指導の基礎

1

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

生徒指導の方法原理

2

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

生徒指導の組織的な取組みと学校内外の連携

3

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

こども基本法

4

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

進路指導の進め方 - ほめ方と叱り方

5

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

生徒指導の諸問題（１）- インターネットと
携帯電話

6

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

生徒指導の諸問題（２）- 校則

7

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）

生徒指導の諸問題（３）- いじめ

8



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

生徒指導の諸問題（４）- 不登校

9

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

生徒指導の諸問題（５）- 懲戒と体罰

10

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

生徒指導の諸問題（６）- 暴力行為と少年非
行

11

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

進路指導・キャリア教育の意義と教育課程に
おける位置づけ

12

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

進路指導・キャリア教育の組織的な推進体制
と連携

13

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

職業に関する体験活動とキャリア教育

14

　予習として、予定されている授業内容を確
認し、当該範囲の使用テキストや参考文献を
事前に読みノート等にまとめておくこと。ま
た、３分間スピーチの担当者は、テーマを決
めスピーチできるよう自分の意見をまとめた
発表原稿を作成しておくこと。（２時間）
　復習として、配付する「REVIEW」の各項目
を記入し完成させ提出すること。（２時間）

生涯を通じたキャリア形成とキャリア・カウ
ンセリング

15

定期試験(実施しない)



KOKO3科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 2
教育相談科目名：
織田　幸美(ODA　Yukimi)担当教員：

  教育相談は、幼児・児童の心理的発達を支援するための日常的な教育活動であり、教育の専門家として
の教師にとって、教育相談に関する基礎の習得は不可欠です。幼児・児童・生徒の発達上直面する問題に
ついて柔軟に対応し、援助するためのスキルについて、体験的な活動も取り入れながら心理的成長を支え
る予防的援助について学習します。
この授業ではGoogle Classroom(クラスコード：ewr2rta)を使用し，ICTを活用した双方向型授業を実施し
ます。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ③　コミュニケーション能力 4

 ④　思考力・判断力・表現力 6

【学修成果との関連】

１.学校における教育相談の意義と理論を理解することができる。
２.教育相談を進める際に必要な基礎的知識を理解することができる。
３.教育相談の具体的な進め方やそのポイント、組織的な取組みや連携の必要性を理解することができる
。
４.学校での予防的心理教育の方法について理解し、実践力を高めることができる。

【到達目標】

定期試験（60％）と小レポート（40％）
小レポートについては，その都度、授業時に講評する。定期試験については教員研究室において模範解答
を閲覧できるようにする。
30分以上の遅刻，離席は欠席特別な場合を除いて欠席とみなす。

【成績の評価】

教師のための教育相談（2018年　西本絹子　萌文書林）
【使用テキスト】

絶対役立つ教育相談（2017年　藤田哲也監修　ミネルヴァ書房）
生徒指導提要（改訂版）デジタルバージョン（2022年　文部科学省）

【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。小・中学校の現場での教育相談担当教員やスクー
ルカウンセラーの経験を活かし、具体的な事例を示しながら受講者が実感を持って授業内容を理解っでき
るように工夫して授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】

有り
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　予習として，授業で指定する範囲の教科書
を事前に読み，そこに示されるワークについ
て自分の考えをノート等にまとめておくこと
。（2時間）復習として授業の最後に課す授
業内容のまとめに関する課題をレポートにま
とめて提出すること。（2時間）

現代の子どもと子育てをめぐる状況と教師に
求められる役割

1

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

教育相談とは何か―教師のおこなう教育相談
の役割・特徴

2

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

相談援助の理論―カウンセリングとカウンセ
リングマインドの考え方を理解する

3

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

相談援助の技術１―カウンセリングマインド
を活かす聴き方

4

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

相談援助の技術２―カウンセリングマインド
を活かす保護者との関係づくり

5

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

子ども理解１―発達の視点から子ども理解す
る

6

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

子ども理解２―問題のアセスメント

7

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

子ども理解３―問題行動のとらえ方

8

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

いじめ問題への対応

9

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと

不登校への対応

10



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

めて提出すること。（2時間）

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

特別な要する要する子どもへの対応１―理解
と支援の考え方

11

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

特別な支援を要する子どもへの対応２
―支援の実際の基礎

12

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

障害のある子ども・気になる子どもの保護者
への対応

13

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

「困った保護者」・不適切な養育環境への対
応

14

予習として，授業で指定する範囲の教科書を
事前に読み，そこに示されるワークについて
自分の考えをノート等にまとめておくこと。
（2時間）復習として授業の最後に課す授業
内容のまとめに関する課題をレポートにまと
めて提出すること。（2時間）

子ども支援と学級経営

15

定期試験(実施する)



JISS5科目ナンバリング：
実習授業形態：

単位数： 1
教育実習事前事後指導Ⅰ【幼】科目名：
坂野　貴子(SAKANO　Takako)担当教員：

　本授業は、教育実習を円滑に、より効果的にその目標を達成させるために行うものであり、実習の前後
に講義・演習を行います。幼稚園教育実習の目的・目標・方法等の概要、実習の心得等の理解を深め、課
題をもって実習に取り組めるように学びを深めていきましょう。また、保育に必要な知識・技能を取得し
ようとする意欲を高め、保育技術を身に付けることをめざします。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 １．教育・保育に携わる者に求めら
れる高い使命感・倫理観や豊かな心を
持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ①　使命感・倫理観 2

 ②　向上心 2

 ⑥　専門的知識と実践力 3

 ⑦　自己研修力 3

【学修成果との関連】

１．事前指導では教育実習生として幼稚園の教育活動に参画する意識を高めることができる。
２．事後指導では教育実習を経て得られた成果と課題等を省察するとともに、教員免許取得までに習得す
べき知識や技能等について理解できる。
３．これらのことを通して教育実習の意義を理解することができる。
　①教育実習生として遵守すべき義務等について理解するとともに、その責任を自覚したうえで意欲的に
教育実習に参加することができる。
　②教育実習を通して得られた知識と経験を振り返り、教員免許取得までにさらに習得することが必要な
知識や技能等を理解することができる。

【到達目標】

　課題・ワークシートのまとめ（50％）、実習の振り返りのまとめ（50％）
なお、教育実習事前事後指導は、教育実習Ⅰ及び教育実習Ⅱと連動している科目のため、単独で単位認定
されることはありません。
　ワークシートは、たとえ欠席であっても必ず取組み、提出すること。
　課題については、その都度授業時に講評します。教員から講評を受けることでフィードバックを行いま
す。

【成績の評価】

　幼稚園教育要領解説(平成30年　文部科学省)
【使用テキスト】

　適宜、資料を配布します。
【参考文献】

有り
【実務経験】

　この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。幼稚園・保育園の現場での保育・教育の経験を
活かし、具体的な事例を示しながら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】



無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　予習として、授業計画によるテーマに基づ
き、事前に指示された課題及び資料を熟読し
、疑問点や気づいたことをノート等にまとめ
ておくこと。そして、毎回のワークシートを
基に授業内容を復習し、ノートに整理してお
くこと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

教育実習の意義と目的　

1

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

教育実習の概要

2

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

保育実践の要件

3

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

保育を計画する　部分実習

4

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

保育の計画と実践、実習日誌の書き方

5

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理して

実習日誌の実際

6



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

おくこと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

実習直前の準備と心得

7

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

部分保育指導案の作成　

8

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

教育実習Ⅰの振り返り

9

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

幼児同士のトラブルの対応（事例研究〉

10

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で

ロールプレイングを通して自己課題を克服す
る（日常保育）

11



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

ロールプレイングを通して自己課題を克服す
る（社会人のマナー）

12

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

保育学生としての言葉（SST）

13

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

教育実習Ⅱに向けて①日誌の作成

14

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

教育実習Ⅱに向けて②指導案の作成

15

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

教育実習Ⅱに向けて③自己点検

16

予習として、授業計画によるテーマに基づ教育実習Ⅱの振り返り①17



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

き、事前に指示された課題及び資料を熟読し
、疑問点や気づいたことをノート等にまとめ
ておくこと。そして、毎回のワークシートを
基に授業内容を復習し、ノートに整理してお
くこと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

教育実習Ⅱの振り返り②（グループ協議）

18

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

教育実習報告会に向けて①発表原稿作成

19

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

教育実習報告会に向けて②発表原稿仕上げ

20

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

教育実習報告会に向けて③最終確認と協議

21

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）

教育実習報告会

22



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

予習として、授業計画によるテーマに基づき
、事前に指示された課題及び資料を熟読し、
疑問点や気づいたことをノート等にまとめて
おくこと。そして、毎回のワークシートを基
に授業内容を復習し、ノートに整理しておく
こと。（各1時間）
　部分保育指導案及び研究保育指導案、全日
保育指導案を作成し、期日までに提出するこ
と(10時間)
　また、様々な保育技能を保育現場で活用で
きるよう、教材製作やピアノ等の練習を行う
こと。(10時間)

まとめと今後の課題

23

定期試験(実施しない)



JISS6科目ナンバリング：
講義授業形態：

単位数： 1
教育実習事前事後指導Ⅱ【小】科目名：
大熊　裕樹(OOKUMA　Hiroki),藤本　駿(FUJIMOTO　Syun),佐々木　啓祐(SASAKI 　
Keisuke)

担当教員：

　教育実習事前事後指導での学修を通して、教育実習が円滑且つ効果的に行われるよう、実習の前後に講
義・演習を行うものです。教育実習の目的・目標・方法等の概要、実習の心得等について理解を深め、課
題をもって実習に取り組めるようにするとともに、教育活動に必要な知識・技能の修得をめざします。２
年次に履修した「学校支援ボランティアⅠ、Ⅱ」の体験を生かし、質の高い実践力、豊かな人間性や主体
的に生きる力を身に付けることができるようにします。
 この授業ではGoogle classroomを使用し、必要に応じてICTを活用した双方向型授業を実施します。
クラス名：2025教育実習事前事後指導Ⅱ・教育実習Ⅳ　　クラスコード：ervbirag

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ①　使命感・倫理観 2

 ②　向上心 1

 ⑥　専門的知識と実践力 6

 ⑦　自己研修力 1

【学修成果との関連】

１．小学校教諭の業務や職業倫理について理解し、教師としての使命感や倫理観を培うことができる。
２．学校教育活動に必要な知識や判断力を修得することができる。
３．学習指導計画の作成・実践・記録・評価等を体験する中で、教師として必要な技能、実践力を修得す
ることができる。
４．自己評価及び自己課題の明確化を通して豊かな人間性を育むことができる。

【到達目標】

授業への参加態度(40%)、教材研究のあり方(30%)、実習のまとめ(30%)等から評価します。報告会におい
て、各自の成果と課題について、説明、講評する。

【成績の評価】

小学校教育実習の手引き(2021年 高松大学)。
【使用テキスト】

なし。
【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は実務経験のある教員が担当する授業科目で、学校現場での経験を生かし具体的な事例を示しな
がら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

授業で配布された「実習生個人票」「誓約書
」「出勤簿」等の清書や下書きを行う。(1時
間)

教育実習の意義と目的　
1

実習生個人票に記載する自らの学習課題の下
書きについて推敲し清書する。(1時間)

教育実習の概要・心得・態度等2

授業での学びをワークシートにまとめて提出
する。(1時間)

教育実習の内容と方法、実習日誌の書き方3

授業での学びをワークシートにまとめて提出
する。(1時間)

学習指導案の書き方と教材準備の仕方4

授業での学びをワークシートにまとめて提出
する。(1時間)

各種トラブル等の具体的解決策5

授業での学びをワークシートにまとめて提出
する。(1時間)

実習直前の準備と心得6

研究授業の教科を決めて、指導略案を作成す
る。(1時間)

指導案作り(略案：本時の学習指導)7

研究授業の教科を決めて、指導細案(単元の
目標、単元について)を作成する。(1.5時間)

指導案作り(細案：単元の目標、単元について
)8

研究授業の教科を決めて、指導細案(評価規
準、単元計画、本時の学習指導)を作成する
。(1.5時間)

指導案作り(細案：評価規準、単元計画、本時
の学習指導)9

授業での学びをワークシートにまとめて提出
する。(1時間)

電子黒板、タブレットの活用について10

授業での学びをワークシートにまとめて提出
する。(1時間)

特別の教科道徳について(学習指導要領から）11

授業での学びをワークシートにまとめて提出
する。(1時間)

道徳科の授業づくり(ロールプレイの実際)12

学校長、指導教員、子どもたちへの礼状を書
く。(1.5時間)

教育実習の成果・課題等についての振り返り13

報告資料原稿を完成させる。(1.5時間)教育実習報告会に向けて（報告資料の作成）14

報告会でのプレゼン資料及び質疑応答を見据
えたＱ＆Ａを作成する。(1.5時間)

教育実習報告会に向けて（役割分担、印刷、
製本等）15

報告会会場の設営と片付け(30分)教育実習報告会(前半発表者）16

報告会会場の設営と片付け(30分)教育実習報告会(後半発表者）17

定期試験(実施しない)



JISS7科目ナンバリング：
実習授業形態：

単位数： 2
教育実習Ⅰ【幼】科目名：
坂野　貴子(SAKANO　Takako)担当教員：

　教育実習Ⅰは、観察・参加・実習という方法で教育実践に関わることを通して、教育者としての愛情と
使命感を深め、将来教員になるうえでの能力や適性を考えるとともに課題を自覚する機会です。一定の実
践的指導力を有する指導教員のもとで体験を積み、幼児教育の実際を体験的・総合的に理解し、教育実践
ならびに教育実践研究の基礎的な能力と態度を身に付けることをめざします。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部  ３．子どもの育ちを支えるために必
要な教育・保育の実践力を有する。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ①　使命感・倫理観 2

 ②　向上心 2

 ⑥　専門的知識と実践力 3

 ⑦　自己研修力 3

【学修成果との関連】

(1)幼児や保育環境等に対して適切な観察を行うとともに、幼稚園実務に対する補助的な役割を担うこと
を通して、教育実習園の幼児の実態と、これを踏まえた園経営及び保育活動の特色を理解することができ
る。
　①幼児との関わりを通して、その実態や課題を把握することができる。
　②指導教員等の実施する保育を視点を持って観察し、事実に即して記録することができる。
　③教育実習園の園経営方針及び特色ある教育活動並びにそれらを実施するための組織体制について理解
できる。
　④学級担任の補助的な役割を担うことができる。
(2)大学で学んだ領域や教職に関する専門的な知識・理論・技術等を保育実践に活かすことができる。
　①幼稚園教育要領及び幼児の実態等を踏まえた適切な指導案を作成し、保育を実践することができる。
  ②保育に必要な基礎的技術（話法・保育形態・保育展開・環境構成など）を実地に即して身に付けると
ともに、幼児の体験との関連を考慮しながら適切な場面で情報機器を活用することができる。
  ③学級担任の役割と職務内容を実地に即して理解できる。
  ④様々な活動の場面で適切に幼児と関わることができる。

【到達目標】

　実習園の評価（60％）、実習日誌・提出物（20％）、実習状況（20％）
　なお、教育実習Ⅰは、教育実習事前事後指導と連動している科目のため、単独で単位認定されることは
ありません。日誌は、配属のクラス担任の先生の指導を受け、返却されます。

【成績の評価】

　幼稚園教育要領解説(平成30年 文部科学省)
【使用テキスト】

　適宜、紹介します。
【参考文献】

有り
【実務経験】

　この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。幼稚園の現場での保育・教育の経験を活かし、
具体的な事例を示しながら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】



無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　事前：部分保育・研究保育指導案を作成し
ておくこと。また、様々な保育技能を保育現
場で活用できるよう、教材製作やピアノ等の
練習を行うこと。（15時間）
　事後：毎日、実習日誌を記録し一日を振り
返る。そこから自己の課題を見出し日誌等に
記載すること。
　また、実習園の教員からご指導いただいた
ことを記録しておくこと。（15時間）

〈第１週〉
１　実習園の概要を知る
２　実習園の1日の流れを把握する
３　幼児の遊びの状況を理解し、参加する
４　発達の特性により、遊び、生活、課題へ
の取組みの違いを知る
５　幼児の行動観察、記録とその活用につい
て学ぶ
６　実習記録の取り方、反省、評価について
学ぶ
７　安全に対する配慮、清掃、環境整備の仕
方を知る
〈第２週〉
１　年間指導計画の中での現在の保育を理解
する
２　配属クラスの個々の子どもの特徴を知る
３　いろいろな子どもとの関係を深める
４　保育における指導と援助のあり方を探る
５　部分実習をする
６　保育実践の反省、評価を受ける
７　園行事に参加し、行事のあり方について
考える
　　
※上記内容と順序は、実習園の都合、指導方
針により変更することがあります。

1

定期試験(実施しない)



JISS8科目ナンバリング：
実習授業形態：

単位数： 2
教育実習Ⅱ【幼】科目名：
坂野　貴子(SAKANO　Takako)担当教員：

　教育実習Ⅱは、教育実習Ⅰの学習を踏まえたうえで、幼児教育の特質を知り、幼稚園教育の実際を理解
し、実践力を培うことをねらいとします。実習園では、指導教員の指導を受けながら、観察・部分保育・
全日保育・研究保育などの実習を行います。実習とはいえ一定期間、教師としての職責を果たすことにな
るので、実習生の主体的、意欲的な学習への取組が不可欠となります。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部  ３．子どもの育ちを支えるために必
要な教育・保育の実践力を有する。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ①　使命感・倫理観 2

 ②　向上心 2

 ⑥　専門的知識と実践力 3

 ⑦　自己研修力 3

【学修成果との関連】

(1)幼児や保育環境等に対して適切な観察を行うとともに、幼稚園実務に対する補助的な役割を担うこと
　を通して、教育実習園の幼児の実態と、これを踏まえた園経営及び保育活動の特色を理解することが
　できる。
　①幼児との関わりを通して、その実態や課題を把握することができる。
　②指導教員等の実施する保育を視点を持って観察し、事実に即して記録することができる。
　③教育実習園の園経営方針及び特色ある教育活動並びにそれらを実施するための組織体制について理解
　できる。
　④学級担任の補助的な役割を担うことができる。
(2)大学で学んだ領域や教職に関する専門的な知識・理論・技術等を保育実践に活かすことができる。
　①幼稚園教育要領及び幼児の実態等を踏まえた適切な指導案を作成し、保育を実践することができる。
　②保育に必要な基礎的技術（話法・保育形態・保育展開・環境構成など）を実地に即して身に付けると
　ともに、幼児の体験との関連を考慮しながら適切な場面で情報機器を活用することができる。
　③学級担任の役割と職務内容を実地に即して理解できる。
　④様々な活動の場面で適切に幼児と関わることができる。

【到達目標】

　実習園の評価（60％）、実習日誌・提出物（20％）、実習状況（20％）
　なお、教育実習Ⅱは、教育実習事前事後指導と連動している科目のため、単独で単位認定されることは
　ありません。
　日誌は、配属のクラス担任の先生の指導を受け、返却されます。

【成績の評価】

　幼稚園教育要領解説(平成30年 文部科学省)
【使用テキスト】

　適宜、紹介します。
【参考文献】

有り
【実務経験】



　この授業は、実務経験のある教員による授業科目です。幼稚園・保育園の現場での保育・教育の経験を
活かし、具体的な事例を示しながら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　事前：必ず全日及び研究保育指導案を作成
しておくこと。また、様々な保育技能を保育
現場で活用できるよう、教材製作やピアノ等
の練習を行うこと。（15時間）
　事後：毎日、実習日誌を記録し、一日を振
り返る。そこから自己の課題を見出し日誌等
に記載すること。
　実習園の教員からご指導いただいたことを
具体的に記録しておくこと。（15時間）

〈第１週〉
１　子どもの成長発達を理解する
２　集団生活における子どもの学びを知る
３　学級経営について学ぶ（グループ編成、
当番活動を含む）
４　特別な配慮を必要とする子どもへのかか
わり方を知る
５　季節の行事に関しての保育を知る
６　研究保育をする（保育計画を立案し、実
践する）
７　保育実践の反省、評価を受け、その問題
点を整理する
８　幼稚園と家庭との連携についてその意義
と方法を知る
〈第２週〉
１　保育室の環境整備・経営について知り、
実践する
２　幼稚園教諭についての職務内容を理解す
る
３　地域との協力関係、幼稚園の社会的意義
を理解する
４　幼稚園の特色ある保育についての理解を
深める
５　子育て支援についての現状を知る（預か
り、延長、未就園児保育等）
６　全日保育の計画、実践を行う
７　総合的に子ども・保護者・幼稚園を理解
する
８　実習反省会・お別れ会
９　これからの課題についてまとめ、指導助
言を受ける

※上記内容と順序は、実習園の都合、指導方
針により変更することがある。

1

定期試験(実施しない)



JISS10科目ナンバリング：
実習授業形態：

単位数： 4
教育実習Ⅳ【小】科目名：
大熊　裕樹(OOKUMA　Hiroki),佐々木　啓祐(SASAKI 　Keisuke)担当教員：

　教育実習生として、教科等の指導をはじめ、生徒指導、教育相談、学校事務などの実践を通して、学級
経営、学校経営及び教育活動の特色や小学校教育全般についての理解を深めていきます。また、カリキュ
ラム・ポリシーに掲げる「教育者に求められる使命感・倫理観の涵養」等をめざすとともに、大学で学ぶ
教育理論と教育実践を関連づけて理解することをめざします。さらに、教育実習を通して、改めて教師と
しての自らの適性や進路を見つめ直す機会とします。
　この授業ではGoogle classroomを使用し、必要に応じてICTを活用した双方向型授業を実施します。
　クラス名：2025教育実習事前事後指導Ⅱ・教育実習Ⅳ　　クラスコード：ervbirag

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部  ３．子どもの育ちを支えるために必
要な教育・保育の実践力を有する。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ①　使命感・倫理観 2

 ②　向上心 1

 ⑥　専門的知識と実践力 6

 ⑦　自己研修力 1

【学修成果との関連】

１．経験豊かな担当教員の指導を受けながら、学校教育の実際を体験的、総合的に理解して、教育実践並
びに教育実践研究の基礎的な能力と態度を身に付けることができる。
２．学校現場での教育実践に関わることを通して、教育者としての愛情と使命感を高めるとともに、その
資質・能力や適性を身に付けることができる。

【到達目標】

　教育実習校からの評価(40%)、担当教員による研究授業評価(30%)、実習日誌や提出物(30%)等により評
価。教育実習事前事後指導の報告会において、各自の成果、課題を明らかにして、参加者の講評をもって
フィードバックを行う。

【成績の評価】

\小学校教育実習の手引き(2021年　高松大学)
【使用テキスト】

小学校学習指導要領　全解説編(平成29年3月告示　文部科学省)
【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は実務経験のある教員が担当する授業科目で、学校現場での経験を生かし巡回指導等を行います
。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

この授業計画に示す回数（日数）と内容を各
学校の計画に従って実施する。

学校の教育方針や特色ある教育（校長）、配
属学級での活動

1

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

指導講話Ⅰ　実習全般（教頭）、授業参観と
授業記録の取り方

2

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

学級の実態と学級経営

3

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

指導講話Ⅱ　学習指導（現職教育主任）、授
業参観（学習過程、板書、発問等）

4

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

指導講話Ⅲ　生徒指導（生徒指導主事）、授
業参観（児童の反応、つぶやき等）

5

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

指導講話Ⅳ　保健指導（養護教諭、保健主事
）、師範授業の参観と研究

6

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

学習指導案の立案、考え方、学級事務につい
ての考え方と実習

7

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

指導講話Ⅴ　褒め方、叱り方（主幹教諭等）
、朝の会、帰りの会の運営

8

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

児童の人間関係の把握、給食・清掃指導、授
業研究Ⅰ（各教科等）

9

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

教室環境の整備、学級事務の処理、授業研究
Ⅱ（道徳、特別活動）

10

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

日常活動、特別活動への参加、指導、授業研
究Ⅲ（総合的な学習の時間、外国語活動）

11

その日の実習内容を実習日誌に記録すること授業研究Ⅳ（選択した教科の学習指導案の作12



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

成）

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

授業研究Ⅴ（選択した教科外の学習指導案の
作成）　

13

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

問題のある児童の実態把握の仕方　

14

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

授業研究Ⅳで作成した学習指導案に基づく模
擬授業の反省と指導案の修正

15

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

授業研究Ⅴで作成した学習指導案に基づく模
擬授業の反省と指導案の修正

16

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

研究授業Ⅰ選択した教科の授業実践と指導、
評価

17

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

研究授業Ⅱ選択した教科外の授業実践と指導
、評価

18

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

教育実習のまとめと反省、関係者懇談、指導

19

その日の実習内容を実習日誌に記録すること
によって、一日の反省と明日への準備の機会
とする。
気付いた課題については、その具体的対策を
検討、実践に生かす。(30～60分程度)

学級での諸活動、実習記録の整理

20

定期試験(実施しない)



KYOU18科目ナンバリング：
演習授業形態：

単位数： 2
教職実践演習（小）科目名：
大熊　裕樹(OOKUMA　Hiroki),山口　明乙香(YAMAGUCHI　Asuka),堺　るり子(SAKAI　
Ruriko),藤本　駿(FUJIMOTO　Syun),佐々木　啓祐(SASAKI 　Keisuke),糸目　真也
(ITOME　Shinya)

担当教員：

　本授業は教職課程やそれ以外の授業科目、あるいはその他の種々の学修活動を通して身に付けた資質・
能力が、教員として最小限必要なものとして形成され、有機的に統合されたかについて、個々の授業計画
の中で確認するものです。１年次から記録してきた教職ポートフォリオの活用による振り返り、討議、現
地調査、事例研究、ロールプレーイング、演習などを通して「理論」と「実践力」の定着を図ります。
　この授業ではGoogle classroomを使用し、必要に応じてICTを活用した双方向型授業を実施します。
　なお、後期開講ですが、一部を前期に実施することがあります。
　クラス名：2025教職実践演習　　クラスコード：w3qsztzq

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 １．教育・保育に携わる者に求めら
れる高い使命感・倫理観や豊かな心を
持っている。

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

 ３．子どもの育ちを支えるために必
要な教育・保育の実践力を有する。

 ４．子どもとはもちろんのこと、保
護者や子育てに関わる人々と十分なコ
ミュニケーションをとることができ、
また、多様な専門性を持つ人材と協力
・協働できる。

 ５．子どもの教育・保育にかかる諸
問題を自ら発見し、その問題を解決す
ることができる。

 ６．教育・保育に関する多様な情報
を収集・分析して、論理的な思考力と
創造力を用いて適切に判断できる。

 ７．教育・保育に係る資質向上に向
けて継続的に学ぶ能力を持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ①　使命感・倫理観 2

 ②　向上心 1

 ③　コミュニケーション能力 1

 ④　思考力・判断力・表現力 1

 ⑤　多様な人材との協力・協働 1

 ⑥　専門的知識と実践力 3

 ⑦　自己研修力 1

【学修成果との関連】

１．小学校の教員としての使命感や責任感、教育的愛情等を身に付けることができる。
２．小学校の教員としての社会性や対人関係能力を身に付けることができる。
３．児童についての理解や学級経営等に関する知識を身に付けることができる。
４．小学校の教育課程や指導についての知識や技能、指導力等を高めることができる。

【到達目標】



　討議や発表における参加度(50%)や毎回のまとめ(30%)、ワークシート(20%)によって評価。まとめやワ
ークシートは、その都度添削して授業時間に返却する。

【成績の評価】

小学校学習指導要領解説　総則編（平成29年3月告示　文部科学省）
【使用テキスト】

適宜紹介、資料として配付する。
【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は、実務経験のある教員も担当する授業科目で、小学校、特別支援学校等の現場での経験を生か
し、具体的な事例を示しながら授業を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

1～15回の各回とも２コマ実施する。

社会性や対人関係能力に関する事項(1)
①　教員に求められるマナーや社会性　　　
②　模擬面接

1

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

教育内容の指導力に関する事項(1)
（小学校または研修会参加を予定）
　　　

2

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

教育内容の指導力に関する事項(2)
①　本演習の目的と進め方　　　
②　幼小接続　講話

3

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項
(1)
①　講話　　　
②　現職若年教員と学校現場の課題に
　　ついて討議

4

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項
(2)　
教育内容の指導力に関する事項(3)　
①  講話
②　作品鑑賞等

5

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

使命感や責任感、教育的愛情等に関する事項
(3)
①　教育行政関係職員との討議　　　②　教
育改革の動向

6

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

社会性や対人関係能力に関する事項(2)　
（高松市適応指導教室訪問）
①・②不登校対策

7

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

社会性や対人関係能力に関する事項(3)
①　ストレスとの付き合い方(講話)
②　ストレスとの付き合い方(演習)

8

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

児童理解や学級経営等に関する事項(1)
①　特別な支援を必要とする児童の理
　　解（講話）　　　
②　特別な支援を必要とする児童の理
　　解（演習）

9

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

児童理解や学級経営等に関する事項(2)　
(小学校訪問予定)
①　授業参観及び討議　　　
②　学校、学級経営の理解（講話）

10

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

教育内容の指導力に関する事項(4)　
①　小学校管理職との討議　　　
②　小学校理科　講話　

11

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

教育内容の指導力に関する事項(5)
①　新しい教育方法　　
②　模擬授業

12

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

児童理解や学級経営等に関する事項(3)
①　学級経営計画について(講話)　　　②　
学級経営計画の作成、発表、討議

13

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

教育内容の指導力に関する事項(6)
（高松市総合教育センター訪問）
①・②　電子黒板・タブレットの活用

14



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

　　

復習として、ワークシート、授業後の感想、
疑問、意見等をまとめて、次回に提出する。
(60分)

教員に求められる資質・能力のまとめ
①　求められる教師像　　　
②　総括

15

定期試験(実施しない)



JISS20科目ナンバリング：
実習授業形態：

単位数： 1
介護体験科目名：
山口　明乙香(YAMAGUCHI　Asuka)担当教員：

　介護体験は，介護等体験特例法によって教員免許状取得にあたり義務付けられたものです。高齢者の方
や障害のある方などの社会福祉施設等で介護等の体験をすることが求められます。介護等体験は，特別支
援学校で２日間，社会福祉施設で５日間の合計７日間行います。本科目では，介護等体験実習及び実習の
事前学習，事後学習を行います。事前学習では，介護等体験の心得，特別支援学校や社会福祉施設の概要
の理解，実習中の利用者の方と接し方についても学習します。介護等体験実習後は実習記録を整理し，レ
ポートにまとめて報告します。この科目は，小学校教員免許状取得希望者のみ受講できます。また受講に
は，実習費など約１万円が必要になります。介護体験を通じて，教育者に求められる様々な人々とコミュ
ニケーションを図るための態度や姿勢を身に着け，人間性の向上を目指し自律的に学ぶ意欲を育みます。
　本授業は、Gooleクラスルームコード：7dmtxktを用いて授業を実施します。受講者はこのクラスルーム
へ参加が必須です。クラスルームを用いて授業の資料配布、課題の提示、提出等を行います。
ICTを活用してフィールドワークやグループワークの結果をプレゼンテーションし、ディスカッションを
行います。ICT端末を携帯して授業へ参加してください。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 １．教育・保育に携わる者に求めら
れる高い使命感・倫理観や豊かな心を
持っている。

 ２．教育・保育に必要な知識を幅広
く体系的に理解するとともに、その知
識体系を教育・保育の実践と関連づけ
て理解できている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ①　使命感・倫理観 3

 ②　向上心 2

 ③　コミュニケーション能力 2

 ⑥　専門的知識と実践力 3

【学修成果との関連】

　特別なニーズのある子どもや利用者の方と交流を持ち，介護等を体験することにより，
１．特別支援学校や社会福祉施設の役割を学び，人との関わり，援助する上で大切にすべき姿勢や視点を
体験的に獲得することを目指す。
２．教育を担うものに求められる受容的な態度及び豊かな人間性を高めることができる
３．教育現場で求められる共生社会をめざす姿勢や視点を獲得できる

【到達目標】

　事前・事後学習の受講態度（35％），課題の提出状況（50％），報告会での発表（15％）などを総合し
て成績を評価します。
　課題や学習の進捗状況に関する評価はその都度授業時に講評します。
　また、必要に応じてオフィスアワーにおいて個別的にフィードバックします。

【成績の評価】

高松大学発達科学部『介護体験の手引き』
【使用テキスト】

必要に応じて，講義内で紹介します。
【参考文献】

無し
【実務経験】



【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

"介護体験は，後期
に社会福祉施設，特
別支援学校へ行きま
すが，前期から事前
指導が行われます。
6月頃から開始しま
すので，掲示板を確
認し，事前指導には
必ず出席するように
してください。事前
指導へ出席できない
学生は，実習を行う
ことができませんの
で注意してください
。詳細については，
履修ガイドを確認し
てください。"

予習として、シラバスを確認し、Googleクラ
スルームに提示された該当する資料を確認し
ておくこと(0.5時間)。復習としてGoogleク
ラスルームへ配布された資料を再度読み直し
、指定した課題を作成し、クラスルームの課
題提出機能を使用して提出してください(0.5
時間）。

介護等体験に関するガイダンス

1

予習として、シラバスを確認し、Googleクラ
スルームに提示された該当する資料を確認し
ておくこと(0.5時間)。復習としてGoogleク
ラスルームへ配布された資料を再度読み直し
、指定した課題を作成し、クラスルームの課
題提出機能を使用して提出してください(0.5
時間）。

介護等体験の心得について学ぶ

2

予習として、シラバスを確認し、Googleクラ
スルームに提示された該当する資料を確認し
ておくこと(0.5時間)。復習としてGoogleク
ラスルームへ配布された資料を再度読み直し
、指定した課題を作成し、クラスルームの課
題提出機能を使用して提出してください(0.5
時間）。

事務手続きと申請書類の作成①申請手順の説
明と作成

3

予習として、シラバスを確認し、Googleクラ
スルームに提示された該当する資料を確認し
ておくこと(0.5時間)。復習としてGoogleク
ラスルームへ配布された資料を再度読み直し
、指定した課題を作成し、クラスルームの課
題提出機能を使用して提出してください(0.5
時間）。

事務手続きと申請書類の作成②申請事項の確
認と調整

4

予習として、シラバスを確認し、Googleクラ
スルームに提示された該当する資料を確認し
ておくこと(0.5時間)。復習としてGoogleク
ラスルームへ配布された資料を再度読み直し
、指定した課題を作成し、クラスルームの課
題提出機能を使用して提出してください(0.5
時間）。

特別支援学校の概要の理解や通っている児童
・生徒との接し方について学ぶ

5

予習として、シラバスを確認し、Googleクラ
スルームに提示された該当する資料を確認し
ておくこと(0.5時間)。復習としてGoogleク
ラスルームへ配布された資料を再度読み直し
、指定した課題を作成し、クラスルームの課
題提出機能を使用して提出してください(0.5
時間）。

社会福祉施設の概要と利用者との接し方につ
いて学ぶ

6

学外実習です。予習として、実習先の資料を確認し、実習の
注意事項確認しておくこと(0.5時間)。復習
として日誌の作成及び実習報告をクラスルー
ム経由で入力し、日誌を実習先担当者へ提出
してください(0.5時間）。

介護体験実習①＜特別支援学校又は社会福祉
施設＞

7



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

学外実習です。予習として、実習先の資料を確認し、実習の
注意事項確認しておくこと(0.5時間)。復習
として日誌の作成及び実習報告をクラスルー
ム経由で入力し、日誌を実習先担当者へ提出
してください(0.5時間）。

介護体験実習②＜特別支援学校又は社会福祉
施設＞

8

学外実習です。予習として、実習先の資料を確認し、実習の
注意事項確認しておくこと(0.5時間)。復習
として日誌の作成及び実習報告をクラスルー
ム経由で入力し、日誌を実習先担当者へ提出
してください(0.5時間）。

介護体験実習③＜特別支援学校又は社会福祉
施設＞

9

学外実習です。予習として、実習先の資料を確認し、実習の
注意事項確認しておくこと(0.5時間)。復習
として日誌の作成及び実習報告をクラスルー
ム経由で入力し、日誌を実習先担当者へ提出
してください(0.5時間）。

介護体験実習④＜特別支援学校又は社会福祉
施設＞

10

学外実習です。予習として、実習先の資料を確認し、実習の
注意事項確認しておくこと(0.5時間)。復習
として日誌の作成及び実習報告をクラスルー
ム経由で入力し、日誌を実習先担当者へ提出
してください(0.5時間）。

介護体験実習⑤＜特別支援学校又は社会福祉
施設＞

11

学外実習です。予習として、実習先の資料を確認し、実習の
注意事項確認しておくこと(0.5時間)。復習
として日誌の作成及び実習報告をクラスルー
ム経由で入力し、日誌を実習先担当者へ提出
してください(0.5時間）。

介護体験実習⑥＜特別支援学校又は社会福祉
施設＞

12

学外実習です。予習として、実習先の資料を確認し、実習の
注意事項確認しておくこと(0.5時間)。復習
として日誌の作成及び実習報告をクラスルー
ム経由で入力し、日誌を実習先担当者へ提出
してください(0.5時間）。

介護体験実習⑦＜特別支援学校又は社会福祉
施設＞

13

予習として、シラバスを確認し、Googleクラ
スルームに提示された該当する資料を確認し
ておくこと(0.5時間)。復習としてGoogleク
ラスルームへ配布された資料を再度読み直し
、指定した課題を作成し、クラスルームの課
題提出機能を使用して提出してください(0.5
時間）。

体験レポートの作成と報告書作成

14

予習として、シラバスを確認し、Googleクラ
スルームに提示された該当する資料を確認し
ておくこと(0.5時間)。復習としてGoogleク
ラスルームへ配布された資料を再度読み直し
、指定した課題を作成し、クラスルームの課
題提出機能を使用して提出してください(0.5
時間）。

介護体験のまとめ

15

定期試験(実施しない)



JISS3科目ナンバリング：
実習授業形態：

単位数： 1
学校支援ボランティアⅠ科目名：
大熊　裕樹(OOKUMA　Hiroki),織田　幸美(ODA　Yukimi)担当教員：

　３年生で教育実習を実施する前段階として、学校現場で教育活動への理解を深め、児童への接し方、指
導・支援のあり方を体験し、学ぶことを目的としています。
　香川県内の要請のあった小学校等に出向き、児童と共に活動したり、教師の仕事を手伝ったりして、学
校教育活動の補助を行います。そうした中で、得られる様々な実感や体感を通して、本学部カリキュラム
・ポリシーに掲げる「教育者・保育者に求められる使命感・倫理観の涵養」等をめざすものです。
　この授業ではGoogle classroom(クラスコード：sdbexpx）を使用し、必要に応じてICTを活用した双方
向型授業を実施します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 １．教育・保育に携わる者に求めら
れる高い使命感・倫理観や豊かな心を
持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ①　使命感・倫理観 4

 ⑥　専門的知識と実践力 6

【学修成果との関連】

１．学校現場での実践を通して、使命感や倫理観に基づく判断・行動等、教員に求められる資質や能力を
身に付けることができる。
２．子どもの特性や発達への理解を深め、教育活動に必要な知識技能を習得できる。

【到達目標】

　活動開始前のオリエンテーションや反省会での参加態度と成果及び指導・支援記録(40%)、ボランティ
アへの参加状況及び参加態度等(60%)で評価する。学校支援ボランティア参加報告会において、各自の成
果、課題を明らかにして、参加者の講評をもってフィードバックを行う。

【成績の評価】

学校支援ボランティアQ&A　(平成29年　高松大学)
【使用テキスト】

随時紹介、資料として配布する。
【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は実務経験のある教員による授業科目です。担当教員が小学校で勤務した経験を生かし、授業や
巡回指導等において指導・助言を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

テキスト「学校支援ボランティアＱ＆Ａ」を
読み疑問点等についてメモする。(30分)

オリエンテーション①（年間を通した授業計
画等）1

テキスト「学校支援ボランティアＱ＆Ａ」を
読み疑問点等についてメモする。(30分)

オリエンテーション②（学校支援ボランティ
アファイルの作成等）2

学校支援ボランティアを行う予定の小学校に
ついて、HP等で事前の情報取集を行いレジュ
メを作成する。(30分)

学校支援ボランティアの意義と目的
3

学校支援ボランティアを行う予定の小学校に
ついて、HP等で事前の情報取集を行いレジュ
メを作成する。(30分)

学校支援ボランティアの形態・内容・方法
4

説明会において教育委員会から配布された資
料等に再度目を通し、内容や留意点等につい
て理解する。登録に必要な書類を作成し提出
する。(30分)

学生ボランティアについての説明会(香川県教
育委員会)5

説明会において教育委員会から配布された資
料等に再度目を通し、内容や留意点等につい
て理解する。登録に必要な書類を作成し提出
する。(30分)

作成しているレジュメをもとに、学校支援ボ
ランティア実施予定校の概要等について発表
する。6

学校支援ボランティアを行う小学校に電話連
絡をし、事前打ち合わせを行う日時の日程調
整を行った後に小学校に出向き、事前打ち合
わせをする。(30分)

支援者としての心得

7

学校支援ボランティアを行う小学校に電話連
絡をし、事前打ち合わせを行う日時の日程調
整を行った後に小学校に出向き、事前打ち合
わせをする。(30分)

支援者としての留意点

8

支援者の心得や指導記録をとる際の留意点を
レジュメにまとめ提出する。(30分)

指導・支援記録について9

支援者の心得や指導記録をとる際の留意点を
レジュメにまとめ提出する。(30分)

指導・支援記録のとり方の実際10

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

11

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

12

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

13

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

14

指導・支援結果について、提示された視点か学校の要請に応じたボランティア活動15



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

16

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

17

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

18

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

19

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

20

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

21

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

22

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

23

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

24

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

25

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点

26



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

での具体的対応策を考える。
(30分)

・生徒指導の視点

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

27

指導・支援結果について、提示された視点か
ら記録用紙に記録し考察を行う。その際、活
動の羅列だけではなく、課題を見つけ、次週
での具体的対応策を考える。
(30分)

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

28

小学校で行ったボランティアの成果と課題を
レジュメにまとめ提出する。(30分)

前期活動を振り返っての発表(前半)29

小学校で行ったボランティアの成果と課題を
レジュメにまとめ提出する。(30分)

前期活動を振り返っての発表(後半)30

定期試験(実施しない)



JISS4科目ナンバリング：
実習授業形態：

単位数： 1
学校支援ボランティアⅡ科目名：
大熊　裕樹(OOKUMA　Hiroki),織田　幸美(ODA　Yukimi)担当教員：

 ３年生で教育実習を実施する前段階として、学校現場で教育活動への理解を深め、児童への接し方、指
導・支援のあり方を体験し、学ぶことを目的としています。
　香川県内の要請のあった小学校等に出向き、児童と共に活動したり、教師の仕事を手伝ったりして、学
校教育活動の補助を行います。そうした中で、得られる様々な実感や体感を通して、本学部カリキュラム
・ポリシーに掲げる「教育者・保育者に求められる使命感・倫理観の涵養」等をめざすものです。
　この授業ではGoogle classroom(クラスコード：sdbexpx）を使用し、必要に応じてICTを活用した双方
向型授業を実施します。

【授業の紹介】

 要件年度  要件所属  ディプロマポリシー

 201904～202504 発達科学部
 １．教育・保育に携わる者に求めら
れる高い使命感・倫理観や豊かな心を
持っている。

【ディプロマポリシーとの関連】

 要件年度  要件所属  名称  LO値

 201904～202504 発達科学部  ①　使命感・倫理観 4

 ⑥　専門的知識と実践力 6

【学修成果との関連】

１．学校現場での実践を通して、使命感や倫理観に基づく判断・行動等、教員に求められる資質や能力を
身に付けることができる。
２．子どもの特性や発達への理解を深め、教育活動に必要な知識技能を習得できる。

【到達目標】

　活動への参加状況及び意欲と態度(60%)、支援・援助記録(20%)、報告会の資料作成、参加態度(20%)で
評価。支援・援助記録、報告資料の添削、報告会を講評して、フィードバックを行う。
　

【成績の評価】

学校支援ボランティアQ&A　(平成29年　高松大学)
【使用テキスト】

随時紹介、資料として配布する。
【参考文献】

有り
【実務経験】

この授業は実務経験のある教員による授業科目です。担当教員が小学校で勤務した経験を生かし、授業や
巡回指導等において指導・助言を行います。

【実務経験と授業科目の関係性】

無し
【科目等履修生の受入】



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

前期活動の成果と課題から、後期の目標及び
課題解決に迫る具体策を考えレジュメにまと
め提出する。(30分)

前期のボランティア活動の振り返り（具体策
の作成・検討）1

前期活動の成果と課題から、後期の目標及び
課題解決に迫る具体策を考えレジュメにまと
め提出する。(30分)

前期のボランティア活動の振り返り（後期の
目標と具体策の発表）2

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校等との打ち合わせ（後期の活動計画、活
動学年・学級、日程調整等）

3

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点4

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点5

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点6

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点7

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点8

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点9



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

る習慣を付け、児童理解に努める。

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点10

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点11

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点12

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点13

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点14

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点15

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点16

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点

17



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取
る習慣を付け、児童理解に努める。

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点18

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

要学校の請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点19

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点20

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点21

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点22

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点23

次の点に留意し記録用紙に記録する。(30分)
・自らのテーマに照らし目標達成のための手
立て等を考え、今後の支援や援助に生かす。
　
・支援や援助を行った結果について、記録の
みに留まることなく、背景や意図を探り、分
析・考察する習慣を身に付ける。
・日常的に子どもの言動に注意し、メモを取

学校の要請に応じたボランティア活動
・環境整備の視点
・学習指導の視点
・生徒指導の視点24

校長、教頭等からの指導助言を記録用紙にま管理職との面談（活動報告）25



【授業計画詳細情報】

回 授業計画 授業時間外の学習
予習内容（時間）／復習内容（時間） 備考

とめる。(30分)

校長、教頭等からの指導助言を記録用紙にま
とめる。(30分)

管理職との面談（指導助言）26

報告会の原稿及びプレゼン資料の作成(1時間
)

後期の活動を振り返って
・活動記録の整理と成果と呼び課題の考察27

報告会の原稿及びプレゼン資料の作成(1時間
)

後期の活動を振り返って(発表)28

報告会での質問を想定したＱ＆Ａ作り(30分)まとめ　報告会（前半）29

報告会での質問を想定したＱ＆Ａ作り(30分)まとめ　報告会（後半）30

定期試験(実施しない)


